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第１章  計画の推進にむけて
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計画の推進にあたっては，子育て家庭，事業者等，子育て当事者の意見の反映をは

じめ，子ども・子育て支援施策を地域の子ども及び子育て家庭の実情を踏まえて実施

することを担保するとともに，計画を定期的に点検・評価し，必要に応じて改善を促

すため，調布市子ども・子育て会議を設置しています。  

また，庁内関係各課や，その他の機関，国，都，近隣市と連携しながら，計画を推

進します。  

 

 

 

（１）目標値と評価指標                          

評価においては，個別事業の進捗状況（アウトプット）に加え，計画全体の成

果（アウトカム）についても点検・評価することが必要です。  

計画の推進においては，利用者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組が必要で

あり，このような取組を評価するため，調布市子ども・子育て会議において，進

捗状況を継続的に点検・評価し，施策の改善につなげていきます。  

 

（２）進捗状況の管理（達成状況の点検・評価・計画の見直し）        

各年度において，計画に基づく施策の実施状況等について点検・評価し，この

結果を公表するとともに，これに基づいて対策を実施していきます。この一連の

過程を開かれたものとするため，調布市子ども・子育て会議を活用します。  

計画期間中においても，教育・保育や地域子ども・子育て支援事業の利用希望

者数が，量の見込みと大きく乖離している場合には，適切な基盤整備を行うため，

計画の見直しが必要です。利用希望者数の状況を踏まえ，計画期間の中間年を目

安として，必要な場合には，計画の見直しを行います。  

 

 

 

 

 

 

第１章  計画の推進にむけて  

１  計画の推進体制  

２  計画の達成状況の点検及び評価  
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第２章  計画の概要
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市では，「子どもは調布の宝，未来への希望」として子どもの健やかな成長と子育

て家庭を支援する総合的な指針である「調布市子ども条例」を制定し，平成 17 年４

月から施行しています。本計画はこの「調布市子ども条例」を理念として，子ども・

子育て支援法第 61 条第１項の規定に基づき，「市町村子ども・子育て支援事業計画」

として策定するものです。また，次世代育成支援対策推進法第８条第１項の規定に基

づいて定める「市町村行動計画」、「母子家庭等及び寡婦自立促進計画」及び「母子保

健計画」，「子どもの貧困対策計画」，「新・放課後子ども総合プラン」，「子ども・若者

計画」を包含するとともに，障害児 (者 )支援や児童虐待防止対策，教育環境の整備等

の取組を含めて，子ども・子育て支援施策を展開します。  

あわせて，本計画の上位計画である「調布市基本計画」との整合を図りながら，市

が策定した様々な計画，関連法律等と連携を図り推進していきます。  

 

 

 

「子ども・子育て支援法」で定められた５年間（令和２年度～令和６年度）を計画

期間とします。  

 

 

 

計画の対象は，概ね 18 歳未満のすべての子どもと子どもを育てる家庭・地域・

企業・団体とします。なお，施策・事業によって対象年齢が設定されているものが

あります。  

 

 

 

 

 

 

 

第２章  計画の概要  

１  計画策定の背景及び趣旨  

３  計画の対象  

２  計画の期間  
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■計画の位置づけ（イメージ）■  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉計画  
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第３章  施策の体系  
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第３章  施策の体系  
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次代を担う子ども・若者等の健全育成
の視点  

地域全体で子どもを育み，子育てを支援
する視点  

子育て家庭の支援を充実する視点  

一人ひとりの子どもを尊重する視点  

【基本理念】  【基本的方向】  
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基本目標３  

多 様 な 保 育 ニ ー ズ へ の  
対 応 強 化  

基本目標２  

特 別 な 支 援 を 必 要 と す
る 子 ど も ・ 若 者 や 家 庭
へ の 支 援 の 充 実  

基本目標１  

妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 に  
わ た る 切 れ 目 な い 支 援
の 充 実  

【基本目標】  【取組内容】  

★次世代育成支援行動計画に基づく取組  

（ １ ） 子どもの居場所づくり・体験活動の充実 

（ ２ ） ひ と り 親 家 庭 へ の 支 援  

（ ３ ） 子 ど も の 学 び の 支 援  

（ ４ ） 多様な文化を持った子どもや家庭への支援 

（ ５ ） 発 達 の 遅 れ や か た よ り の あ る 子 ど も ，

障 害 の あ る 子 ど も へ の 支 援  

（ ６ ） 子 ど も の 安 心 ・ 安 全 の 確 保  

（ ７ ） 児 童 虐 待 防 止 対 策 の 充 実  

★母子保健計画に基づく取組  

（ １ ） 母 と 子 ど も の 疾 病 予 防 ・ 健 康 支 援  

（ ２ ） 妊 娠 ・ 出 産 期 か ら の 包 括 的 な 支 援  

（ ３ ） 相 談 支 援 の 充 実  

（ ４ ） 児 童 虐 待 防 止 対 策 の 充 実  

（ ５ ） 地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業  

★子どもの貧困対策計画に基づく取組  

（ １ ） 教 育 支 援  

（ ２ ） 生 活 の 安 定 に 資 す る た め の 支 援  

（ ３ ） 保 護 者 に 対 す る 職 業 生 活 の 安 定 と 向 上 に  

資 す る た め の 就 労 の 支 援  

（ ４ ） 経 済 的 支 援  

★子ども・子育て支援事業計画に基づく取組  

（ １ ） 保 育 園 等 待 機 児 童 対 策  

（ ２ ） 地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業  

★子ども・若者計画に基づく取組  

（ １ ） す べ て の 子 ど も ・ 若 者 の 健 や か な 育 成  
（ ２ ） 困難を抱える子ども・若者やその家族への支援  

（ ３ ） 子ども・若者の成長のための社会環境の整備 

（ ４ ） 子ども・若者の成長を支える担い手の育成 

（ ５ ） 創造的な未来を切り拓く子ども・若者の応援 
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第４章  調布市の現況  
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１  人口の推移  

平成２４年度から令和３年度までの人口の推移をみると，総人口は増加傾向で

推移しています。年少人口については，令和２年度まで増加傾向で推移していま

したが，令和３年度は微減となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 布 市 市 民 部 市 民 課 「 調 布 市 の 世 帯 と 人 口 」 （ 各 年 ４ 月 １ 日 時 点 ）  

 

２  就学前児童数の推移  

0～５歳の就学前児童の推移をみると，平成３１年度をピークに減少傾向とな

っています。  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

調 布 市 市 民 部 市 民 課 「 調 布 市 の 世 帯 と 人 口 」 （ 各 年 ４ 月 １ 日 時 点 ）  

第４章  調布市の現況 
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３  合計特殊出生率 1・出生数（市）の推移  

調布市の合計特殊出生率については，平成２８年度以降東京都を上回っていま

すが，出生数とともに平成２９年度をピークに減少傾向となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都人口動態統計年報「合計特殊出生率」（各年 10 月 1 日時点 ※12 月頃に前年の統計が公表） 

調 布 市 市 民 部 市 民 課 「 調 布 市 の 世 帯 と 人 口 」 （ 各 年 1 0 月 1 日 時 点 ） 

４  就学前児童数と利用施設  

調布市の令和３年４月１日時点の就学前児童数は 11,781 人です。平成２４年

度と令和３年度を比較すると 0～２歳児で減少し，３～５歳児で増加しています。

認可保育所 2の入所数はすべての年齢で増加しています。  

就学前児童数と認可保育所入所数の変化  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 布 市 市 民 部 市 民 課 「 調 布 市 の 世 帯 と 人 口 」 各 年 ４ 月 １ 日 時 点  

調 布 市 子 ど も 生 活 部 保 育 課 「 認 可 保 育 所 入 所 数 」 各 年 ４ 月 １ 日 時 点  

                                                      
1合計特殊出生率 ：1 人の女性が生涯に産むと見込まれる子どもの数を統計的に算出したもの (１５歳から４９歳

までの女性の年齢別出生率を合計して算出 ) ｡  
2認可保育所 ：児童福祉法に基づく設置許可を受けている保育施設。一般に「保育園 」と呼ばれている。  

就学前
児童数

認可保育所
（保育園）
入所数

就学前
児童数

認可保育所
（保育園）
入所数

０歳 1,935 293 1,717 483
１歳 1,980 472 1,868 984
２歳 1,984 558 1,931 1,098
３歳 1,950 624 2,110 1,177
４歳 1,971 647 2,101 1,100
５歳 1,827 584 2,054 1,089
合計 11,647 3,178 11,781 5,931

年齢区分

平成２４年度 令和３年度
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保育所，子ども発達センター通園事業 3，幼稚園，在宅等 4に区別し，年齢別に構

成比をみると，２歳児までの多くが在宅等・保育所の児童です。一方で，３歳児

から５歳児までの多くが幼稚園・保育所に通い，在宅等は少ない状況です。  

令和 3 年保育所等利用施設別の児童数（就学前）  （単位：人）  

公立 私立
０歳 1,717 1,209 506 54 429 23 0
１歳 1,868 787 1,076 119 865 87 5
２歳 1,931 678 87 1,175 153 945 68 9
３歳 2,110 134 764 14 1,206 166 1,011 29
４歳 2,101 114 861 8 1,121 170 930 21
５歳 2,054 80 855 18 1,100 181 908 11

合計 11,781 3,002 2,567 40 6,184 843 5,088 239 14

保育所 認可
認証 保育ママ等

児童数
在宅等 幼稚園

子ども発達
センター
通園事業

 
調 布 市 市 民 部 市 民 課 「 調 布 市 の 世 帯 と 人 口 」 ４ 月 １ 日 時 点  

      調 布 市 子 ど も 生 活 部 保 育 課 「 認 可 保 育 所 入 所 数 」 ４ 月 １ 日 時 点 （ 幼 稚 園 の み ５ 月 時 点 ）  

    調 布 市 福 祉 健 康 部 子 ど も 発 達 セ ン タ ー 「 子 ど も 発 達 セ ン タ ー （ 児 童 数 ） 」 ４ 月 １ 日 時 点  

 

 

「保育需要率 5」は年々増加し続け，平成２４年度と令和３年度を比べると，２０．

６ポイント増加しました。「認可保育所入所率 6」も増加し続けていて，平成２４年

度では２７．３％と「幼稚園入園率 7」に比べて２．４ポイント低い状況でしたが，

平成２５年ではいずれも２９．５％と同率になり，平成２６年度以降は「認可保育所

入所率」が上回り続けている状況にあります。  

 

保育需要と認可保育所入所と幼稚園入園の推移  

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

11,647 11,832 11,744 11,708 11,796 12,172 12,315 12,410 12,184 11,781

人数 3,814 4,109 4,403 4,630 4,951 5,319 5,781 6,108 6,238 6,275

率（％） 32.7% 34.7% 37.5% 39.5% 42.0% 43.7% 46.9% 49.2% 51.2% 53.3%

人数 3,179 3,494 3,629 3,898 4,252 4,621 5,241 5,557 5,768 5,931

率（％） 27.3% 29.5% 30.9% 33.3% 36.0% 38.0% 42.6% 44.8% 47.3% 50.3%

人数 3,455 3,487 3,355 3,236 3,123 3,096 3,003 2,876 2,703 2,567

率（％） 29.7% 29.5% 28.6% 27.6% 26.5% 25.4% 24.4% 23.2% 22.2% 21.8%

就学前児童数

保育需要

認可入所

幼稚園入園
 

調 布 市 市 民 部 市 民 課 「 調 布 市 の 世 帯 と 人 口 」 各 年 ４ 月 １ 日 時 点  

調 布 市 子 ど も 生 活 部 保 育 課 「 幼 稚 園 ・ 保 育 所 （ 児 童 数 ） 」 各 年 ４ 月 １ 日 時 点 （ 幼 稚 園 の み ５ 月 時 点 ）  

                                                      
3子ども発達センター通園事業 ：専門的支援を必要とする障害のある３～５歳児を対象に，児童発達支援事業

を実施し，子どもの特性に応じた個別的療育プログラムを提供し，社会的能力，認知能力，運動 ・活動能力

等の育ちを支援する。  
4在宅等 ：保育所，子ども発達センター通園事業及び幼稚園に通う以外の児童。  
5保育需要率＝保育需要数 （保育所入所数 （全年齢 ）＋待機児童数 ）÷就学前児童数×１００  
6認可保育所入所率＝認可保育所入所数÷就学前児童数×１００  
7幼稚園入園率＝幼稚園入園数÷就学前児童数×１００  
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５  保育施設の整備率の推移  

 各保育施設の定員数の総計は，平成２４年度と令和３年度を比べると２，９８８

人増加しています。それに伴い，整備率も２５ .０ポイント伸びています。  

また，就学前児童数も１３４人増加しています。  

 各保育施設定員数と整備率の推移（各年４月時点）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調 布 市 市 民 部 市 民 課 「 調 布 市 の 世 帯 と 人 口 」 各 年 ４ 月 １ 日 時 点  

調 布 市 子 ど も 生 活 部 保 育 課 「 各 保 育 施 設 定 員 数 」 各 年 ４ 月 １ 日 時 点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

3,029 3,470 3,489 3,927 4,393 4,782 5,593 5,791 5,876 6,185

497 487 551 536 505 466 461 411 402 341

0 28 39 39 39 39 28 28 20 15

33 30 23 15 15 7 7 7 6 6

3,559 4,015 4,102 4,517 4,952 5,294 6,089 6,237 6,304 6,547

11,647 11,832 11,744 11,708 11,796 12,172 12,315 12,410 12,184 11,781

30.6% 33.9% 34.9% 38.6% 42.0% 43.5% 49.4% 50.3% 51.7% 55.6%

就学前児童数（Ｂ）

整備率（Ａ/Ｂ）

定員数

認可保育園

認証保育所

保育室/グループ

家庭福祉員

計（Ａ）
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６  調布市の待機児童対策と現状  

調布市ではこれまでに，下記のような待機児童 8対策に取り組み，平成２４年度

から令和３年度までで２，９８８人の定員拡大を図りました。  

 

【調布市のこれまでの待機児童対策】  

・認可保育園の新規誘致  

・東京都認証保育所の誘致  

・家庭福祉員 9の誘致  

・認可保育園の定員の弾力化 1 0  

・株式会社参入の自由化  

・市内不動産情報の収集及び事業者とのマッチングによる認可保育園の整備  

・生産緑地を活用した認可保育園の整備  

・教育（学校）用地を活用したグループ型保育施設の整備  

・既存民間施設を活用したグループ型保育施設の整備  

・認証保育所から認可保育所への移行支援  

  ・年度限定型保育事業の実施  

令和３年４月１日の保育園待機児童数は４６人という状況です。ピーク時の平

成２９年度と比較して２６６人，令和２年度と比較して１０３人減少しました。  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                                      
8待機児童 ：認可保育所への入所申込みをしており，入所要件に該当しているが，入所していない児童の数から

認証保育所 ・家庭福祉員 ・自治体独自の施策等で保育を受けている者 ，及び近 くに入所可能な保育所があ

るにも関わらず，保護者の都合で入所しない者を除いた児童 ｡  
9家庭福祉員 ：通称 ，保育ママ。就労等のため昼間保育が困難な０～２歳児を，保育士等の有資格者の自宅

等にて，家庭的な雰囲気のなかで保育を行う制度 ｡  
1 0定員の弾力化 ：一定条件の下で，認可定員を超えて児童を受け入れること｡  
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７  学童クラブ在籍児童数等の状況  

市においては，増加するニーズに対応すべく計画的に定員数拡大及び施設整備

を行っており，施設数，定員数とも増加していますが，入会保留者数も増加傾向

にあり，令和３年度は２３４人となっています。引き続き入会保留者数の対策に

取り組む必要があります。  

 

放課後児童健全育成事業（学童クラブ）の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 布 市 事 務 報 告 書 （ 各 年 ４ 月 １ 日 ）  

市 立 小 中 学 校 の 児 童 ・ 生 徒 数 、 学 級 数 （ 各 年 ５ 月 １ 日 ）  
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８  放課後子供教室事業（ユーフォー）の状況  

市における放課後子供教室事業（ユーフォー）は，市内全小学校（20 箇所）

で実施していますが，近年の登録児童数は微減傾向で推移しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 布 市 事 務 報 告 書 （ 平 成 2 6 年 度 以 前 は 社 会 教 育 課 事 務 報 告 書 よ り ） （ 各 年 度 ３ 月 3 1 日 ）  

 

９  子ども・若者総合支援事業の状況  

市においては，平成 27 年度から子ども・若者総合支援事業（ここあ）を社会

福祉法人調布市社会福祉協議会に運営委託を行い，実施しています。  

令和２年度は，緊急事態宣言に伴う事業休止やコロナ禍による外出の自粛等の

行動の制限がある中で，電話相談や訪問支援を積極的に行い，コロナ禍でこれま

で以上に外出が困難となった子ども・若者への支援を実施し，相談事業について

は，4,787 人の利用がありました。  
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居場所事業では，コロナ禍でこれまで以上に外出が困難となった子ども・若者

がここあへの通所を動機付けられるよう，定期的にプログラムを実施しました。

また，利用登録を行わない体験利用者数が増加する一方で，利用登録者による利

用が減少しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平 成 2 8 年 １ 月 よ り 開 始 。  

学習支援利用者数については，利用登録数は平成 30 年度をピークに減少傾向

となっています。延べ利用人数増加傾向で推移していましたが，令和 2 年度は

2,3４８人と前年度から１２０人減少しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 布 市 子 ど も 生 活 部 児 童 青 少 年 課  

※ 平 成 27 年 度 よ り 開 始  
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 第５章  計画の実施状況及び各施策の概要  

１  次世代育成支援行動計画  

事業実績一覧  

（令和 2 年度から令和 6 年度）  
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施策の方向  

（１）子どもの居場所づくり・体験活動の充実  

家庭内だけでの孤独な子育てをなくし，子育て家庭が親子で集まり，相談や情報交

換，交流ができる場所や機会の提供に努めるとともに，放課後等に子どもが自由に遊

べる居場所づくり・体験活動の機会づくりを充実します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所管部署  

児童館  

遊 び 等 を 通 じ て 児 童 の 健 康 を 増

進 し ， 情 操 を 豊 か に す る た め に

様 々 な 活 動 に 取 り 組 む と と も に ，

乳 幼 児 か ら 中 ・ 高 校 生 世 代 ま で の

居 場 所 づ く り を 支 援 し ま す 。  

 

一 般 利 用 ： 52 ,179 人  

各 館 事 業 ： 12 ,951 事 業  

中 ・ 高 生 事 業 ： 5 ,525 人  

全 館 事 業 ：  0 人  

子 育 て ひ ろ ば ： 50 ,879 人  

児 童 青 少 年 課 

放課後児童健

全育成事業

（学童クラ

ブ）  

保 護 者 が 就 労 等 に よ り 昼 間 家 庭

に い な い 小 学 １ 年 生 か ら ６ 年 生 ま

で の 児 童 に 対 し て ， 放 課 後 に 適 切

な 遊 び や 生 活 の 場 を 与 え ， そ の 健

全 育 成 を 図 る 事 業 で す 。 平 日 の 放

課 後 の ほ か ， 土 曜 日 ， 夏 休 み 等 の

三 季 休 業 中 に 実 施 し ま す 。  

 

定 員 数 ： 2 ,370 人  

在 籍 児 童 数 ： 2 ,279 人  

入 会 保 留 者 数 ： 159 人  

学 童 ク ラ ブ 施 設 数 ： 41 施 設  

 児 童 青 少 年 課 

放課後子供教

室事業（ユー

フォー）  

放 課 後 の 学 校 施 設 を 利 用 し て ，

子 ど も た ち が 安 全 に 遊 べ る 場 所 を

提 供 し ， 楽 し く 自 由 に 遊 び な が

ら ， 異 な る 年 齢 の 子 ど も た ち の 交

流 を 図 り ， 社 会 性 や 想 像 力 を 養 う

こ と を 目 的 と し て 実 施 し ま す 。 小

学 １ 年 生 か ら ６ 年 生 ま で の 児 童 を

対 象 と し ， 保 護 者 の 就 労 に 関 わ ら

ず 利 用 で き る 事 業 で す 。  

 

登 録 児 童 数 ： 5 ,671 人  

延 べ 参 加 児 童 数 ： 96 ,004 人  

 

児 童 青 少 年 課 

青少年ステー

ション CAPS

の運営  

中 ・ 高 校 生 世 代 を 対 象 に ， 健 全

な 居 場 所 を 提 供 し ， 専 門 知 識 を 有

す る ス タ ッ フ が 様 々 な 分 野 （ 音

楽 ， ス ポ ー ツ ， ダ ン ス ， パ ソ コ ン

等 ） の 活 動 を 支 援 し ま す 。 ま た ，

多 感 な 年 代 の 様 々 な 悩 み ・ 相 談 に

対 応 す る 相 談 事 業 を 行 い ま す 。  

小 学 生 利 用 者 ： 31 人  

中 学 生 利 用 者 ： 6 ,434 人  

高 校 生 利 用 者 ： 4 ,234 人  

そ の 他 ： 204 人  

 

 

 

 

児 童 青 少 年 課 

第５章  計画の実施状況及び各施策の概要 

１  次世代育成支援行動計画  
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具体的取組  取組概要  事業実績  所管部署  

子ども・若者

支援地域協議

会  

ひ き こ も り や 不 登 校 な ど ， 様 々

な 不 安 や 悩 み を 抱 え て い る 子 ど

も ・ 若 者 と そ の 家 族 か ら の 相 談 を

受 け 付 け ， 教 育 や 福 祉 ， 保 健 ， 医

療 ， 矯 正 ， 更 生 保 護 ， 雇 用 な ど の

様 々 な 分 野 の 関 係 機 関 等 が 有 機 的

に 連 携 し ， そ れ ぞ れ の 専 門 性 や 特

長 を 生 か し た 適 切 な サ ポ ー ト を 行

い ま す 。  

子 ど も ・ 若 者 支 援 地 域 協 議 会 ：  

第 1 回 ： 令 和 2 年 9 月 4 日 

第 2 回 ： 令 和 2 年 10 月 23 日 

第 3 回 ： 令 和 3 年 3 月 1 7 日 

児 童 青 少 年 課 

中学校の職場

体験・宿泊体

験（移動教室

等）  

集 団 行 動 や 社 会 と の 接 点 と な る

体 験 を 通 じ て ， 規 律 性 ， 社 会 性 ，

協 調 性 の 育 成 ， 達 成 感 や 成 功 体 験

の 機 会 を 充 実 し ま す 。  

【 職 場 体 験 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 小 学 校 移 動 教 室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 宿 泊 に よ る 移 動 教 室 を 中 止  

小 学 校 6 年 の 日 光 移 動 教 室 の 代 替

と し て ， 日 帰 り 移 動 教 室 （ 栃 木

県 ・ 山 梨 県 ・ 神 奈 川 県 ・ 群 馬 県 の

中 か ら １ 箇 所 を 学 校 が 選 択 ） を 実

施  

【 小 学 校 特 別 支 援 学 級 移 動 教 室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 中 学 校 移 動 教 室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 中 学 校 特 別 支 援 学 級 移 動 教 室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 修 学 旅 行 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止 。 中 止 に 伴 う キ ャ ン セ ル

料 は 市 が 補 助  

指 導 室  

青 少 年 交 流 館 

の運営  

青 少 年 が 相 互 に 交 流 し ， 社 会 性

や 協 調 性 を 育 む こ と を 目 的 と し た

青 少 年 交 流 館 を 運 営 し ま す 。  

利 用 団 体 数 ： 192 件  

利 用 人 数 ： 3 ,703 人  

 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 次 の 通 り 臨 時 休 館 及 び 一 部 使

用 を 中 止  

・ 臨 時 休 館 期 間 ： 令 和 2 年 4 月 1

日 ～ 同 年 5 月 31 日  

・ 貸 館 休 止 及 び 使 用 時 間 変 更 期

間 ：  

令 和 2 年 ６ 月 1 日 ～ 同 年 同 月 30 日  

・ 開 館 時 間 及 び 使 用 時 間 変 更 期

間 ： 令 和 3 年 1 月 8 日 ～ 同 年 3 月

21 日  

社 会 教 育 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所管部署  

ジュニアリー

ダー及び

シニアリーダー 

養成講習会の

実施  

青 少 年 の 健 全 育 成 を 図 る と と も

に ， 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 の 養 成

を 図 る た め ， 中 学 生 を 対 象 と し た

ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 ， 高 校 生

を 対 象 と し た シ ニ ア リ ー ダ ー 講 習

会 を 実 施 し ま す 。  

【 ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 】  

登 録 者 ： 0 人  

実 施 回 数 ： 0 回  

【 シ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 】  

登 録 者 ： 0 人  

実 施 回 数 ： 0 回  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 全 13 回 の 講 習 会 を 中 止  

社 会 教 育 課 

ジュニア  

サ ブ リ ー ダ ー 

養成講習会の

支援  

青 少 年 の 健 全 育 成 を 図 る と と も

に ， 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 の 養 成

を 図 る た め ， 小 学 生 を 対 象 と し た

ジ ュ ニ ア サ ブ リ ー ダ ー 講 習 会 の 支

援 を 行 い ま す 。  

講 習 会 活 動 補 助 金 申 請 団 体 数 ：  

5 団 体  

 社 会 教 育 課 

「調布っ子

“夢 ”発表会」

の実施  

自 由 で 夢 の あ る 意 見 発 表 の 機 会

を 提 供 す る と と も に ， 活 動 を 通 じ

て ， ま ち づ く り へ の 参 加 意 識 を 高

め ま す 。  

実 施 日 ： 令 和 2 年 11 月 29 日  

会 場 ： 文 化 会 館 た づ く り 大 会 議 場  

参 加 者 ： 市 内 小 学 校 在 学 の 5 年 生

12 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い

中 止  

社 会 教 育 課 

八ケ岳少年自

然の家の運営  

青 少 年 が 自 然 に 親 し む 中 で 集 団

で の 宿 泊 生 活 を 通 じ て ， 情 操 や 社

会 性 を 育 む た め ， 八 ケ 岳 少 年 自 然

の 家 を 運 営 し ま す 。  

使 用 件 数 ： 655 件  

使 用 者 数  

小 ・ 中 学 生 （ 学 校 団 体 ） ： 0 人  

大 人 ： 1 ,383 人  

小 ・ 中 学 生 ： 417 人  

幼 児 ： 122 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 次 の 期 間 を 臨 時 休 館 と し た 。  

・ 臨 時 休 館 期 間 ：  

令 和 2 年 4 月 1 日 ～ 同 年 6 月 21

日 ， 令 和 3 年 1 月 8 日 ～ 同 年 3 月

21 日  

社 会 教 育 課 
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（２）ひとり親家庭への支援  

ひとり親家庭が必要な支援に確実につながるよう，相談支援事業の充実を図るとと

もに，福祉，保健，雇用，教育，法務など多岐の分野にわたる関係機関との協力・連

携を強化するほか，各種手当や給付金，医療費助成等の経済的な支援を引き続き実施

します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

母子家庭等自

立支援教育訓

練給付金  

主 体 的 な 能 力 開 発 の 取 組 を 支 援

す る も の で ， 対 象 教 育 訓 練 を 受 講

し ， 修 了 し た 場 合 に そ の 経 費 の 一

部 を 支 給 し ま す 。 所 得 制 限 が あ り

ま す 。  

給 付 件 数 ： 3 件  

給 付 金 額 ： 94 ,052 円  

 子ども家庭課 

母子家庭等高

等職業訓練促

進給付金  

就 業 を 目 的 と し て ， 国 家 資 格 等

の 取 得 を 目 指 し ， 養 成 機 関 で 修 業

し て い る 方 に 給 付 金 を 支 給 し ま

す 。 所 得 制 限 が あ り ま す 。  

給 付 件 数 ： 10 件 （ 2 件 ）  

給 付 金 額 ： 8 ,157 ,000 円 （ 100 ,000

円 ）  

（ ） 内 は 修 了 支 援 給 付 金  

子ども家庭課 

児童扶養手当  

ひ と り 親 家 庭 等 の 状 態 に あ っ

て ， 18 歳 に 達 し た 年 度 の ３ 月 末 日

ま で （ 中 程 度 以 上 の 障 害 が あ る 場

合 は 20 歳 未 満 ま で ） の 児 童 を 養

育 し て い る 方 に 手 当 を 支 給 し ま

す 。 所 得 制 限 が あ り ま す 。  

受 給 資 格 者 ： 998 人  

支 給 額 ： 489 ,519 ,160 円  

 

子ども家庭課 

児童育成手当  

（育成手当）  

ひ と り 親 家 庭 等 の 状 態 に あ っ

て ， 18 歳 に 達 し た 年 度 の ３ 月 末 日

ま で の 児 童 を 養 育 し て い る 方 に 手

当 を 支 給 し ま す 。 所 得 制 限 が あ り

ま す 。  

対 象 児 童 ： 1 ,976 人  

支 給 額 ： 341 ,212 ,500 円  

子ども家庭課 

母子・父子自

立支援員によ

る相談支援  

ひ と り 親 家 庭 の 生 活 上 の 相 談

と ， そ の 自 立 に 必 要 な 援 助 や ， 職

業 能 力 の 向 上 及 び 求 職 活 動 に 関 す

る 支 援 を 行 い ま す 。  

相 談 人 数 ： 356 人  

相 談 回 数 ： 1 ,447 回  

子ども家庭課 

母子・父子就

労支援専門員

による就労支

援  

ひ と り 親 家 庭 に 対 し て ， 職 業 能

力 の 向 上 や 求 職 活 動 等 就 業 に つ い

て の 相 談 ・ 支 援 を 行 い ま す 。 ハ ロ

ー ワ ー ク や 母 子 ・ 父 子 自 立 支 援 員

と 連 携 し ， 総 合 的 な 支 援 体 制 を 提

供 し ま す 。  

 

 

 

【 母 子 相 談 】  

相 談 件 数 ： 853 件  

（ 実 人 数 は 139 人 ）  

自 立 支 援 計 画 書 作 成 ： 30 件  

就 職 件 数 ： 37 件  

【 父 子 相 談 】  

相 談 件 数 ： 3 件 （ 実 人 数 は 1 人 ）  

自 立 援 計 画 書 作 成 ： 0 件  

就 職 件 数 ： 0 件  

【 女 性 相 談 】  

相 談 件 数 ： 7 件 （ 実 人 数 は 5 人 ）  

 

子ども家庭課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

ひとり親家庭

等医療費助成  

ひ と り 親 家 庭 等 の 要 件 に 該 当 す

る 母 ， 父 ま た は 養 育 者 及 び 18 歳

に 達 す る 日 以 降 最 初 の ３ 月 31 日

ま で （ 中 程 度 以 上 の 障 害 が あ る 場

合 は ， 20 歳 未 満 ま で ） の 児 童 に ，

医 療 費 の 自 己 負 担 分 （ 課 税 世 帯

は ， 自 己 負 担 分 の 一 部 ） を 助 成 し

ま す 。（ 生 活 保 護 受 給 者 ， 健 康 保 険

未 加 入 者 は ， 対 象 外 ） 所 得 制 限 が

あ り ま す 。  

世 帯 数 ： 1 ,062 世 帯  

（ 非 課 税 の 母 子 家 庭 445， 父 子 家

庭 15， 養 育 家 庭 1）  

（ そ の 他 の 母 子 家 庭 553， 父 子 家

庭 40， 養 育 家 庭 8），  

対 象 者 ： 1 ,945 人  

（ 非 課 税 の 母 子 家 庭 1 ,024， 父 子

家 庭 35， 養 育 家 庭 1）  

（ そ の 他 の 母 子 家 庭 815， 父 子 家

庭 56， 養 育 家 庭 14），  

医 療 費 助 成 額 ： 65 ,527 ,72 6 円  

 

子ども家庭課 

JR 通勤定期乗

車券の割引  

児 童 扶 養 手 当 受 給 世 帯 の 方 に

「 JR 定 期 乗 車 券 購 入 証 明 書 」 を 交

付 し ま す 。 こ の 証 明 書 を JR の 窓 口

に 持 参 す る と ， 通 勤 定 期 券 を ３ 割

引 で 購 入 で き ま す 。  

JR 定 期 乗 車 券 購 入 証 明 書 交 付 件

数 ： 66 件  

子ども家庭課 

都営交通機関

の無料パスの

交付  

児 童 扶 養 手 当 受 給 世 帯 の 方 １ 人

に ， 都 営 交 通 の 無 料 乗 車 券 を 交 付

し ま す 。  

都 営 交 通 無 料 乗 車 件 交 付 件 数 ：  

272 件  子ども家庭課 

上・下水道料

金及び家庭ご

み・粗大ごみ

処理手数料の

減免  

児 童 扶 養 手 当 受 給 世 帯 を 対 象

に ， 上 ・ 下 水 道 料 金 の 基 本 料 金 等

及 び 家 庭 ご み ・ 粗 大 ご み 処 理 手 数

料 （ 家 電 リ サ イ ク ル 法 の 適 用 と な

る 粗 大 ご み は 除 く ） を 減 免 し ま

す 。  

児 童 扶 養 手 当 受 給 世 帯 の 希 望 者 は

管 轄 の 水 道 局 窓 口 及 び ご み 対 策 課

へ 直 接 減 免 の 申 請 を 行 う よ う ご 案

内 し た 。  

 

子ども家庭課 

母子生活支援

施設  

母 子 家 庭 等 の 母 が ， 生 活 上 の

様 々 な 問 題 の た め ， 子 ど も の 養 育

が 十 分 で き な い 場 合 に ， 母 子 と も

に 保 護 し ， 入 所 で き る 施 設 で す 。

自 立 に 向 け て ， そ の 生 活 を 支 援 し

ま す 。  

相 談 件 数 ： 40 件  

新 規 入 所 件 数 ： 3 件  

年 度 末 入 所 世 帯 数 ： 8 世 帯  

 

 

 

 

子ども家庭課 

ひとり親家庭

ホームヘルプ

サービス  

ひ と り 親 家 庭 と な っ た 直 後 や 就

労 に 向 け た 訓 練 を 受 講 す る 場 合 ，

ま た ， 親 が 一 時 的 な 病 気 な ど で 家

事 や 育 児 な ど の 日 常 生 活 に 支 障 を

き た し て い る 家 庭 へ ホ ー ム ヘ ル パ

ー を 派 遣 し ， 食 事 の 世 話 ， 育 児 な

ど を 行 い ま す 。  

母 子 世 帯 派 遣 ： 2 世 帯  

父 子 世 帯 派 遣 ： 0 世 帯  

派 遣 回 数 合 計 ： 25 回  

 子ども家庭課 

母子・父子福

祉資金の貸付  

ひ と り 親 家 庭 の 生 活 設 計 の 一 助

と し て ， そ の 経 済 的 自 立 を 助 成

し ， あ わ せ て 子 ど も の 福 祉 を 増 進

す る た め ， 各 種 資 金 の 貸 付 を 行 い

ま す 。  

女 性 福 祉 資 金 貸 付 状 況 ：  

1 件 ， 223 ,000 円  

母 子 福 祉 資 金 貸 付 ：  

38 件 ， 18 ,615 ,92 0 円  

父 子 福 祉 資 金 貸 付 状 況 ：  

6 件 ， 2 ,706 ,100 円  

子ども家庭課 
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（３）子どもの学びの支援  

子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備に向けて，様々な要因から

「学び」に困難を抱える児童・生徒等に対して，支援を行います。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

幼児教育への

経済的支援  

幼 児 教 育 の 普 及 充 実 を 図 る た

め ， 子 ど も が 私 立 幼 稚 園 等 に 通 園

し て い る 保 護 者 の 方 に 対 し て ， 入

園 料 や 保 育 料 等 の 一 部 補 助 を 行 い

ま す 。  

【 入 園 料 補 助 】   

交 付 人 数 ： 1 ,002 人  

交 付 額 合 計 ： 30 ,050 ,000 円  

【 保 育 料 補 助 】  

交 付 人 数 ：  

前 期 2 ,806 人 ， 後 期 2 ,847 人  

交 付 額 合 計 ： 162 ,305 ,200 円   

【 預 か り 保 育 料 補 助 】  

給 付 人 数 ：  

前 期 352 人 ， 後 期 377 人  

給 付 額 合 計 ： 14 ,864 ,075 円  

【 副 食 費 補 助 】  

交 付 人 数 ：  

前 期 56 人 ， 後 期 57 人  

交 付 額 合 計 ： 737 ,717 円  

保 育 課 

ひとり親家庭・ 

生 活 困 窮 世 帯 へ

の 学 習 支 援  

ひ と り 親 家 庭 や 生 活 困 窮 世 帯 の

子 ど も に 対 し て ， 学 習 支 援 ， 生 活

習 慣 ・ 育 成 環 境 の 改 善 ， 保 護 者 へ

の 進 学 助 言 等 を 行 い ま す 。  

【 子 ど も 家 庭 課 】  

ひ と り 親 家 庭 利 用 人 数 ： 61 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 1 ,469 人  

【 生 活 福 祉 課 】  

困 窮 世 帯 利 用 人 数 ： 35 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 931 回  

子ども家庭課 

生 活 福 祉 課 

受験生チャレ

ンジ支援貸付  

一 定 所 得 以 下 の 世 帯 の 子 ど も た

ち の 進 学 に 向 け た 取 組 を 支 援 す る

た め ， 中 学 校 ３ 年 生 ， 高 校 ３ 年 生

ま た は こ れ に 準 じ る 方 （ 高 校 中 途

退 学 者 ， 高 卒 認 定 試 験 合 格 者 ， 定

時 制 高 校 ４ 年 生 ， 浪 人 生 等 ） を 養

育 し て い る 世 帯 に 学 習 塾 等 の 受 講

料 や 高 校 ・ 大 学 等 の 受 験 料 を 無 利

子 で 貸 し 付 け ま す 。 高 校 ・ 大 学 等

に 入 学 し た 場 合 は 返 済 が 免 除 に な

り ま す 。  

【 学 習 塾 等 受 講 料 】  

中 学 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 56 件 

高 校 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 37 件 

※ 貸 付 限 度 額 は 200 ,000 円  

【 受 験 料 貸 付 金 】  

中 学 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 61 件 

※ 貸 付 限 度 額 は 27 ,400 円 （ 1 回 当 た

り 23 ,000 円 限 度 4 回 ま で ）  

高 校 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 53 件 

※ 貸 付 限 度 額 は 80 ,000 円 （ 1 回 当 た

り の 上 限 ・ 回 数 制 限 な し ）  

福 祉 総 務 課 
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（４）多様な文化を持った子どもや家庭への支援  

外国人家庭が抱える子育ての不安や悩みを解消し，日常生活を円滑に送ることがで

きるように，市ウェブサイトをはじめとする広報・周知のためのメディア等，多言語

による情報提供の充実に努めます。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

英語版健診案

内，  

電子翻訳機  

外 国 人 の 子 育 て 家 庭 等 と 円 滑 な コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 必 要 な 支 援

を 行 え る よ う 母 国 語 で の 対 応 や 国 際

交 流 協 会 と の 連 携 を 図 り ま す 。  

英 語 版 健 診 票 ， 翻 訳 機 を 導 入 し ，

窓 口 や 相 談 ， 各 事 業 に お い て 活 用  

国 際 交 流 協 会 の 通 訳 ・ 翻 訳 派 遣 事

業 を 必 要 時 ， 対 象 者 に 紹 介  

健 康 推 進 課 

日本語指導教

室  

外 国 に ル ー ツ が あ る ， ま た は 帰 国

子 女 等 に あ た る 児 童 ・ 生 徒 に 対 し ，

日 本 語 指 導 等 を 行 い ， 学 校 生 活 へ の

早 期 適 応 を 図 り ま す 。  

在 籍 人 数 ： 56 人  

実 施 回 数 ： 65 回  

 

 

指 導 室 

 

（５）発達の遅れやかたよりのある子ども，障害のある子どもへの支援  

発達の遅れやかたよりのある子ども，障害のある子ども，すべての子どもたち一人

ひとりが，等しく家庭や地域で成長できるような取組を実施し，子どもと，子どもの

発達に心配のある保護者等の支援を行います。また，調布市障害者総合計画に位置づ

けてある障害児支援と連携するほか，小・中学校においては調布市特別支援教育推進

計画と連携を図ります。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

障害児保育  

集 団 保 育 が 可 能 な 障 害 児 を 保

育 園 で お 預 か り し ま す 。（ 園 ご と

に 受 入 児 童 数 が 異 な り ま す ）  

4 月 1 日 現 在 の 在 籍 者 数 ： 97 人  

 

 

保 育 課 

心身障害児教

育事業費補助

金  

障 害 児 の 就 園 及 び 障 害 児 教 育

の 充 実 を 図 る た め ， 障 害 の あ る

児 童 が 通 園 し て い る 幼 稚 園 に 対

し 助 成 し ま す 。  

交 付 対 象 児 童 ： 22 人  

交 付 額 合 計 ： 9 ,900 ,000 円  

 

 

保 育 課 

個に応じたき

め細かな支援  

幼 稚 園 ， 保 育 園 ， 小 学 校 ， 中

学 校 と の 連 携 に 加 え ， 子 ど も 発

達 セ ン タ ー 等 の 関 係 機 関 と の 連

携 を 進 め ま す 。 あ わ せ て ， 就 学

前 の 教 育 ・ 保 育 を 小 学 校 に ， ま

た ， 小 学 校 に お け る 教 育 を 中 学

校 に ス ム ー ズ に つ な げ ， 児 童 ・

生 徒 が 学 校 生 活 を 不 安 な く 過 ご

せ る よ う ， 就 学 支 援 シ ー ト の 活

用 を 進 め ま す 。  

幼 保 小 連 携 推 進 会 議 ：  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止

の た め 中 止  

就 学 支 援 シ ー ト 等 を 活 用 し ， 小 １ プ

ロ ブ レ ム の 解 消 や 配 慮 が 必 要 な 児 童

へ の 支 援 に 取 り 組 ん だ 。  

就 学 に 関 す る 説 明 会 ：  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の

た め ， 市 ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 説 明

動 画 及 び 資 料 等 を 掲 載 し た 。  

保 育 課 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

指 導 室 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

児童育成手当  

（障害手当）  

身 体 障 害 者 手 帳 １ 級 ・ ２ 級 程

度 ， 愛 の 手 帳 １ ～ ３ 度 程 度 ， 脳

性 麻 痺 ま た は 進 行 性 筋 萎 縮 症 の

障 害 を 持 つ 20 歳 未 満 の 児 童 を 養

育 し て い る 方 に 手 当 を 支 給 し ま

す 。 所 得 制 限 が あ り ま す 。  

対 象 児 童 ： 118 人  

支 給 額 ： 22 ,211 ,500 円  

子 ど も 家 庭 課 

特別児童扶養

手当  

身 体 障 害 者 手 帳 １ ～ 3 級 程 度 ，

愛 の 手 帳 1～ 3 度 程 度 も し く は 同

程 度 の 疾 病 ， 身 体 ま た は 精 神 に

障 害 の あ る 20 歳 未 満 の 児 童 を 養

育 し て い る 方 に 手 当 を 支 給 し ま

す 。 所 得 制 限 が あ り ま す 。  

受 給 資 格 者 ： 216 人  

 

子 ど も 家 庭 課 

上・下水道料

金及び家庭ご

み・粗大ごみ

処理手数料の

減免（特別児

童扶養手当受

給世帯）  

特 別 児 童 扶 養 手 当 受 給 世 帯 を

対 象 に ， 上 ・ 下 水 道 料 金 の 基 本

料 金 等 及 び 家 庭 ご み ・ 粗 大 ご み

処 理 手 数 料 （ 家 電 リ サ イ ク ル 法

の 適 用 と な る 粗 大 ご み は 除 く ）

を 減 免 し ま す 。  

特 別 児 童 扶 養 手 当 受 給 世 帯 の 希 望

者 は 管 轄 の 水 道 局 窓 口 及 び ご み 対 策

課 へ 直 接 減 免 の 申 請 を 行 う よ う ご 案

内 し た 。  

 

子 ど も 家 庭 課 

巡回相談  

学 童 ク ラ ブ で ， 配 慮 を 必 要 と

す る 子 ど も の 成 長 ・ 発 達 を 支 援

す る た め ， 専 門 職 員 が 訪 問 し ，

職 員 に 関 わ り 方 や 環 境 整 備 等 の

助 言 を 行 い ま す 。  

臨 床 心 理 士 等 を 招 き ， 15 施 設 に お

い て ， 延 べ 16 回 の 巡 回 相 談 を 実 施

し た 。  児 童 青 少 年 課 

学童クラブに

おける障害児

対応  

す べ て の 学 童 ク ラ ブ に お い て

障 害 児 の 受 入 を 行 っ て い る と と

も に ， 既 存 の 学 童 ク ラ ブ で は 受

入 が 困 難 な 重 度 の 障 害 児 が 利 用

で き る 学 童 ク ラ ブ を 整 備 し ま

す 。  

令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら ゆ ず の き 学 童

ク ラ ブ を 開 設 し ， ５ 人 の 障 害 児 を 受

入 れ た 。  

児 童 青 少 年 課 

学童クラブ障

害児等送迎事

業  

全 学 童 ク ラ ブ 施 設 に お い て ，

学 童 ク ラ ブ 入 会 に あ た り ， 送 迎

を 要 件 と す る 障 害 児 及 び 配 慮 を

要 す る 児 童 の う ち 送 迎 を 希 望 す

る 児 童 の 学 校 か ら 学 童 ク ラ ブ へ

の 送 迎 を 行 い ま す 。  

【 付 添 送 迎 】  

27 人 の 児 童 が 送 迎 事 業 を 利 用  

【 車 両 送 迎 】  

ゆ ず の き 学 童 ク ラ ブ の み 実 施 。  

５ 人 の 児 童 が 送 迎 事 業 を 利 用  

児 童 青 少 年 課 

地域福祉計画

の策定・推進  

地 域 福 祉 を 総 合 的 に 推 進 す る

た め ， 地 域 福 祉 推 進 会 議 等 を 通

じ て 検 討 ・ 協 議 を 行 い ， 計 画 を

策 定 ・ 推 進 し ま す 。  

調 布 市 地 域 福 祉 推 進 会 議 の 開 催 ： 

令 和 ２ 年 7 月 29 日 ， 11 月 26 日  

令 和 3 年 2 月 10 日 （ 書 面 開 催 ）  

 

福 祉 総 務 課 

総合福祉センター 

放課後等デイ

サービス事業  

障 害 の あ る 児 童 に 日 中 活 動 の

場 所 を 提 供 し ， 音 楽 療 法 を 中 心

に 専 門 的 な 療 育 を 行 い ま す 。  

実 利 用 者 ： 49 人  

開 所 日 数 ： 239 日  

延 べ 利 用 人 数 ： 1 ,890 人  

 

障 害 福 祉 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

障害福祉サー

ビス費の支給  

障 害 者 総 合 支 援 法 に 基 づ く 障

害 福 祉 サ ー ビ ス （ 居 宅 介 護 ， 同

行 援 護 ， 行 動 援 護 ， 短 期 入 所 ）

及 び 計 画 相 談 支 援 の 利 用 に 係 る

費 用 を 支 給 し ま す 。  

【 居 宅 介 護 （ 児 童 分 の み ）】  

実 利 用 人 数 ： 12 人  

延 べ 利 用 時 間 ： 1408 .5 時 間  

【 同 行 援 護 （ 児 童 分 の み ）】  

利 用 人 数 ： 0 人  

延 べ 利 用 時 間 ： 0 時 間  

【 行 動 援 護 （ 児 童 分 の み ）】  

実 利 用 人 数 ： 4 人  

延 べ 利 用 時 間 ： 235 時 間  

【 短 期 入 所 （ 児 童 分 の み ）】  

実 利 用 人 数 ： 20 人  

延 べ 利 用 日 数 ： 443 日  

【 計 画 相 談 支 援 （ 児 童 分 の み ）】  

実 利 用 人 数 ： 7 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 12 回  

 

障 害 福 祉 課 

在宅障害者シ

ョートステイ

事業  

中 学 生 以 上 の 知 的 障 害 児 の 保

護 者 が 病 気 や 所 用 ， そ の 他 休 養

が 必 要 と な っ た 場 合 等 ， 一 時 的

に 介 護 が 困 難 に な っ た 場 合 に ，

障 害 児 本 人 を お 預 か り し ま す 。  

開 所 日 数 ：  365 日  

延 べ 利 用 人 数 ： 1 ,265 人  

（ う ち 児 童 数 不 明 ）  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 2 年 4 月 13 日 か ら 同 年 5

月 31 日 ま で 緊 急 の 要 件 を 除 い て 受

入 れ を 中 止 し た 。  

障 害 福 祉 課 

障害児通所支

援費の支給  

児 童 福 祉 法 に 基 づ く 障 害 児 通

所 支 援 （ 児 童 発 達 支 援 ， 医 療 型

児 童 発 達 支 援 ， 放 課 後 等 デ イ サ

ー ビ ス ， 居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支

援 ， 保 育 所 等 訪 問 支 援 ） 及 び 障

害 児 相 談 支 援 の 利 用 に 係 る 費 用

を 支 給 し ま す 。  

【 児 童 発 達 支 援 】  

実 利 用 人 数 ： 202 人  

延 べ 利 用 日 数 ： 13 ,993 日  

【 医 療 型 児 童 発 達 支 援 】  

実 利 用 人 数 ： 6 人  

延 べ 利 用 日 数 ： 159 日  

【 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 】  

実 利 用 人 数 ： 391 人  

延 べ 利 用 日 数 ： 43 ,204 日  

【 居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援 】  

実 利 用 人 数 ： 1 人  

延 べ 利 用 日 数 ： 14 日  

【 保 育 所 等 訪 問 支 援 】  

実 利 用 人 数 ： 9 人  

延 べ 利 用 日 数 ： 66 日  

【 障 害 児 相 談 支 援 】  

実 利 用 人 数 ： 175 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 454 回  

障 害 福 祉 課 

障害児福祉手

当  

身 体 障 害 者 手 帳 １ ～ ２ 級 程 度

の 方 ， 愛 の 手 帳 １ ～ ２ 度 程 度 の

方 ， ま た は 上 記 と 同 等 の 疾 病 ・

障 害 の あ る 方 で ， 一 定 の 要 件 を

満 た す 方 に 手 当 を 支 給 し ま す 。  

受 給 者 数 ： 82 人  

月 額 ・ 延 べ 人 数 ・ 支 給 総 額 ：  

14 ,790 円 (2 年 2・ 3 月 )  

・ 140 人 ・ 2 ,070 ,60 0 円  

14 ,880 円 (2 年 4 月 ～ 3 年 1 月 )・

680 人 ・ 10 ,118 ,4 00 円  

 

障 害 福 祉 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

重度心身障害

者手当  

重 度 の 知 的 障 害 と 著 し い 精 神

障 害 を 有 す る 方 ， 重 度 の 知 的 障

害 と 重 度 の 身 体 障 害 を 有 す る

方 ， 重 度 の 肢 体 不 自 由 で 四 肢 機

能 障 害 を 有 し ， 一 定 の 要 件 を 満

た す 方 に 手 当 を 支 給 し ま す 。  

受 給 者 数 ： 135 人  

（ う ち 児 童 数 不 明 ）  

障 害 福 祉 課 

心身障害者福

祉手当  

身 体 障 害 者 手 帳 １ ～ ４ 級 ， 愛

の 手 帳 １ ～ ４ 度 ， 脳 性 麻 痺 ， 進

行 性 筋 萎 縮 症 の 方 で ， 一 定 の 要

件 を 満 た す 方 に 手 当 を 支 給 し ま

す 。  

受 給 者 数 ： 368 人 （ 児 童 分 の み ）  

 

障 害 福 祉 課 

心身障害者扶

養共済制度  

障 害 者 を 扶 養 す る 保 護 者 が 一

定 の 掛 金 を 納 付 す る こ と に よ

り ， そ の 保 護 者 に 万 一 の こ と が

あ っ た 場 合 ， 障 害 者 に 終 身 一 定

額 の 年 金 を 支 給 し ま す 。  

加 入 者 数 ： 18 人 （ 保 護 者 ）  

受 給 者 数 ： 0 人  

障 害 福 祉 課 

身体障害者手

帳愛の手帳  

精神障害者保

健福祉手帳  

身 体 障 害 ， 知 的 障 害 ， 精 神 障

害 の あ る 方 に 障 害 者 手 帳 を 交 付

し ま す 。 身 分 証 明 に な る と と も

に ， 各 種 福 祉 サ ー ビ ス を 受 け る

際 に 必 要 で す 。  

身 体 障 害 者 手 帳 所 持 者 数 ： 121 人

（ 児 童 分 の み ）  

愛 の 手 帳 所 持 者 数 ： 315 人  

（ 児 童 分 の み ）  

精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 所 持 者 数 ：

55 人 （ 児 童 分 の み ）  

 

障 害 福 祉 課 

身体障害者手

帳・診断書作

成料の助成  

身 体 障 害 者 手 帳 の 交 付 （ 再 交

付 ） 申 請 時 に 必 要 な 診 断 書 料 金

を 助 成 し ま す 。（ 上 限 5 ,000 円 ）  

診 断 書 作 成 料 助 成 件 数 ： 420 件 （ う

ち 児 童 数 不 明 ）  

 

 

障 害 福 祉 課 

障害者総合計

画の  

策定  

障 害 者 福 祉 を 総 合 的 に 推 進 す

る た め ， 計 画 策 定 委 員 会 等 を 通

じ て 検 討 ・ 協 議 を 行 い ， 障 害 者

計 画 （ 障 害 者 基 本 法 ） 及 び 障 害

福 祉 計 画 （ 障 害 者 総 合 支 援 法 ），

障 害 児 福 祉 計 画 （ 児 童 福 祉 法 ）

を 策 定 し ま す 。  

令 和 ２ 年 度 に 調 布 市 障 害 者 総 合 計 画

（ 第 6 期 調 布 市 障 害 福 祉 計 画 ・ 第 ２

期 調 布 市 障 害 児 福 祉 計 画 ）（ 令 和 ３

年 度 ～ 令 和 5 年 度 ） を 策 定 。  障 害 福 祉 課 

在 宅 障 害 者

（ 児 ） 委 託 型 緊

急 一 時 保 護 事 業  

障 害 者 （ 児 ） の 家 族 の 方 が 病

気 や 所 用 で 一 時 的 に 介 護 が 困 難

に な っ た 場 合 に ， 障 害 者 （ 児 ）

本 人 を お 預 か り し ま す 。  

1  宿 泊 保 護 ４ 箇 所  

（ 重 症 心 身 障 害 者 ， 身 体 障 害

者 ， 障 害 児 ）  

2  日 帰 り 保 護 １ 箇 所  

 

 

調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 ： 29 日  

療 育 セ ン タ ー ： 100 日  

身 体 障 害 者 施 設 ： 177 日  

障 害 児 施 設 ： 71 日  

グ ル ー プ ホ ー ム ： 115 日  

（ う ち 児 童 利 用 日 数 不 明 ）  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に  

伴 い ， 令 和 2 年 4 月 13 日 か ら 同  

年 5 月 31 日 ま で 緊 急 の 要 件 を 除  

い て 受 入 れ を 中 止 し た 。  

 

障 害 福 祉 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

ヘルプカード

の配付  

障 害 の あ る 方 が 普 段 か ら 身 に

つ け て お く こ と で ， 緊 急 時 や 災

害 時 ， 日 常 の 困 っ た と き に ， 周

囲 の 配 慮 や 手 助 け を 受 け や す く

す る た め の ヘ ル プ カ ー ド を 配 布

し ま す 。  

【 配 布 人 数 】  

身 体 障 害 者 ： 131 人  

知 的 障 害 者 ： 26 人  

精 神 障 害 者 ： 132 人  

そ の 他 ： 54 人  

（ う ち 児 童 数 不 明 ）  

障 害 福 祉 課 

日常生活用

具・設備改善

費の給付  

在 宅 の 障 害 者 に 対 し て 日 常 生

活 用 具 の 購 入 ， 住 宅 設 備 の 改 善

及 び 屋 内 移 動 の 設 備 に 要 す る 費

用 の 全 部 ま た は 一 部 を 支 給 す る

こ と に よ り そ の 経 済 的 負 担 を 軽

減 し ま す 。  

介 護 訓 練 支 援 用 具 ： 15 件  

自 立 生 活 支 援 用 具 ： 32 件  

在 宅 療 養 等 支 援 用 具 ： 36 件  

情 報 ・ 意 思 疎 通 支 援 用 具 ： 38 件  

ス ト マ ： 3 ,456 件  

紙 お む つ ： 1 ,065 件  

そ の 他 の 排 せ つ 管 理 支 援 用 具 ： 0 件  

居 宅 生 活 動 作 補 助 用 具 ： 9 件  

（ 上 記 の う ち い ず れ も 児 童 数 不 明 ）  

障 害 福 祉 課 

補装具費の支

給  

補 装 具 の 購 入 や 修 理 に 要 す る

費 用 の 一 部 を 支 給 し ま す 。  

成 人 支 給 ： 153 件  

児 童 支 給 ： 57 件  

成 人 修 理 ： 164 件  

児 童 修 理 ： 31 件  

障 害 福 祉 課 

中等度難聴児

補聴器購入費

助成金  

中 等 度 難 聴 児 に 対 し ， 対 象 補

聴 器 の 購 入 費 用 を 一 部 助 成 し ま

す 。  

助 成 件 数 ： 5 件  

台 数 ： 9 台  障 害 福 祉 課 

訪問入浴サー

ビス  

家 庭 に お い て 入 浴 す る こ と が

困 難 な 身 体 障 害 者 の 自 宅 へ 訪 問

入 浴 車 を 派 遣 し ， 室 内 で 入 浴 の

サ ー ビ ス を 行 い ま す 。  

延 べ 利 用 人 数 ： 204 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 876 回  

（ う ち 児 童 数 不 明 ）  

 

 

障 害 福 祉 課 

子ども発達セ

ンター  

18 歳 未 満 の 子 ど も と そ の 保 護

者 を 対 象 に 発 達 に 関 す る 相 談 を

受 け る ほ か ， 未 就 学 児 を 対 象 と

し た グ ル ー プ 療 育 ， 個 別 療 育 ，

通 園 事 業 ， 子 ど も 施 設 支 援 事

業 ， 一 時 預 か り を 実 施 し ま す 。  

 

 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

子ども発達セ

ンターの児童

発達支援セン

ターへの移

行・運営  

子 ど も 発 達 セ ン タ ー で は ， 給

食 提 供 機 能 を 整 備 す る こ と に よ

り ， 児 童 発 達 支 援 事 業 を 拡 充 し ，

「 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」 へ 移

行 し ま す 。 地 域 に お け る 障 害 児

支 援 の 中 核 的 施 設 と し て ， 地 域

の 障 害 児 や そ の 家 族 ， 障 害 児 が

通 う 他 の 施 設 ・ 事 業 所 に 対 し ，

専 門 的 な 支 援 を 行 い ま す 。  

 

令 和 ２ 年 １ ０ 月 か ら 子 ど も 発 達 セ

ン タ ー 通 園 事 業 （ 児 童 発 達 支 援 ） に

お い て 給 食 提 供 を 開 始 し た こ と に よ

り ， 児 童 福 祉 法 に 基 づ く 設 置 基 準 を

満 た し ，「 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 」

へ 移 行  子 ど も 発達 セ ンタ ー 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

交流保育  

通 園 事 業 利 用 児 童 が ， 保 育 園

で 過 ご し ， 地 域 の 園 児 と ふ れ あ

う 事 業 を 実 施 し ま す 。  

 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止

の た め ， 実 施 を 見 送 り  

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

障害児通園事

業（児童発達

支援）  

専 門 的 支 援 を 必 要 と す る 障 害

の あ る 3～ 5 歳 児 を 対 象 に ， 児 童

発 達 支 援 を 実 施 し ， 子 ど も の 特

性 に 応 じ た 個 別 的 療 育 プ ロ グ ラ

ム を 提 供 し ， 社 会 的 能 力 ， 認 知

能 力 ， 運 動 ・ 活 動 能 力 等 の 育 ち

を 支 援 し ま す 。  

・ 定 員 ： １ 日 40 人  

・ 実 施 時 間 ： 午 前 9 時 30 分 ～ 午

後 2 時 30 分  

・ 日 数 ： 週 ５ 日 （ 月 ～ 金 曜 日 ）  

開 所 日 数 ： 239 日  

延 べ 人 数 ： 6 ,225 人  

在 籍 児 童 数 ： 39 人  

手 帳 な し ： 20 人  

手 帳 あ り ： 19 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ２ 年 ４ 月 １ ３ 日 か ら 同 年 ５

月 ３ １ 日 ま で 通 園 事 業 を 縮 小 し ， 登

園 の 自 粛 を 依 頼 し た う え で ， 自 宅 で

の 養 育 が 難 し い 子 ど も の み 受 け 入 れ

た ほ か ， 令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 か ら 同 年

７ 月  ３ １ 日 ま で は ， 分 散 登 園 や 時

間 短 縮 を し て 通 園 事 業 を 実 施  

 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

発達支援事業  

発 達 に 遅 れ や か た よ り の あ る

子 ど も と そ の 家 族 に 対 し て ， 年

齢 や 一 人 ひ と り の 発 達 に 応 じ た

専 門 的 な グ ル ー プ 療 育 や 個 別 療

育 を 行 う こ と に よ り ， 子 ど も の

健 や か な 成 長 と そ の 子 育 て 家 庭

を 支 援 し ま す 。 グ ル ー プ 療 育 ・

個 別 療 育 の ほ か ， 保 護 者 に 対 し

勉 強 会 ， 面 談 等 を 実 施 す る と と

も に ， 子 ど も の 通 う 幼 稚 園 ・ 保

育 園 に 対 し ， 相 談 ・ 助 言 を 行

い ， 連 携 を 図 り ま す 。  

【 グ ル ー プ 療 育 】  

実 施 回 数 ： 492 回  

利 用 実 人 数 ： 168 人  

【 個 別 療 育 】  

実 施 回 数 ： 3 ,092 回  

利 用 実 人 数 ： 520 人  

幼 稚 園 ・ 保 育 園 連 携 に よ る 療 育 支

援 ： 226 件  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 下 記 の と お り 実 施  

【 令 和 ２ 年 ４ 月 １ １ 日 か ら 同 年 ５ 月

３ １ 日 ま で 】  

グ ル ー プ 療 育 ・ 個 別 療 育 を 休 止

し ， 電 話 相 談 の み 受 付  

【 令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 か ら 同 年 ８ 月 ３

１ 日 ま で 】  

個 別 療 育 は ， 感 染 防 止 対 策 を 徹 底

し ， 通 常 ど お り 再 開  

グ ル ー プ 療 育 は ， 一 部 の グ ル ー プ

に つ い て 定 員 ・ 回 数 を 変 更 し た ほ

か ， 個 別 療 育 に 変 更 し て 実 施  

【 令 和 ２ 年 ９ 月 １ 日 以 降 】  

 個 別 療 育 に 変 更 し て い た グ ル ー プ

に つ い て ， 感 染 防 止 対 策 を 徹 底 し ，

定 員 を 縮 小 し た う え で ， グ ル ー プ 療

育 と し て 再 開  

 

 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

緊急一時養護

事業  

子 ど も 発 達 セ ン タ ー に て ， 家

族 の 病 気 や 冠 婚 葬 祭 等 で 一 時 的

に 養 育 が 困 難 と な っ た 場 合 に ，

発 達 に 遅 れ や か た よ り の あ る 子

ど も ， 障 害 の あ る 子 ど も を 対 象

と し て ， 緊 急 一 時 養 護 事 業 （ 一

時 預 か り ） を 実 施 し ま す 。  

延 べ 利 用 者 数 ： 65 人  

実 利 用 者 数 ： 18 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ３ 年 １ 月 １ ２ 日 か ら 同 年 ３

月 ２ １ 日 ま で 緊 急 一 時 養 護 事 業 の 利

用 区 分 の う ち ， 夜 間 区 分 を 休 止  

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

利用者送迎事

業  

子 ど も 発 達 セ ン タ ー を 利 用 す

る 子 ど も と 保 護 者 の 送 迎 を 行 い

ま す 。  

【 指 定 場 所 送 迎 事 業 （ 調 布 市 文 化 会

館 た づ く り 前 等 の 調 布 市 内 の ３ 箇 所

と 子 ど も 発 達 セ ン タ ー の 間 の 送 迎 を

行 う 巡 回 バ ス ） 利 用 実 績 】  

延 べ 利 用 者 数 ： 4 ,418 人  

 

【 居 宅 送 迎 事 業 （ 発 達 支 援 事 業 の 幼

児 グ ル ー プ 事 業 を 利 用 す る 子 ど も に

対 し て ， 居 宅 と 子 ど も 発 達 セ ン タ ー

の 間 を 送 迎 す る 事 業 ） 利 用 実 績 】  

延 べ 利 用 者 数 ： 604 人  

利 用 者 実 数 ： 14 人  

 

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ２ 年 ５ 月 ３ １ 日 ま で 居 宅 送

迎 事 業 を 休 止  

 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

子ども施設支

援事業  

子 ど も 施 設 等 で ， 配 慮 を 必 要

と す る 子 ど も の 成 長 ・ 発 達 を 支

援 す る た め ， 専 門 職 員 が 訪 問

し ， 職 員 に 関 わ り 方 や 環 境 整 備

等 の 助 言 を 行 い ま す 。 そ の ほ

か ， 子 ど も 施 設 の 職 員 向 け の 講

習 会 等 を 開 催 し ま す 。  

研 修 会 実 施 回 数 ・ 参 加 人 数 （ 幼 稚

園 ・ 保 育 園 ・ 児 童 館 職 員 等 を 対 象 に

実 施 ）： 12 回 ・ 112 人  

 

子 ど も 施 設 訪 問  

利 用 施 設 数 ： 17 箇 所  

利 用 人 数 ： 25 人  

職 員 を 講 師 と し て 派 遣 し た 普 及 啓 発

回 数 ・ 参 加 人 数 ： １ 回 ・ 10 人  

 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

子ども発達セ

ンター運営会

議  

有 識 者 ・ NPO 法 人 「 調 布 心 身

障 害 児 ・ 者 親 の 会 」・ 通 園 事 業 父

母 会 ・ 子 ど も 発 達 セ ン タ ー 利 用

者 友 の 会 ・ 関 係 課 等 で 構 成 す る

「 子 ど も 発 達 セ ン タ ー 運 営 会

議 」 に お い て ， 発 達 に 遅 れ や か

た よ り の あ る 子 ど も 又 は 保 護 者

等 の ニ ー ズ に 応 じ る こ と が で き

る よ う ， 保 護 者 や 関 係 機 関 等 の

意 見 を 事 業 に 反 映 さ せ る と と も

に ， 必 要 な 協 力 体 制 等 を 検 討 し

ま す 。  

子 ど も 発 達 セ ン タ ー 運 営 会 議  

第 1 回 ： 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響

に 伴 い 書 面 に て 開 催  

第 2 回 ： 令 和 ３ 年 2 月 ５ 日  

子 ど も 発達 セ ンタ ー 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

障害児福祉教

育連携会議  

個 別 記 録 票 「 i
アイ

- フ ァ イ ル 」 の

書 式 見 直 し や ， 発 達 に 遅 れ や か

た よ り の あ る 子 ど も た ち へ の 一

貫 し た 支 援 に つ い て ， 関 係 機 関

で の 情 報 交 換 と 共 通 認 識 ・ 必 要

な 協 力 体 制 の 構 築 等 を 図 る た

め ， 連 携 会 議 を 開 催 し ま す 。  

障 害 児 福 祉 教 育 連 携 会 議 ： 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い 書 面 に て 開

催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

ｉ－ファイル

の活用促進  

医 療 機 関 ， 保 育 園 ， 幼 稚 園 ，

学 校 等 で ， 子 ど も が 一 貫 し た 継

続 的 な 支 援 が 受 け ら れ る よ う

に ， 今 ま で 受 け て き た 支 援 内 容

を ま と め て 保 管 で き る フ ァ イ ル

で す 。 こ の 「 i
アイ

- フ ァ イ ル 」 を 保

護 者 に 配 布 す る ほ か ， 関 係 機 関

に 周 知 し ま す 。  

i
アイ

-フ ァ イ ル 配 布 数 ： 43 部  

 

 

 

 

 

 

 

子 ど も 発達 セ ンタ ー 

小島町歯科診

療所  

障 害 の あ る 方 で 地 域 開 業 医 で

は 困 難 な 歯 科 治 療 を 行 い ま す 。  

開 所 日 数 ： 99 日  

受 診 者 数 ： 311 人  

 

健 康 推 進 課 

特別支援教育

の推進  

特 別 支 援 教 育 推 進 計 画 に よ

り ， 特 別 な 支 援 が 必 要 な 児 童 ・

生 徒 一 人 ひ と り の 能 力 を 最 大 限

伸 ば す た め ， 校 内 通 級 教 室 の 体

制 の 充 実 ， 個 別 の 教 育 支 援 計 画

及 び 個 別 指 導 計 画 の 作 成 や 専 門

家 チ ー ム に よ る 巡 回 相 談 の 実 施

等 ， 特 別 支 援 教 育 を 推 進 し ま

す 。  

校 内 通 級 教 室 を 小 ・ 中 学 校 全 校 に

設 置 し た 。 小 学 校 ８ 校 ・ 中 学 校 の ２

校 の 校 内 通 級 教 室 拠 点 校 を 設 置 し ，

指 導 体 制 の 充 実 を 図 っ た 。  

ま た ， 小 ・ 中 学 校 の 校 内 通 級 教 室

の 全 教 員 を 対 象 と し た 研 修 を ３ 回 実

施  

個 別 指 導 計 画 の 作 成 数 ： 641 件  

巡 回 相 談 の 実 施 回 数 ： 91 回  

 

指 導 室 

遊ｉｎｇ，杉

の木青年教室

の実施，のび

のびサークル

の支援  

障 害 の あ る 方 を 対 象 に 様 々 な

社 会 体 験 活 動 を 実 施 す る こ と

で ， 集 団 生 活 や 他 人 と の 関 わ り

方 な ど の 社 会 性 を 学 ぶ 機 会 を 提

供 し ま す 。  

【 遊 ｉ ｎ ｇ （ ゆ ー い ん ぐ ）】  

対 象 者 ： 市 内 小 ・ 中 学 校 の 特 別 支 援

学 級 に 在 籍 す る 児 童 ・ 生 徒  

登 録 者 ： 15 人   

実 施 回 数 ： ０ 回  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い ，

全 ６ 回 の 事 業 を 中 止  

 

【 杉 の 木 青 年 教 室 】  

対 象 者 ： 市 内 在 住 で 中 学 校 特 別 支 援

学 級 を 卒 業 し た 人  

登 録 者 ： 26 人   

実 施 回 数 ： 0 回  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い ，

全 10 回 の 事 業 を 中 止  

 

 

社 会 教 育 課 



 

36 

 

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

 

 

【 の び の び サ ー ク ル 】  

対 象 者 ： 調 布 市 内 に 在 住 す る 特 別 支

援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 在 籍 者 ・ 卒

業 生  

登 録 者 ： 13 人   

実 施 回 数 ： 7 回  

全 23 回 の う ち ， 台 風 の 影 響 に 伴

い ， 10 月 の 事 業 を 1 回 中 止 ， ま

た ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い 15 回 の 事 業 を 中 止  

 

個に応じたき

め細かな教育

相談の充実  

悩 み や 不 安 を 抱 え る 子 ど も や

保 護 者 一 人 ひ と り の 心 に 寄 り 添

い ， 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り な が

ら 教 育 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ，

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー ，

教 育 相 談 所 に て 教 育 相 談 を 実 施

し ， き め 細 か な 対 応 に 努 め ま

す 。  

来 所 相 談 ： 488 件   

電 話 相 談 ： 163 件  

就 学 相 談 ： 404 件  

巡 回 相 談 ： 91 件  

「 学 校 に 行 き づ ら い 子 ど も の 保 護

者 の つ ど い 」 年 ３ 回 開 催 （ １ 回 開

催 中 止 ）， 延 べ 参 加 人 数 68 人  

指 導 室 

（教育相談所） 

就学相談に必

要な医師の診

察記録作成文

書料の助成  

就 学 相 談 ， 転 学 相 談 ま た は 通

級 指 導 学 級 入 級 相 談 を 受 け る と

き に 必 要 な 医 師 の 診 察 記 録 の 作

成 に 要 す る 文 書 料 を 助 成 し ま

す 。  

助 成 件 数 ： 69 件  

指 導 室 

（教育相談所） 
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（６）子どもの安心・安全の確保  

近年，不審者による子どもの安全を脅かす事件や事故等が発生しており，子どもの

安全の確保は喫緊の課題となっていることから，地域全体で子どもの安全を確保する

とともに，子ども自身が主体性を持って自ら事件・事故等から身を守る力を身に着け

られるよう，取組を進めていきます。  

また，食物アレルギーによる事故を防止するため，食物アレルギーに関する正しい

知識・対応技術の習得等，事故防止に向けた取組を実施します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

アレルギー対

策事業  

医 師 や 専 門 相 談 員 に よ る 個 別 相

談 や 講 演 会 ， 生 後 ２ ～ ６ か 月 児 を

持 つ 保 護 者 に ス キ ン ケ ア 教 室 を 実

施 し ， ア レ ル ギ ー に 関 す る 正 し い

知 識 の 普 及 と 様 々 な 不 安 の 解 消 に

努 め ま す 。  

【 ア レ ル ギ ー 相 談 】  

医 師 相 談 開 催 回 数 ： 3 回  

医 師 相 談 者 数 ： 5 人  

専 門 相 談 員 相 談 者 数 ： 188 人 （ 面 接

相 談 ： 103 件 ， 電 話 ,メ ー ル 相 談 ： 85

件 ）  

 

健 康 推 進 課 

学校施設にお

けるシックハ

ウス対策の実

施  

児 童 ・ 生 徒 が 安 心 し て 学 ぶ こ と

が で き る 学 校 施 設 の 環 境 を 維 持 す

る た め ， 必 要 な 検 査 や 対 策 を 行 う

と と も に ， 情 報 共 有 の た め の 会 議

を 実 施 し ま す 。  

 

調 布 市 立 学 校 に お け る 室 内 化 学 物 質

対 策 推 進 協 議 会 の 開 催 ： 令 和 2 年

11 月 20 日  

教 育 総 務 課 

通学路の安

全・安心の確

保  

通 学 路 を 撮 影 す る 防 犯 カ メ ラ を

設 置 す る と と も に ， 学 校 ・ 教 育 委

員 会 ・ 警 察 ・ 道 路 管 理 者 等 が 市 立

小 学 校 の 通 学 路 の 安 全 点 検 を 実 施

し ， 可 能 な 安 全 対 策 を 行 い ま す 。  

 

通 学 路 を 撮 影 す る 防 犯 カ メ ラ ： ２ ０

台 （ 各 校 １ 台 ） 設 置  

 

【 合 同 点 検 の 実 施 】  

実 施 校 数 ： 7 校  

実 施 箇 所 数 ： 26 箇 所  

 

学 務 課 

学校と医師会

等との連携  

医 療 ・ 教 育 連 携 会 議 を 実 施 し ，

学 校 で 対 応 が 困 難 な 事 案 等 に つ い

て 相 談 し ， 助 言 を 求 め ま す 。  

調 布 市 食 物 ア レ ル ギ ー 医 療 ・ 教 育 連

携 会 議 を 書 面 開 催 。  

現 在 の ア レ ル ギ ー 児 童 ・ 生 徒 の 確 認

や ， よ り 適 切 な 対 応 に 関 す る 相 談 ・

指 導 の た め ， セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン と

し て ， 医 師 会 指 定 医 療 機 関 の 受 診 を

勧 め る 取 組 を 継 続  

 

学 務 課 

アレルギーホ

ット  

ラインの運用

等関係機関と

の連携  

食 物 ア レ ル ギ ー と 思 わ れ る 事 案

が 発 生 し た 際 に ， 学 校 や 保 育 園 等

関 係 機 関 が 適 切 に 対 応 で き る よ

う ， 慈 恵 第 三 病 院 の 医 師 に よ る 相

談 ， 研 修 等 を 実 施 し ま す 。  

市 立 小 ・ 中 学 校 ２ ８ 校 を 含 む 市 内 の

子 ど も ・ 福 祉 関 連 ２ ４ ４ 施 設 （ 病 院

か ら の 調 査 に 基 づ く 令 和 2 年 ４ 月 時

点 の 対 象 施 設 数 ） を 対 象 と し て ， ホ

ッ ト ラ イ ン を 運 用  

 

学 務 課 

指 導 室 

保 育 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

命の教育  

自 他 の 生 命 （ い の ち ） を 大 切 に

す る こ と や 他 者 と の 違 い を 理 解

し ， 互 い に 認 め 合 う こ と が で き る

心 豊 か な 教 育 活 動 を 推 進 し ま す 。  

【 普 通 救 命 講 習 の 実 施 】  

受 講 児 童 ： 1 ,193 人  

受 講 生 徒 ： 160 人  

【 上 級 救 命 講 習 の 実 施 】  

新 規 講 習 ： 14 人  

再 講 習 ： 127 人  

【 応 急 手 当 普 及 員 講 習 の 実 施 】  

新 規 講 習 ： 0 人  

再 講 習 ： 24 人  

指 導 室 

安全教育の推

進  

「 調 布 市 防 災 教 育 の 日 」 や 「 セ

ー フ テ ィ 教 室 」 を 実 施 し ， 避 難 訓

練 等 を 通 じ て 安 全 教 育 ・ 指 導 を 推

進 し ま す 。  

【 調 布 市 防 災 教 育 の 日 】  

令 和 ２ 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 の 影 響 で 中 止  

【 セ ー フ テ ィ 教 室 】  

実 施 日 ： 令 和 2 年 6 月 以 降 各 校 実 施  

対 象 学 年 ： 各 校 で 設 定  

教 育 総 務 課 

指 導 室 

「こどもの

家」の普及啓

発の推進  

子 ど も た ち が 不 審 者 か ら 声 か け

な ど を さ れ た 際 の 駆 け 込 み 場 所 と

し て い る 「 こ ど も の 家 」 の 普 及 啓

発 を 行 い ま す 。  

協 力 者 件 数 ： 2 ,733 件  

社 会 教 育 課 

調布子ども安

全・安心パト

ロール  

下 校 時 の 児 童 ・ 生 徒 の 安 全 を 守

る た め ， 調 布 市 内 を ４ つ の ブ ロ ッ

ク に 分 け ， 学 校 周 辺 の 通 学 路 を 中

心 に ， 青 色 回 転 灯 を 装 着 し た 車 両

に よ り ， 下 校 が 始 ま る 時 間 帯 か ら

パ ト ロ ー ル を 実 施 し ま す 。 ま た 長

期 休 暇 期 間 に お い て は 日 中 の 時 間

帯 に パ ト ロ ー ル を 実 施 し ま す 。  

青 色 回 転 灯 を 装 着 し た 車 両 ４ 台 ， 警

備 員 ８ 人 に よ り ，  

下 校 が 始 ま る 時 間 帯 か ら 午 後 ９ 時 ３

０ 分 ま で パ ト ロ ー ル を 実 施 し た 。  

ま た ， 夏 休 み 期 間 の 日 中  

に お い て は ， 車 両 ２ 台 ， 警 備 員 ４ 人

に よ り パ ト ロ ー ル を 実 施 し た 。  

総 合 防 災 安 全 課 
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（７）児童虐待防止対策の充実  

児童虐待の早期発見，早期対応のため，児童虐待防止センターにおいて継続的な支

援を行うとともに，児童及び妊産婦の福祉に関し，切れ目ない支援を行う子育て世代

包括支援センター（子ども家庭支援センターすこやか及び保健センター）等の機能を

生かし，虐待の予防に努めます。  

また，支援を必要とする児童に適切な対応ができるよう児童相談所をはじめとする

関係機関との連携を強化するとともに，社会的養護施策と連携した取組を実施します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

要保護児童対

策地域協議会  

要 保 護 児 童 等 へ の 適 切 な 支 援 を

図 る た め ， 情 報 の 交 換 や 支 援 に 関

す る 協 議 を 行 い ま す 。 構 成 機 関 代

表 者 に よ る 会 議 ， 実 務 者 に よ る 会

議 の ほ か ， 個 別 ケ ー ス に 対 応 す る

た め の 関 係 者 会 議 を 随 時 開 催 す る

ほ か ， 当 該 協 議 会 の 枠 組 み を 通

じ ， 関 係 者 間 で 積 極 的 な 情 報 共 有

を 行 い ま す 。  

【 代 表 者 会 議 】  

第 1 回 ： 令 和 2 年 7 月 27 日  

第 2 回 ： 令 和 3 年 3 月 10 日 （ 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い 書 面 開

催 ）  

 

【 実 務 者 会 議 】  

第 1 回 ： 令 和 2 年 7 月 21 日  

第 2 回 ： 令 和 2 年 10 月 29 日  

第 3回 ： 令 和 3年 3月 10日 （ 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い 書 面 開 催 ）  

 

【 ケ ー ス 会 議 】  

116ケ ー ス ， 144回 の 会 議 を 開 催  

子ども政策課 

オレンジリボ

ンキャンペー

ン  

児 童 虐 待 防 止 の メ ッ セ ー ジ を 込

め た オ レ ン ジ リ ボ ン を シ ン ボ ル マ

ー ク に ， 児 童 虐 待 防 止 に 係 る 啓 発

活 動 を 行 う も の で す 。 児 童 虐 待 防

止 推 進 月 間 で あ る 11 月 に そ の 取

組 を 強 化 し て い ま す が ， 児 童 虐 待

防 止 に 係 る 普 及 啓 発 活 動 は 通 年 で

実 施 し ま す 。  

・ 11 月 に オ レ ン ジ リ ボ ン ・ パ ー プ ル

リ ボ ン キ ャ ン ペ ー ン の 実 施  

・ 「 Ｄ Ｖ 根 絶 ・ 児 童 虐 待 防 止 「 パ ー

プ ル ＆ オ レ ン ジ ア マ ビ エ 展 」 に よ る

パ ネ ル 展 示 の 実 施  

・ 調 布 駅 前 広 場 の 樹 木 の ラ イ ト ア ッ

プ の 実 施  

 

・ 市 内 の 小 学 生 に 各 小 学 校 を 通 し て

「 み ん な  な か よ し ！ 」 を テ ー マ に

絵 の 募 集 を 行 い ， 集 ま っ た 絵 を シ ー

ル 加 工 し ， 「 い じ め や 虐 待 の な い ま

ち 宣 言  ― 調 布 市 ―  」 と い う 文 字 と

と も に ， 市 内 を 走 る ご み 収 集 車 に 貼

り ， い じ め や 虐 待 の な い ま ち 宣 言  

Ｐ Ｒ 事 業 を 実 施  

子ども政策課 

養育家庭体験

発表会  

様 々 な 事 情 か ら 家 庭 で 暮 ら す こ

と の で き な い 子 ど も と ， 養 子 縁 組

を 目 的 と せ ず 一 定 期 間 養 育 す る 里

親 制 度 の 普 及 の た め ， 里 親 体 験 に

よ る 発 表 会 を 都 と 合 同 で 開 催 し ま

す 。  

養 育 家 庭 体 験 発 表 会 の 開 催 ： 令 和 2

年 10 月 30 日  

参 加 者 数 ： 50 人  

子ども政策課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

児 童 養 護 施 設 退

所 者 等 支 援 事 業

（ ス テ ッ プ ア ッ

プ ホ ー ム 事 業 ）  

市 内 で 児 童 養 護 施 設 が 住 居 を 借

り 上 げ ， 養 護 施 設 退 所 者 等 に 一 定

期 間 提 供 す る と と も に ， 就 労 ， 学

業 ， 日 常 生 活 等 の 支 援 及 び 相 談 等

の 援 助 を 行 う 事 業 に 要 す る 費 用 の

一 部 を 市 が 助 成 し ま す 。  

 

助 成 施 設 数 ： 3 箇 所  

事 業 利 用 者 数 ： 13 人  

助 成 額 ： 7 ,771 ,342 円  

 
子ども政策課 

調布市大学等

在学者に対す

る生活支援給

付金支給事業  

経 済 的 に 支 援 を 必 要 と す る 大 学

等 在 学 者 に 対 し て 給 付 金 を 支 給 す

る こ と で ， 当 該 大 学 等 在 学 者 の 生

活 の 安 定 を 図 り ま す 。  

【 生 活 費 用 支 援 給 付 金 】  

事 業 利 用 者 数 ： 11 人  

支 給 総 額 ： 6 ,250 ,000 円  

【 生 活 支 援 給 付 一 時 金 】  

事 業 利 用 者 数 ： 1 人  

支 給 総 額 ： 300 ,000 円  

 

子ども政策課 

児 童 虐 待 防 止 セ

ン タ ー  

子 ど も 自 身 や 保 護 者 ， 地 域 の 方

か ら 児 童 虐 待 に 関 す る 相 談 や 通 告

を 受 け 付 け る 窓 口 で す 。 ケ ー ス ワ

ー カ ー の ほ か ， 臨 床 心 理 士 ・ 精 神

保 健 福 祉 士 等 の 専 門 ス タ ッ フ が 電

話 ・ 来 所 等 で の 相 談 を 受 け ， 関 係

機 関 と 連 携 し な が ら 迅 速 か つ 的 確

に 支 援 し ま す 。  

 

虐 待 防 止 ホ ッ ト ラ イ ン 入 電 件 数 ： 95

件  

虐 待 相 談 件 数 ： 675 件  

要 保 護 児 童 等 ケ ー ス ： 881 件  

ケ ー ス 会 議 ： 144 回  

訪 問 回 数 ： 10 ,992 回 （ 内 虐 待 ：

6 ,307 回 ）  

子ども政策課 

養育支援訪問

事業  

養 育 支 援 が 特 に 必 要 な 家 庭 を 訪

問 し て ， 児 童 虐 待 の 発 生 を 予 防 す

る と と も に ， 家 庭 に お け る 安 定 し

た 児 童 の 養 育 が 可 能 と な る よ う 保

護 者 の 育 児 ， 家 事 等 の 養 育 能 力 を

向 上 さ せ る た め の 支 援 （ 相 談 支

援 ， 育 児 ・ 家 事 援 助 等 ） を 行 い ま

す 。  

 

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 

子ども政策課 

母子・女性緊

急一時保護  

緊 急 に 保 護 を 要 す る 母 子 ま た は

女 性 に 対 し ， 必 要 な 保 護 と 相 談 ・

援 助 等 を 行 い ， 自 立 へ の 手 段 を 講

ず る ま で の 応 急 的 な 支 援 を 行 い ま

す 。  

 

入 所 件 数 ： 1 件  

延 べ 日 数 ： 5 日  

子ども家庭課 

乳児家庭全戸

訪問事業（こ

んにちは赤ち

ゃん訪問）  

助 産 師 等 が 生 後 4 か 月 ま で の 乳

児 の い る 家 庭 を 訪 問 し ， 助 言 を 行

い な が ら 各 家 庭 の 状 況 に 合 っ た 育

児 支 援 を 行 い ， 不 安 の 解 消 を 図 り

ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 
健 康 推 進課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

親子のメンタ

ルケア相談  

育 児 不 安 や 育 児 困 難 を 訴 え て い

る 母 親 を 対 象 と し ， 育 児 の 大 変 さ

を 共 有 し 合 う こ と で ， 育 児 の 負 担

感 を 軽 減 す る た め に グ ル ー プ ワ ー

ク を 実 施 し ま す 。  

【 親 と 子 の メ ン タ ル ケ ア 相 談 】  

開 催 回 数 ： 20 回  

参 加 人 数 ： 105 人  

※ 参 加 者 数 は ， 親 と 子 の 合 計  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ２ 年 ３ 月 ５ 日 か ら 同 年 ５ 月

３ １ 日 ま で 相 談 を 中 止  

【 親 と 子 の メ ン タ ル ケ ア 相 談 （ 第 ２

グ ル ー プ ）】  

開 催 回 数 ： 10 回  

参 加 人 数 ： 84 人  

※ 参 加 者 数 は ， 親 と 子 の 合 計  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ２ 年 ３ 月 １ １ 日 か ら 同 年 ５

月 ３ １ 日 ま で 相 談 を 中 止  

健 康 推 進課 

いじめ・虐待

の防止と対応  

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に よ る 小

学 校 ５ 年 及 び 中 学 校 １ 年 の 全 児

童 ・ 生 徒 に 対 す る 面 接 を 実 施 し ，

子 ど も を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク と

の 連 携 等 を 通 じ ， 未 然 防 止 ， 早 期

発 見 ， 早 期 対 応 に 努 め ま す 。  

【 小 学 校 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 相 談

者 数 】  

児 童 ： 4 ,843 人  

保 護 者 ： 2 ,083 人  

教 職 員 ： 4 ,817 人  

他 機 関 等 ： 194 人  

【 中 学 校 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 相 談

者 数 】  

生 徒 ： 1 ,507 人  

保 護 者 ： 763 人  

教 職 員 ： 1 ,879 人  

他 機 関 等 ： 203 人  

指 導 室 

女性の生きか

た相談  

DV 等 女 性 が 抱 え る 様 々 な 悩 み

に つ い て ， 相 談 者 自 身 が 問 題 解 決

の 糸 口 を 見 出 せ る よ う ， 面 接 ・ 電

話 に よ る 相 談 を 受 け 付 け て い ま

す 。 必 要 な 情 報 を 提 供 す る 等 ， 関

係 機 関 と 連 携 を 図 り な が ら 支 援 し

ま す 。  

相 談 枠 設 定 件 数 ： 403 件  

相 談 件 数 ： 307 件  

利 用 率 ： 76 .2％  

男女共同参画 

推 進 課 

DV について

の講演会・講

座等  

11 月 25 日 「 女 性 に 対 す る 暴 力

撤 廃 国 際 日 」（ 国 連 ）， 11 月 12 日

～ 25 日 「 女 性 に 対 す る 暴 力 を な

く す 運 動 」（ 内 閣 府 男 女 共 同 参 画

推 進 本 部 ） 期 間 に あ わ せ て ， DV

に つ い て の 講 演 会 ・ 講 座 等 を 開 催

し ま す 。  

【 講 座 「 Ｄ Ｖ ・ モ ラ ハ ラ を 学 ぼ う ！  

～ 知 っ て ， 気 づ い て ， 行 動 す る た め

に ～ 」】  

実 施 日 ： 令 和 ２ 年 10 月 ３ ０ 日  

 

【 デ ー ト DV 出 前 講 座 】  

実 施 日 ：  

令 和 ３ 年 3 月 4 日 ， 3 月 ９ 日  

男女共同参画 

推 進 課 
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２  母子保健計画  

事業実績一覧  

（令和 2 年度から令和 6 年度）
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（１）母と子どもの疾病予防・健康支援  

母と子どもの健やかな成長を支援するため，妊婦健康診査の公費負担による母体の

健康管理を行うとともに，子どもの発達段階に応じた各種健診を受けられるよう，未

受診者の状況把握を行い，必要に応じて関係部署が連携して適切な支援を行います。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

乳 幼 児 健 康 診

査  

発 育 発 達 状 況 を 確 認 し ， 疾 病 や

異 常 を 早 期 に 発 見 す る こ と で 適 切

な 治 療 や 療 育 に 結 び つ け ま す 。 保

護 者 の 心 理 的 負 担 や 喫 煙 等 に よ る

健 康 へ の 影 響 に つ い て も 確 認 し つ

つ , 保 護 者 の 不 安 を 聞 き 育 児 支 援

を 行 い ま す 。  

【 3～ 4 か 月 児 】  

実 施 回 数 ： 31 回  

対 象 者 数 ： 1 ,986 人  

受 診 者 数 ： 1 ,737 人  

【 6～ 7 か 月 児 】  

対 象 者 数 ： 1 ,986 人  

受 診 者 数 ： 1 ,758 人  

9～ 10 か 月 児  

対 象 者 数 ： 1 ,986 人  

受 診 者 数 ： 1 ,736 人  

【 1 歳 6 か 月 児 】  

実 施 回 数 ： 30 回  

対 象 者 数 ： 2 ,129 人  

受 診 者 数 ： 1 ,975 人  

【 3 歳 児 】  

実 施 回 数 ： 31 回  

対 象 者 数 ： 2 ,362 人  

受 診 者 数 ： 2 ,161 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の

た め ， 令 和 2 年 4 月 20 日 か ら 6 月

ま で 集 団 健 診 の 中 止 ， 及 び 令 和 2 年

4 月 20 日 か ら 6 月 末 ， 令 和 3 年 1

月 18 日 か ら 2 月 末 ま で 個 別 健 診 を

実 施  

 

健 康 推 進 課 

乳 幼 児 発 達 健

康診査  

乳 幼 児 健 康 診 査 の 結 果 な ど か ら

運 動 発 達 遅 滞 や 精 神 発 達 遅 滞 が 疑

わ れ る 乳 幼 児 に 対 し て ， 小 児 神 経

学 の 立 場 か ら 発 達 に 重 点 を お い た

健 康 診 査 を 実 施 し ， 障 害 の 早 期 発

見 ， 早 期 療 育 に 努 め ま す 。  

実 施 回 数 ： 10 回  

対 象 者 数 ： 97 人  

受 診 者 数 ： 92 人  

 健 康 推 進 課 

乳 幼 児 経 過 観

察健康診査  

乳 幼 児 健 康 診 査 の 結 果 ， 要 経 過

観 察 と 判 断 さ れ た 乳 幼 児 な ど を 対

象 と し ， 健 全 育 成 を 目 的 と す る と

と も に 異 常 の 早 期 発 見 を 行 い ま

す 。  

実 施 回 数 ： 10 回  

対 象 者 数 ： 75 人  

受 診 者 数 ： 68 人  

 

 

 

健 康 推 進 課 

２  母子保健計画  
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

乳 幼 児 精 密 健

康診査  

先 天 性 代 謝 異 常 検 査 や ， 乳 幼 児

健 康 診 査 の 結 果 ， 診 断 の 確 定 に つ

い て 不 十 分 な 点 を 補 う た め ， 専 門

医 療 機 関 で 精 密 健 康 診 査 を 実 施 し

ま す 。  

対 象 者 数 ： 303 人  

受 診 者 数 ： 230 人  

 健 康 推 進 課 

こ ど も の 相 談

室  

言 語 の 発 達 や 心 理 面 ・ 運 動 機 能

面 で 経 過 観 察 が 必 要 な 乳 幼 児 及

び ， 育 児 の 悩 み や 不 安 を 持 つ 保 護

者 に 対 し ， 具 体 的 に 育 児 の 上 で の

問 題 や 遊 び 方 へ の 指 導 と 助 言 を 行

い ま す 。  

【 こ こ ろ の 相 談 】  

実 施 回 数 ： 114 回  

利 用 者 数 ： 240 人  

【 こ と ば の 相 談 】  

実 施 回 数 ： 73 回  

利 用 者 数 ： 205 人  

【 う ん ど う の 相 談 】  

実 施 回 数 ： 7 回  

利 用 者 数 ： 14 人  

【 グ ル ー プ ワ ー ク 】  

実 施 回 数 ： 62 回  

利 用 者 数 ： 703 人  

 

健 康 推 進 課 

ア レ ル ギ ー 対

策事業  

（再掲）  

医 師 や 専 門 相 談 員 に よ る 個 別 相

談 や 講 演 会 ， 生 後 ２ ～ ６ か 月 児 を

持 つ 保 護 者 に ス キ ン ケ ア 教 室 を 実

施 し ， ア レ ル ギ ー に 関 す る 正 し い

知 識 の 普 及 と 様 々 な 不 安 の 解 消 に

努 め ま す 。  

【 ア レ ル ギ ー 相 談 】  

医 師 相 談 開 催 回 数 ： 3 回  

医 師 相 談 者 数 ： 5 人  

専 門 相 談 員 相 談 者 数 ： 188 人 （ 面 接

相 談 ： 103 件 ， 電 話 ， メ ー ル 相 談 ：

85 件 ）  

 

健 康 推 進 課 

こ ど も 歯 科 相

談室  

低 年 齢 児 か ら の 歯 科 衛 生 教 育 ・

歯 み が き 指 導 を 実 施 し 生 涯 を 通 し

て 食 事 が 楽 し め る こ と を 目 標 に ，

歯 科 疾 患 予 防 の 動 機 づ け と 意 識 の

向 上 を 目 指 し ま す 。  

【 健 康 診 査 】  

実 施 回 数 ： 51 回  

利 用 者 数 ： 785 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ２ 年 ４ 月 か ら 同 年 6 月 ま で

相 談 を 中 止  

 

健 康 推 進 課 

食べ方相談  

離 乳 食 開 始 か ら 就 学 前 ま で の 乳

幼 児 を 対 象 に ， 摂 食 嚥 下 専 門 医 に

よ る 個 別 相 談 を 行 い ま す 。  

開 催 回 数 ： 5 回  

参 加 者 数 ： 16 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い

令 和 ２ 年 5 月 の 相 談 を 中 止  

 

健 康 推 進 課 

特 定 不 妊 治 療

費助成  

医 療 保 険 が 適 用 さ れ な い 不 妊 治

療 費 の 一 部 を 助 成 す る こ と に よ

り ， 経 済 的 負 担 を 軽 減 し ま す 。  

申 請 件 数 ： 122 件  

健 康 推 進 課 

妊婦健康診査  

健 康 診 査 に よ り ， 健 康 管 理 及 び

保 健 指 導 を 行 う こ と で 妊 産 婦 及 び

乳 児 の 死 亡 率 の 低 下 を 図 り 母 子 の

健 康 と 健 全 な 養 育 環 境 を 確 保 し ま

す 。  

 

1 回 目 の 健 診 受 診 者 数 ： 1 ,688 人  

 

 

 

健 康 推 進 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

妊婦歯科健診  

妊 娠 中 は ホ ル モ ン バ ラ ン ス な ど

の 影 響 に よ り ， 歯 科 疾 患 の 増 加 が

見 ら れ る た め ， 歯 科 疾 患 の 早 期 発

見 ・ 早 期 治 療 へ の 動 機 づ け を 行 い

ま す 。  

対 象 者 数 ： 1 ,779 人  

受 診 者 数 ： 721 人  

 健 康 推 進 課 

新 生 児 聴 覚 検

査  

難 聴 が 早 期 に 発 見 さ れ ， 音 声 言

語 発 達 等 へ の 影 響 が 最 小 限 と な る

よ う 新 生 児 聴 覚 検 査 の 費 用 を 助 成

し ま す 。  

実 施 者 数 ： 1 ,725 人  

パ ス 件 数 （ 反 応 あ り ）： 1 ,714 件  

リ フ ァ ー 件 数 （ 要 再 検 査 ）： 11 件  健 康 推 進 課 

母 子 栄 養 強 化

乳 製 品 支 給 扶

助  

経 済 的 理 由 で 適 切 な 栄 養 の 摂 取

が 困 難 な 母 子 に 対 し ， 粉 ミ ル ク を

支 給 し ま す 。  

妊 産 婦 ： 2 件  

乳 幼 児 ： 12 件  健 康 推 進 課 

妊 産 婦 ・ 乳 幼

児保健  

指導票交付  

経 済 的 理 由 の あ る 妊 産 婦 ， 乳 幼

児 に 対 し 保 健 指 導 に 要 す る 費 用 を

公 費 で 負 担 し ま す 。  

【 妊 婦 】  

交 付 件 数 ： 0 件  

利 用 件 数 ： 0 件  

【 産 婦 】  

交 付 件 数 ： 0 件  

利 用 件 数 ： 0 件  

【 乳 幼 児 】  

交 付 件 数 ： 0 件  

利 用 件 数 ： 0 件  

 

健 康 推 進 課 

予防接種  

予 防 接 種 法 に 基 づ く 予 防 接 種

で ， 定 め ら れ た 種 類 の 予 防 接 種 を

定 め ら れ た 期 間 内 に 個 別 医 療 機 関

で 実 施 し ま す 。  

通 知 者 数 ： 35 ,820 人  

実 施 者 数 ： 49 ,756 人  

健 康 推 進 課 

子ども発達  

センター  

（再掲）  

18 歳 未 満 の 子 ど も と そ の 保 護

者 を 対 象 に 発 達 に 関 す る 相 談 を 受

け る ほ か ， 未 就 学 児 を 対 象 と し た

グ ル ー プ 療 育 ， 個 別 療 育 ， 通 園 事

業 ， 子 ど も 施 設 支 援 事 業 ， 一 時 預

か り を 実 施 し ま す 。  

 

 

子 ど も 発 達 セ ン ター 
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（２）妊娠・出産期からの包括的な支援  

妊娠届出の窓口を，保健センター（健康推進課）と子ども家庭支援センターすこや

かの２箇所に設置し，保健師等の専門職が妊婦と面接することで，妊婦の体調の相談

や子育てサービス等の情報提供を行い，妊娠・出産・育児への不安の軽減を図りなが

ら安心して出産・子育てができるように支援します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

子 育 て 世 代 包

括 支 援 セ ン タ

ー  

保 健 セ ン タ ー （ 健 康 推 進 課 ） と

子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー す こ や か

が 連 携 し な が ら ， 妊 娠 期 か ら 子 育

て 期 に わ た る 切 れ 目 な い 包 括 的 な

相 談 支 援 等 と ， 乳 幼 児 施 設 連 絡 会

を 活 用 し な が ら 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク

の 強 化 を 図 り ま す 。 連 携 強 化 の た

め 月 １ 回 の 会 議 も 行 い ま す 。  

会 議 ： 毎 月 １ 回  

健 康 推 進 課 

子 ど も 政 策 課 

ゆ り か ご 調 布

事業  

妊 娠 届 出 を し た す べ て の 妊 婦 に

専 門 職 に よ る 面 接 相 談 を 実 施 し ま

す 。 妊 娠 へ の 思 い や 体 調 を 確 認 し

な が ら , 飲 酒 ・ 喫 煙 に よ る 母 子 へ

の 影 響 に つ い て の 話 , サ ポ ー ト 状

況 等 に つ い て 相 談 支 援 を 実 施 し な

が ら ， 不 安 を 軽 減 し 母 子 保 健 や 子

育 て 支 援 に 関 す る 情 報 提 供 を 行 う

こ と で 安 心 し て 出 産 ・ 育 児 を 迎 え

ら れ る よ う 支 援 し ま す 。  

【 面 接 実 施 状 況 】  

保 健 セ ン タ ー ： 1 ,735 件  

オ ン ラ イ ン 面 接 (再 掲 )： 3 件  

※ 令 和 3 年 3 月 か ら 実 施  

子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー す こ や か ：

195 件  

 

※ 新 型 コ ロ ナ 感 染 防 止 の 観 点 か ら ，

衛 生 用 品 の 購 入 や 健 診 時 等 の タ ク シ

ー 移 動 に 利 用 で き る 育 児 パ ッ ケ ー ジ

(交 通 系 IC カ ー ド )を 出 産 予 定 日 が 令

和 2 年 4 月 1 日 以 降 の ゆ り か ご 調 布

面 接 を 受 け た 妊 婦 に 配 布  

2 ,916 人  

 

健 康 推 進 課 

母 親 （ 両 親 ）

学級  

子 育 て の 仲 間 づ く り の 手 助 け や

両 親 が 協 力 し て 出 産 ， 育 児 に 取 り

組 め る 動 機 づ け を し ま す 。 妊 娠 中

の 栄 養 や 口 腔 の 健 康 に つ い て の 集

団 教 育 ， 母 親 の 喫 煙 が 胎 児 に 及 ぼ

す 影 響 , 産 後 の 赤 ち ゃ ん と の 生

活 ， 沐 浴 な ど の 実 技 を 行 い 不 安 の

解 消 を 図 り ま す 。  

【 母 親 学 級 】  

開 催 回 数 ： 9 回  

受 講 者 数 ： 138 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 2 回 コ ー ス で の 実 施  

【 両 親 学 級 】  

開 催 回 数 ： 14 回  

受 講 者 数 ： 477 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い ，

緊 急 事 態 宣 言 期 間 中 は 中 止  

健 康 推 進 課 

乳 児 家 庭 全 戸

訪 問 事 業 （ こ

ん に ち は 赤 ち

ゃん訪問）（再

掲）  

助 産 師 等 が 生 後 4 か 月 ま で の 乳

児 の い る 家 庭 を 訪 問 し ， 助 言 を 行

い な が ら 各 家 庭 の 状 況 に 合 っ た 育

児 支 援 を 行 い ， 不 安 の 解 消 を 図 り

ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 
健 康 推 進 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

産後ケア事業  

育 児 不 安 を 抱 え る 産 婦 及 び 乳 児

に 対 し ， 母 親 の 休 養 や 助 産 師 に よ

る 授 乳 相 談 ・ 育 児 相 談 な ど 心 身 の

ケ ア 及 び 育 児 サ ポ ー ト を 行 い ， 安

心 し て 子 育 て が で き る 支 援 体 制 の

確 保 に 努 め ま す 。  

利 用 申 請 者 数 ： 277 人  

【 デ イ サ ー ビ ス 】  

利 用 者 数 (実 人 数 )： 114 人  

利 用 者 数 (延 べ 人 数 )： 271 人  

 

 

【 シ ョ ー ト ス テ イ 】  

利 用 者 数 (実 人 数 )： 13 人  

利 用 者 数 (延 べ 人 数 )： 14 人  

※ シ ョ ー ト ス テ イ は 令 和 2 年 12 月

か ら 実 施  

健 康 推 進 課 

わ く わ く 育 児

教室  

乳 幼 児 期 の 様 々 な 成 長 過 程 の 課

題 を 理 解 し ， 育 て 方 の 工 夫 や 子 育

て に 関 す る 考 え 方 ， 知 識 を 学 ぶ 機

会 を 提 供 し ま す 。 ６ ～ ８ か 月 を 対

象 に し た ク ラ ス で は ， 口 腔 の 発 達

を 視 点 と し た 離 乳 食 の 与 え 方 や 生

活 リ ズ ム に つ い て 集 団 教 育 を 実 施

し ま す 。 １ 歳 ～ １ 歳 ２ か 月 を 対 象

と し た ク ラ ス で は ， 子 ど も の 成

長 ， 発 達 に あ わ せ た 食 事 や ， 虫 歯

予 防 の 基 礎 知 識 を 中 心 に 実 技 を 交

え て 実 施 し ま す 。  

【 こ あ ら ク ラ ス 】  

開 催 回 数 ： 8 回  

受 講 者 数 ： 137 組  

【 ら い お ん ク ラ ス 】  

開 催 回 数 ： 8 回  

受 講 者 数 ： 92 組  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 緊 急 事 態 宣 言 期 間 中 は 中 止  

健 康 推 進 課 

乳 幼 児 施 設 連

絡 会 (地域ネ ッ

ト ワ ー ク づ く

り )  

市 の 福 祉 圏 域 （ ８ 圏 域 ） を 意 識

し ， 乳 幼 児 施 設 連 絡 会 等 を 活 用 し

て 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 行

い ま す 。  

乳 幼 児 施 設 連 絡 会 ： 各 施 設 年 1～ 2

回  

児 童 青 少 年 課 
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（３）相談支援の充実  

子育て家庭の不安をやわらげるため，子育て支援の中核的役割を担う子ども家庭支

援センターすこやかとともに，各家庭の状況に応じた事業の利用支援や様々な相談に

応じられるよう支援の充実を図ります。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

こどもの相談室 

（再掲）  

言 語 の 発 達 や 心 理 面 ・ 運 動 機 能

面 で 経 過 観 察 が 必 要 な 乳 幼 児 及

び ， 育 児 の 悩 み や 不 安 を 持 つ 保 護

者 に 対 し ， 具 体 的 に 育 児 の 上 で の

問 題 や 遊 び 方 へ の 指 導 と 助 言 を 行

い ま す 。  

【 こ こ ろ の 相 談 】  

実 施 回 数 ： 114 回  

利 用 者 数 ： 240 人  

【 こ と ば の 相 談 】  

実 施 回 数 ： 73 回  

利 用 者 数 ： 205 人  

【 う ん ど う の 相 談 】  

実 施 回 数 ： 7 回  

利 用 者 数 ： 14 人  

【 グ ル ー プ ワ ー ク 】  

実 施 回 数 ： 62 回  

利 用 者 数 ： 703 人  

健 康 推 進 課 

食 事 な ん で も

相談  

栄 養 士 に よ る 食 事 に 関 す る 個 別

相 談 を 行 い ま す 。  

開 催 回 数 ： 14 回  

相 談 者 数 ： 68 人  健 康 推 進 課 

地 域 健 康 相

談・健康教育  

児 童 館 や 学 童 ク ラ ブ ， 保 育 園 ，

幼 稚 園 な ど に 出 向 き ， 命 の 大 切 さ

や 喫 煙 に つ い て の 健 康 教 育 を し な

が ら ， 親 子 の 健 康 相 談 の 場 を 持

ち ， 地 域 の 仲 間 づ く り の き っ か け

の 場 を 提 供 し ま す 。  

開 催 回 数 ： ５ 回  

相 談 者 数 ： 168 人  

健 康 推 進 課 

英 語 版 健 診 案

内 ， 電 子 翻 訳

機（再掲）  

外 国 人 の 子 育 て 家 庭 等 と 円 滑 な

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 必 要 な

支 援 を 行 え る よ う 母 国 語 で の 対 応

や 国 際 交 流 協 会 と の 連 携 を 図 り ま

す 。  

英 語 版 健 診 票 翻 訳 機 を 導 入 し ， 窓 口

や 相 談 ， 各 事 業 に お い て 活 用  

国 際 交 流 協 会 の 通 訳 ・ 翻 訳 派 遣 事 業

を 必 要 時 ， 対 象 者 に 紹 介  

健 康 推 進 課 
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（４）児童虐待防止対策の充実  

こんにちは赤ちゃん訪問や乳幼児健康診査等を通じて，育児に不安や困難を抱える

保護者を把握するとともに，保護者の気持ちに寄り添いながら，個別相談や親同士の

ミーティング等でメンタル面のケアを行い，負担感の軽減に努めることで虐待に移行

しないよう未然に防ぎます。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

親子のメンタ

ルケア相談

（再掲）  

育 児 不 安 や 育 児 困 難 を 訴 え て い

る 母 親 を 対 象 と し ， 育 児 の 大 変 さ

を 共 有 し 合 う こ と で ， 育 児 の 負 担

感 を 軽 減 す る た め に グ ル ー プ ワ ー

ク を 実 施 し ま す 。  

【 親 と 子 の メ ン タ ル ケ ア 相 談 】  

開 催 回 数 ： 20 回  

参 加 人 数 ： 105 人  

※ 参 加 者 数 は ， 親 と 子 の 合 計  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ２ 年 ３ 月 ５ 日 か ら 同 年 5 月

31 日 ま で 相 談 を 中 止 し た 。  

【 親 と 子 の メ ン タ ル ケ ア 相 談 （ 第 ２

グ ル ー プ ）】  

開 催 回 数 ： 10 回  

参 加 人 数 ： 84 人  

※ 参 加 者 数 は ， 親 と 子 の 合 計  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 2 年 3 月 11 日 か ら 同 年 5

月 31 日 ま で 相 談 を 中 止 し た 。  

健 康 推 進 課 

訪問・来所・

電話等による

相談  

保 健 師 等 の 専 門 職 が ， 育 児 や 子

ど も の 成 長 発 達 ， 保 護 者 の 体 調 な

ど の 相 談 に の り な が ら ， 子 育 て サ

ー ビ ス を 案 内 し た り ， 関 係 機 関 と

連 携 し な が ら 支 援 を 行 い ま す 。  

訪 問 実 数 ： 752 人  

訪 問 延 べ 数 ： 1 ,072 人  

来 所 相 談 数 ： 1 ,608 人  

電 話 相 談 数 ： 3 ,017 人   

そ の 他 相 談 数 ： 155 人  

健 康 推 進 課 

乳児家庭全戸

訪問事業（こ

んにちは赤ち

ゃん訪問）（再

掲）  

助 産 師 等 が 生 後 4 か 月 ま で の 乳

児 の い る 家 庭 を 訪 問 し ， 助 言 を 行

い な が ら 各 家 庭 の 状 況 に 合 っ た 育

児 支 援 を 行 い ， 不 安 の 解 消 を 図 り

ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 
健 康 推 進 課 

養育支援訪問

事業（再掲）  

養 育 支 援 が 特 に 必 要 な 家 庭 を 訪

問 し て ， 児 童 虐 待 の 発 生 を 予 防 す

る と と も に ， 家 庭 に お け る 安 定 し

た 児 童 の 養 育 が 可 能 と な る よ う 保

護 者 の 育 児 ， 家 事 等 の 養 育 能 力 を

向 上 さ せ る た め の 支 援 （ 相 談 支

援 ， 育 児 ・ 家 事 援 助 等 ） を 行 い ま

す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

子 ど も 政 策 課 
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（５）地域子ども・子育て支援事業  

子ども・子育て支援事業計画に掲げる確保方策に基づき，母子保健に関わる地域子

ども・子育て支援事業を実施します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

利用者支援事

業  

多 様 な 教 育 ・ 保 育 や 事 業 が 用 意

さ れ ， 待 機 児 童 の 解 消 等 の た め に

そ れ ら を 個 々 の ニ ー ズ に 応 じ て 確

実 に 提 供 す る べ く ， 子 ど も や 保 護

者 が そ れ ら の 中 か ら 自 分 の 家 庭 に

一 番 ふ さ わ し い メ ニ ュ ー を ， 確 実

か つ 円 滑 に 利 用 で き る よ う な コ ー

デ ィ ネ ー ト 機 能 を 担 う 事 業 で す 。

子 ど も や 保 護 者 の 身 近 な 場 所 で 支

援 を 行 い ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

子 ど も 政 策 課 

保 育 課 

健 康 推 進 課 

乳児家庭全戸

訪問事業（こ

んにちは赤ち

ゃん訪問）（再

掲）  

助 産 師 等 が 生 後 4 か 月 ま で の 乳

児 の い る 家 庭 を 訪 問 し ， 助 言 を 行

い な が ら 各 家 庭 の 状 況 に 合 っ た 育

児 支 援 を 行 い ， 不 安 の 解 消 を 図 り

ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 
健 康 推 進 課 

妊婦健康診査  

（再掲）  

健 康 診 査 に よ り ， 健 康 管 理 及 び

保 健 指 導 を 行 う こ と で 妊 産 婦 及 び

乳 児 の 死 亡 率 の 低 下 を 図 り 母 子 の

健 康 と 健 全 な 養 育 環 境 を 確 保 し ま

す 。  

1 回 目 の 健 診 受 診 者 数 ： 1 ,688 人  

 

健 康 推 進 課 
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■数値目標（一覧）■  

  令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 
目標  

（ 令和 6 年 度 ） 

平 成 3 0 年 度 

（計画策定時の現状） 

妊 婦 健 診 受

診 率  
94 .88%         上 げ る  96 .90% 

ゆ り か ご 調

布  

実 施 率  

100 .10%         100 .00% 93 .40% 

こ ん に ち は

赤 ち ゃ ん  

訪 問 実 施 率 

85 .30%         100 .00% 96 .30% 

う 歯 の な い

子 ど も の 割

合  

（ １ 歳 ６ か 月 児 ） 

99 .30%         上 げ る  99 .50% 

う 歯 の な い

子 ど も の 割

合  

（ ３ 歳 児 ） 

94 .90%         上 げ る  93 .60% 
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３  子どもの貧困対策計画  

事業実績一覧  

（令和 2 年度から令和 6 年度）  
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（１）教育支援  

すべての子どもが意欲的に勉学に励み，将来，子どもたちが希望する進路に進み，

多様な職業の選択ができるよう，乳幼児期の保育・教育の確保をはじめ，学習環境の

整備や教育の機会均等の確保，教育費の負担軽減など総合的な対策を進めます。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

母 子 ・ 父 子 福

祉 資 金 の 貸 付

（ 就 学 支 度 資

金 ・ 修 学 資

金）  

ひ と り 親 家 庭 の 子 ど も た ち の 進

学 と 自 立 に 向 け た 取 組 を 支 援 す る

た め ， 20 歳 未 満 の 子 を 養 育 し て

い る ひ と り 親 家 庭 に 高 校 ・ 大 学 等

へ 入 学 す る 際 に 必 要 な 資 金 や 修 学

に 必 要 な 資 金 を 無 利 子 で 貸 し 付 け

ま す 。  

【 母 子 福 祉 資 金 貸 付 状 況 】  

就 学 支 度 資 金 ：  

10 件 ， 3 ,710 ,00 0 円  

修 学 資 金 ： 27 件 ， 14 ,089 ,920 円  

【 父 子 福 祉 資 金 貸 付 状 況 】  

就 学 支 度 資 金 ： 2 件 ， 791 ,500 円  

修 学 資 金 ： 4 件 ， 1 ,914 ,600 円  

 

子 ど も 家 庭 課 

女 性 福 祉 資 金

の 貸 付 （ 就 学

支 度 資 金 ・ 修

学資金）  

配 偶 者 が い な い 女 性 が 扶 養 し て

い る 世 帯 の 子 ど も た ち の 進 学 と 自

立 に 向 け た 取 組 を 支 援 す る た め ，

対 象 と な る 子 の 高 校 ・ 大 学 等 へ 入

学 す る 際 に 必 要 な 資 金 や 修 学 に 必

要 な 資 金 を 無 利 子 で 貸 し 付 け ま

す 。  

【 女 性 福 祉 資 金 貸 付 状 況 】  

就 学 支 度 資 金  

0 件 ， 0 円  

修 学 資 金  

0 件 ， 0 円  

 

 

 

子 ど も 家 庭 課 

子 ど も ・ 若 者

総 合 支 援 事 業

「ここあ」（子

ど も の 学 習 支

援事業）  

経 済 的 に 困 難 を 抱 え る 世 帯 の 子

ど も た ち の 学 力 向 上 や 進 学 を 支 援

す る こ と を 目 的 に 中 学 生 等 を 対 象

と し た 学 習 支 援 事 業 を 行 い ま す 。  

【 学 習 支 援 事 業 （ 子 ど も 家 庭 課 ）】  

登 録 者 数 ： 61 人  

利 用 者 数 ： 1 ,469 人  

学 習 ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 数 ： 125 人  

【 子 ど も の 学 習 ・ 生 活 支 援 事 業 （ 生

活 福 祉 課 ）】  

困 窮 世 帯 利 用 人 数 ： 35 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 931 回  

 

子 ど も 家 庭 課 

生 活 福 祉 課 

保 育 園 等 の 保

育料負担軽減  

保 育 園 等 の 保 育 料 を 国 基 準 の 保

育 料 の 半 額 程 度 に 設 定 し て 子 育 て

家 庭 を 経 済 的 に 支 援 し ま す 。  

 

 

保 育 課 

幼 稚 園 ・ 保 育

園 等 と 小 学 校

との連携  

幼 稚 園 や 保 育 園 等 か ら 小 学 校 へ

ス ム ー ズ に 入 学 で き る よ う に ， そ

れ ぞ れ の 関 係 者 が 直 接 的 に 交 流 す

る こ と に よ り 子 ど も た ち の 健 全 な

育 ち を 支 え る 連 携 体 制 を 構 築 し ま

す 。  

幼 保 小 連 携 推 進 会 議 の 開 催 ： 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た め

中 止  

 

 

 

 

保 育 課 

指 導 室 

３  子どもの貧困対策計画  



 

55 

 

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

受 験 生 チ ャ レ

ン ジ 支 援 貸 付

（再掲）  

一 定 所 得 以 下 の 世 帯 の 子 ど も た

ち の 進 学 に 向 け た 取 組 を 支 援 す る

た め ， 中 学 校 ３ 年 生 ， 高 校 ３ 年 生

ま た は こ れ に 準 じ る 方 （ 高 校 中 途

退 学 者 ， 高 卒 認 定 試 験 合 格 者 ， 定

時 制 高 校 ４ 年 生 ， 浪 人 生 等 ） を 養

育 し て い る 世 帯 に 学 習 塾 等 の 受 講

料 や 高 校 ・ 大 学 等 の 受 験 料 を 無 利

子 で 貸 し 付 け ま す 。 高 校 ・ 大 学 等

に 入 学 し た 場 合 は 返 済 が 免 除 に な

り ま す 。  

 

 

 

 

【 学 習 塾 等 受 講 料 】  

中 学 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 56

件  

高 校 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 37

件  

※ 貸 付 限 度 額 は 200 ,000 円  

【 受 験 料 貸 付 金 】  

中 学 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 61

件  

※ 貸 付 限 度 額 は 27 ,400 円 （ 1 回 当 た

り 23 ,000 円 限 度 4 回 ま で ）  

高 校 3 年 生 と そ れ に 準 じ る 人 ： 53

件  

※ 貸 付 限 度 額 は 80 ,000 円 （ 1 回 当 た

り の 上 限 ・ 回 数 制 限 な し ）  

 

福 祉 総 務 課 

生 活 保 護

（ 小 ・ 中 学

生）  

入 学 準 備 金 ， 教 材 代 ， 学 校 給 食

費 ， 交 通 費 等 を 支 給 し ま す 。  

支 給 延 べ 人 数 ： 790 人  

 

 

 

生 活 福 祉 課 

生 活 保 護 （ 高

校生）  

入 学 検 定 料 ， 高 校 等 入 学 準 備

金 ， 教 材 代 ， 交 通 費 ， 授 業 料 等 を

支 給 し ま す 。  

支 給 人 数 ： 33 人  

 

 

 

生 活 福 祉 課 

生 活 保 護 （ 次

世 代 育 成 支 援

プ ロ グ ラ ム

他）  

小 ・ 中 ・ 高 校 生 を 対 象 と し た 通

塾 代 ， 大 学 等 受 験 費 用 ， 大 学 進 学

準 備 金 等 を 助 成 し ま す 。  

【 学 習 環 境 整 備 支 援 費 】  

小 学 生 ： 12 件 ， 951 ,039 円  

中 学 生 ： 13 件 ， 1 ,648 ,171 円  

高 校 生 ： 3 件 ， 500 ,000 円  

【 大 学 等 進 学 支 援 費 】  

0 件  

 

生 活 福 祉 課 

障害児通園事

業（児童発達

支援）  

（再掲）  

専 門 的 支 援 を 必 要 と す る 障 害 の

あ る 3～ 5 歳 児 を 対 象 に ， 児 童 発

達 支 援 を 実 施 し ， 子 ど も の 特 性 に

応 じ た 個 別 的 療 育 プ ロ グ ラ ム を 提

供 し ， 社 会 的 能 力 ， 認 知 能 力 ， 運

動 ・ 活 動 能 力 等 の 育 ち を 支 援 し ま

す 。  

・ 定 員 ： １ 日 40 人  

・ 実 施 時 間 ： 午 前 9 時 30 分 ～ 午 後

2 時 30 分  

・ 日 数 ： 週 ５ 日 （ 月 ～ 金 曜 日 ）  

開 所 日 数 ： 239 日  

延 べ 人 数 ： 6 ,225 人  

在 籍 児 童 数 ： 39 人  

手 帳 な し ： 20 人  

手 帳 あ り ： 19 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 令 和 ２ 年 ４ 月 １ ３ 日 か ら 同 年 ５

月 ３ １ 日 ま で 通 園 事 業 を 縮 小 し ， 登

園 の 自 粛 を 依 頼 し た う え で ， 自 宅 で

の 養 育 が 難 し い 子 ど も の み 受 け 入 れ

た ほ か ， 令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 か ら 同 年

７ 月 ３ １ 日 ま で は ， 分 散 登 園 や 時 間

短 縮 を し て 通 園 事 業 を 実 施  

 

 

子 ど も 発 達 セ ン ター 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

就学援助制度  

経 済 的 理 由 に よ り 就 学 困 難 な 児

童 ・ 生 徒 の 保 護 者 に 対 し て ， 教 育

費 の 一 部 を 援 助 し ま す 。  

【 小 学 校 】  

支 給 額 ： 82 ,016 ,970 円  

支 給 対 象 児 童 生 徒 数 （ 要 保 護 ）： 35

人  

支 給 対 象 児 童 生 徒 数 （ 準 要 保 護 ）：

1 ,028 人  

【 中 学 校 】  

支 給 額 ： 54 ,218 ,104 円  

支 給 対 象 児 童 生 徒 数 （ 要 保 護 ）： 26

人  

支 給 対 象 児 童 生 徒 数 （ 準 要 保 護 ）：

534 人  

学 務 課 

日 本 語 指 導 教

室（再掲）  

外 国 に ル ー ツ が あ る ， ま た は 帰

国 子 女 等 に あ た る 児 童 ・ 生 徒 に 対

し ， 日 本 語 指 導 等 を 行 い ， 学 校 生

活 へ の 早 期 適 応 を 図 り ま す 。  

在 籍 人 数 ： 56 人  

実 施 回 数 ： 65 回  

指 導 室 

読 書 習 慣 の 形

成支援  

「 第 ３ 次 調 布 市 子 ど も 読 書 活 動

推 進 計 画 」 に 基 づ き ， 子 ど も の 発

達 段 階 に 応 じ た 読 書 環 境 を 整 備

し ， 読 書 を 楽 し む き っ か け が 得 ら

れ る よ う な 事 業 を 実 施 し ま す 。 ま

た ， 誰 も が 読 書 や 調 査 が で き る よ

う ， 音 訳 ， 点 訳 ， 対 面 朗 読 ， 宅 配

な ど を 行 い ま す 。  

児 童 サ ー ビ ス 事 業 と し て ブ ッ ク ス タ

ー ト ， 幼 児 か ら 小 学 生 の お は な し

会 ， 0・ 1・ 2 歳 児 の お は な し 会 ， 保

育 園 児 ・ 幼 稚 園 児 へ の お は な し 会 ，

子 ど も 発 達 セ ン タ ー で の お は な し

会 ， 出 張 お は な し 会 ， 適 応 指 導 教 室

「 太 陽 の 子 」 と の 協 力 事 業 ， 小 学 生

読 書 会 ， 子 ど も の 本 に 親 し む 会 ， 絵

本 の 読 み 聞 か せ 講 座 ， 小 ・ 中 学 生 と

の 協 力 事 業 ， 中 学 生 通 信 の 発 行 ， 高

校 生 通 信 の 発 行 ， 出 張 講 座 等 を 実 施

し た 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大

防 止 の た め ， 読 み 聞 か せ 交 流 会 は 中

止 し た 。  

図 書 館 で 作 成 し た リ ス ト 掲 載 の 児

童 書 を 音 訳 し た 。 障 害 の あ る 子 ど も

や 関 連 団 体 へ 布 の 絵 本 ・ 遊 具 の 貸 出

し を 行 っ た 。 産 前 産 後 の 方 へ の 宅 配

を 行 っ た 。  

図 書 館 

教 育 支 援 資 金

の 貸 付 （ 生 活

福 祉 資 金 制

度）  

所 得 の 少 な い 世 帯 の 方 が 高 校 ・

大 学 等 へ 入 学 す る 際 に 必 要 な 資 金

や 修 学 に 必 要 な 資 金 を 無 利 子 で 貸

し 付 け ま す 。  

福 祉 資 金 ・ 教 育 支 援 資 金 相 談 件 数 ：

511 件  

教 育 支 援 資 金 貸 付 件 数 ： 12 件  調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 
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（２）生活の安定に資するための支援  

生活に窮する子育て家庭における経済的負担の軽減や健康管理意識の啓発，子育て

に関する支援を総合的に行います。また，地域や学校，家庭が相互に連携して，子ど

もの生活習慣の改善や居場所づくりを推進するとともに，子ども食堂の実施等，子ど

もの居場所づくりを行う民間活力を積極的に支援します。複雑化・多様化する児童相

談に適切に対応できるよう，関係機関との連携はもとより，相談員の対応力の向上を

図ります。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

母 子 ・ 父 子 自

立 支 援 員 に よ

る相談支援  

（再掲）  

ひ と り 親 家 庭 の 生 活 上 の 相 談

と ， そ の 自 立 に 必 要 な 援 助 や ， 職

業 能 力 の 向 上 及 び 求 職 活 動 に 関 す

る 支 援 を 行 い ま す 。  

 

相 談 人 数 ： 356 人  

相 談 回 数 ： 1 ,447 回  

子 ど も 家 庭 課 

子 育 て 支 援 サ

ー ビ ス 相 談 員

に よ る 相 談 支

援  

転 入 や 出 生 を は じ め ， 各 種 手 続

き の た め 来 所 し た 子 育 て 家 庭 に 対

し ， 市 内 の 子 育 て 支 援 情 報 等 を 提

供 す る ほ か ， 必 要 と 思 わ れ る サ ー

ビ ス の 丁 寧 な 説 明 を 行 い ， 支 援 を

必 要 と す る 家 庭 に 対 し ， 母 子 ・ 父

子 自 立 支 援 員 や 母 子 ・ 父 子 就 労 支

援 専 門 員 等 ， 各 関 係 機 関 に つ な ぎ

ま す 。  

窓 口 対 応 者 数 ： 8 ,800 人  

窓 口 受 付 件 数 ： 8 ,690 件  

内 訳  

転 入 ： 782 件  

転 出 ： 570 件  

転 居 ： 524 件  

出 生 ： 1 ,322 件  

ひ と り 親 ： 2 ,534 件  

そ の 他 ： 2 ,958 件  

 

子 ど も 家 庭 課 

ひ と り 親 家 庭

ホ ー ム ヘ ル プ

サービス  

（再掲）  

ひ と り 親 家 庭 と な っ た 直 後 や 就

労 に 向 け た 訓 練 を 受 講 す る 場 合 ，

ま た ， 親 が 一 時 的 な 病 気 な ど で 家

事 や 育 児 な ど の 日 常 生 活 に 支 障 を

き た し て い る 家 庭 へ ホ ー ム ヘ ル パ

ー を 派 遣 し ， 食 事 の 世 話 ， 育 児 な

ど を 行 い ま す 。  

母 子 世 帯 派 遣 ： 2 世 帯  

父 子 世 帯 派 遣 ： 0 世 帯  

派 遣 回 数 合 計 ： 25 回  

 子 ど も 家 庭 課 

子 ど も ・ 若 者

総 合 支 援 事 業

「ここあ」（ひ

と り 親 の 相 談

支援事業）  

ひ と り 親 家 庭 等 が 生 活 の 中 で 直

面 す る 課 題 の 解 決 や 子 ど も の 精 神

的 安 定 を 図 り ， 地 域 で の 生 活 を 総

合 的 に 支 援 し ま す 。  

相 談 件 数 ： 175 件  

相 談 回 数 2 ,376 回  

子 ど も 家 庭 課 

一 時 預 か り 保

育  

保 護 者 の 断 続 的 な 就 労 ， 職 業 訓

練 ， 就 学 の た め や ， 保 護 者 の 傷

病 ・ 災 害 ・ 事 故 ・ 冠 婚 葬 祭 等 ， 緊

急 ・ 一 時 的 に 家 庭 内 で の 保 育 が 困

難 な 市 内 在 住 の 就 学 前 児 童 を 一 時

的 に 預 か り ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 
子 ど も 政 策 課 

保 育 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

利 用 者 支 援 事

業  

（再掲）  

多 様 な 教 育 ・ 保 育 や 事 業 が 用 意

さ れ ， 待 機 児 童 の 解 消 等 の た め に

そ れ ら を 個 々 の ニ ー ズ に 応 じ て 確

実 に 提 供 す る べ く ， 子 ど も や 保 護

者 が そ れ ら の 中 か ら 自 分 の 家 庭 に

一 番 ふ さ わ し い メ ニ ュ ー を ， 確 実

か つ 円 滑 に 利 用 で き る よ う な コ ー

デ ィ ネ ー ト 機 能 を 担 う 事 業 で す 。

子 ど も や 保 護 者 の 身 近 な 場 所 で 支

援 を 行 い ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

子 ど も 政 策 課 

保 育 課 

健 康 推 進 課 

子 育 て 短 期 支

援 事 業 （ シ ョ

ートステイ）  

子 育 て 短 期 支 援 （ シ ョ ー ト ス テ

イ ） 事 業 と は ， 保 護 者 が 疾 病 等 に

よ り 子 ど も の 養 育 が 困 難 に な っ た

場 合 ， 緊 急 一 時 的 に 預 か り ま す

（ 宿 泊 も 可 ）。 市 内 で は 子 ど も 家

庭 支 援 セ ン タ ー す こ や か ， 調 布 学

園 の ２ 施 設 で 実 施 し て い ま す （ 利

用 受 付 は 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー

す こ や か で 実 施 ）。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 

 

 

 
子 ど も 政 策 課 

養 育 支 援 訪 問

事業  

（再掲）  

養 育 支 援 が 特 に 必 要 な 家 庭 を 訪

問 し て ， 児 童 虐 待 の 発 生 を 予 防 す

る と と も に ， 家 庭 に お け る 安 定 し

た 児 童 の 養 育 が 可 能 と な る よ う 保

護 者 の 育 児 ， 家 事 等 の 養 育 能 力 を

向 上 さ せ る た め の 支 援 （ 相 談 支

援 ， 育 児 ・ 家 事 援 助 等 ） を 行 い ま

す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 

 

子 ど も 政 策 課 

子 育 て 短 期 支

援 事 業 （ ト ワ

イ ラ イ ト ス テ

イ）  

就 労 形 態 の 多 様 化 等 に よ り 保 護

者 の 帰 宅 が 遅 い 場 合 に ， 子 ど も を

平 日 午 後 ５ 時 ～ 午 後 10 時 ま で 預

か り ま す （ 会 員 登 録 制 ）。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 

 

子 ど も 政 策 課 

子 育 て 援 助 活

動 支 援 事 業

（ フ ァ ミ リ

ー ・ サ ポ ー

ト ・ セ ン タ

ー）  

子 育 て の 援 助 を 受 け た い 方 （ 依

頼 会 員 ） と 子 育 て の 援 助 を 行 い た

い 方 （ 協 力 会 員 ） に よ る 会 員 組 織

を 設 置 し ， 保 育 園 ・ 幼 稚 園 の 送 迎

や 一 時 的 な 保 育 等 ， 地 域 に お い て

会 員 同 士 が 子 育 て を 相 互 に 援 助 す

る 事 業 を 実 施 し ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 

 

 

 

 

 

子 ど も 政 策 課 

産 前 ・ 産 後 支

援 ヘ ル パ ー 事

業 （ ベ イ ビ ー

すこやか）（再

掲）  

心 身 の 負 担 感 の 軽 減 を 図 り ， 安

心 し て 産 前 ・ 産 後 を 過 ご せ る よ う

妊 産 婦 を 対 象 に 自 宅 に ヘ ル パ ー を

派 遣 し 家 事 育 児 を サ ポ ー ト し ま

す 。  

延 べ 訪 問 件 数 ： 871 件  

延 べ 利 用 時 間 数 ： 2 ,576 時 間  

 

 

 

 

子 ど も 政 策 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

幼 稚 園 の 預 か

り保育  

幼 稚 園 教 育 時 間 の 前 後 ， 保 育 を

希 望 す る 保 護 者 の ニ ー ズ に 応 え る

た め ， 在 園 児 を 幼 稚 園 に お い て 預

か り ， 保 育 を 実 施 し ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 で 記

載  

 

 

保 育 課 

放 課 後 児 童 健

全 育 成 事 業

（ 学 童 ク ラ

ブ）  

（再掲）  

保 護 者 が 就 労 等 に よ り 昼 間 家 庭

に い な い 小 学 １ 年 生 か ら ６ 年 生 ま

で の 児 童 に 対 し て ， 放 課 後 に 適 切

な 遊 び や 生 活 の 場 を 与 え ， そ の 健

全 育 成 を 図 る 事 業 で す 。 平 日 の 放

課 後 の ほ か ， 土 曜 日 ， 夏 休 み 等 の

三 季 休 業 中 に 実 施 し ま す 。  

定 員 数 ： 2 ,370 人  

在 籍 児 童 数 ： 2 ,260 人  

入 会 保 留 者 数 ： 234 人  

学 童 ク ラ ブ 施 設 数 ： 41 施 設  

※ 令 和 3 年 4 月 1 日 現 在  

 

 

 

 

児 童 青 少 年 課 

放 課 後 子 供 教

室 事 業 （ ユ ー

フォー）  

（再掲）  

放 課 後 の 学 校 施 設 を 利 用 し て ，

子 ど も た ち が 安 全 に 遊 べ る 場 所 を

提 供 し ， 楽 し く 自 由 に 遊 び な が

ら ， 異 な る 年 齢 の 子 ど も た ち の 交

流 を 図 り ， 社 会 性 や 想 像 力 を 養 う

こ と を 目 的 と し て 実 施 し ま す 。 小

学 １ 年 生 か ら ６ 年 生 ま で の 児 童 を

対 象 と し ， 保 護 者 の 就 労 に 関 わ ら

ず 利 用 で き る 事 業 で す 。  

登 録 児 童 数 ： 5 ,671 人  

延 べ 参 加 児 童 数 ： 96 ,004 人  

 

 

児 童 青 少 年 課 

子 ど も の 居 場

所  

づ く り 推 進 事

業  

市 内 に お い て 社 会 生 活 を 円 滑 に

営 む 上 で 困 難 を 有 す る 子 ど も ・ 若

者 へ の 居 場 所 提 供 事 業 に 要 す る 経

費 の 一 部 を 補 助 す る こ と に よ り ，

困 難 を 有 す る 子 ど も ・ 若 者 の 自 立

し た 社 会 生 活 を 促 進 し て い ま す 。  

交 付 団 体 数 ： 1 団 体  

交 付 金 額 ： 180 万 円  

 

児 童 青 少 年 課 

自 立 相 談 支 援

事業  

調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 に 委 託 し

て い る ワ ン ス ト ッ プ 型 相 談 窓 口

「 調 布 ラ イ フ サ ポ ー ト 」 に お い

て ， 様 々 な 相 談 支 援 や 関 係 機 関 と

の 連 絡 調 整 等 を 行 い ， 生 活 困 窮 者

の 自 立 を 支 援 し ま す 。  

新 規 相 談 受 付 件 数 ： 3 ,774 件  

支 援 プ ラ ン 作 成 件 数 ： 177 件  

就 労 支 援 対 象 者 数 ： 176 人  

就 職 者 数 ： 153 人  

就 労 準 備 支 援 対 象 者 数 ： 46 人  

 

 

生 活 福 祉 課 

家 計 改 善 支 援

事業  

生 活 困 窮 世 帯 を 対 象 に ， 日 常 の

お 金 の 使 い 方 を 見 直 し ， 収 入 の バ

ラ ン ス な ど の 助 言 を 行 い ま す 。  

家 計 改 善 支 援 対 象 者 数 ： 9 人  

 

 

 

生 活 福 祉 課 

生活保護（ケ

ースワーカー

による生活相

談・支援）  

生 活 保 護 受 給 者 に 対 し ， 世 帯 の

状 況 に 応 じ ， 自 立 に 向 け た 相 談 ・

支 援 を 行 い ま す 。  

母 子 世 帯 の 生 活 保 護 世 帯 数 ： 76 世 帯  

離 婚 ・ Ｄ Ｖ 等 母 子 家 庭 の 相 談 件 数 ：

29 件  

 

 

 

 

生 活 福 祉 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

住 ま い ぬ く も り

相 談 室  

子 育 て 家 庭 な ど の 様 々 な 事 情 に

よ り 住 ま い に お 困 り の 方 を 対 象

に ， す ま い サ ポ ー ト 調 布 ( 調 布 市

居 住 支 援 協 議 会 ) の 相 談 員 が 相 談

者 の 状 況 を う か が い な が ら ， 適 切

な 民 間 賃 貸 住 宅 の 情 報 の 提 供 や 福

祉 サ ー ビ ス ， 行 政 支 援 な ど を 紹 介

し ま す 。  

子 育 て 家 庭 の 相 談 実 施 件 数 ： 9 件  

子 育 て 家 庭 の 物 件 紹 介 数 ： 22 件  

住 宅 課 

 

（３）保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援  

保護者の就労と暮らしの安定に向け，就労に関する情報提供・相談体制を充実する

とともに，関係機関との連携を強化し，就労意欲のある人が働き場所を見つけやすい

環境づくりに努めます。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

ひ と り 親 家 庭

相談  

窓口強化事業  

母 子 ・ 父 子 就 労 支 援 専 門 員 が ，

ひ と り 親 家 庭 に 対 し て ， 職 業 能 力

の 向 上 や 求 職 活 動 等 就 業 に つ い て

の 相 談 ・ 支 援 を 行 い ま す 。 ハ ロ ー

ワ ー ク や 母 子 ・ 父 子 自 立 支 援 員 と

連 携 し ， 総 合 的 な 支 援 体 制 を 提 供

し ま す 。  

【 母 子 相 談 】  

相 談 件 数 ： 853 件 （ 実 人 数 は 139

人 ）  

自 立 支 援 計 画 書 作 成 ： 30 件  

就 職 件 数 ： 37 件  

【 父 子 相 談 】  

相 談 件 数 ： 3 件 （ 実 人 数 は 1 人 ）  

自 立 支 援 計 画 書 作 成 ： 0 件  

就 職 件 数 ： 0 件  

【 女 性 相 談 】  

相 談 件 数 ： 7 件 （ 実 人 数 は 5 人 ）  

※ 母 子 ・ 父 子 就 労 支 援 専 門 員 に よ る

就 労 支 援 と 同 内 容  

子 ど も 家 庭 課 

母 子 ・ 父 子 自

立支援  

プ ロ グ ラ ム 策

定事業  

母 子 ・ 父 子 就 労 支 援 専 門 員 が ，

児 童 扶 養 手 当 受 給 者 等 （ 生 活 保 護

受 給 者 を 除 く ） の 自 立 ・ 就 労 支 援

の た め に 個 々 の 状 況 ・ ニ ー ズ に 応

じ た 自 立 支 援 プ ロ グ ラ ム を 策 定

し ， 生 活 保 護 受 給 者 等 就 労 支 援 事

業 等 を 活 用 し ， ハ ロ ー ワ ー ク と の

連 携 の 下 ， 支 援 を 行 い ま す 。  

母 子 家 庭 及 び

父子  

家 庭 自 立 支 援

給付金事業  

母 子 家 庭 の 母 ま た は 父 子 家 庭 の

父 が ， 就 労 に 結 び つ き や す い 資 格

を 取 得 す る た め ， 以 下 の 支 援 を 行

い ま す 。  

・自立支援教育訓練給付金  

教 育 訓 練 を 受 講 し た 場 合 ， そ の

経 費 の 一 部 を 支 給 し ま す 。  

・高等職業訓練促進給付金  

就 労 に つ な が る 資 格 取 得 を 目 指

し ， 養 成 機 関 で 修 業 す る 場 合 ， 高

等 職 業 訓 練 促 進 給 付 金 を 支 給 し ，

生 活 の 負 担 の 軽 減 を 図 り ま す 。 養

成 機 関 を 修 了 し た 際 に 高 等 職 業 訓

練 修 了 支 援 給 付 金 を 支 給 し ま す 。  

母 子 家 庭 等 自 立 支 援 教 育 訓 練 給 付

金 ： 3 件 ， 94 ,052 円  

 

母 子 家 庭 等 高 等 職 業 訓 練 促 進 給 付

金 ： 10 件 ， 8 ,157 ,000 円  

 

母 子 家 庭 等 高 等 職 業 訓 練 促 進 給 付 金

（ 修 了 支 援 給 付 金 ）： 2 件 ， 100 ,000

円  

子 ど も 家 庭 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

ひ と り 親 家 庭

高 等 学 校 卒 業

程 度 認 定 試 験

合格支援事業  

高 校 を 卒 業 し て い な い ひ と り 親

家 庭 の 親 及 び そ の 子 が ， よ り 良 い

条 件 で の 就 職 や 転 職 に 向 け た 可 能

性 を 広 げ る た め ， 以 下 の 支 援 を 行

い ま す 。  

・ ひとり親家庭高卒認定試験合格

支援給付金  

高 卒 認 定 試 験 へ の 合 格 を 目 指 す

場 合 に ， 講 座 受 講 費 用 の 一 部 を 支

給 し ま す 。  

・ ひとり親家庭高卒認定試験合格

支援促進給付金  

ひ と り 親 家 庭 高 卒 認 定 試 験 合 格

支 援 給 付 金 を 受 給 し ， 子 ど も ・ 若

者 総 合 支 援 事 業 「 こ こ あ 」 の 学 習

支 援 事 業 を 併 用 し て 利 用 す る 場 合

に ， 給 付 金 を 支 給 し ， 生 活 の 負 担

の 軽 減 を 図 り ま す 。  

高 卒 認 定 試 験 合 格 支 援 促 進 給 付 金 ：

3 人 ， 935 ,000 円  

 

高 卒 認 定 試 験 合 格 支 援 給 付 金 （ 受 講

修 了 時 給 付 金 ）： 0 人 ， 0 円  

 

高 卒 認 定 試 験 合 格 支 援 給 付 金 （ 合 格

時 給 付 金 ）： 0 人 ， 0 円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子 ど も 家 庭 課 

子 ど も ・ 若 者

総 合 支 援 事 業

「ここあ」（親

の 学 習 支 援 事

業）  

経 済 的 に 困 難 を 抱 え る ひ と り 親

家 庭 の 親 や ， そ の 20 歳 未 満 の 子

ど も が 高 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 合 格

を 目 指 す た め の 学 習 支 援 を 行 い ま

す 。  

【 学 習 支 援 事 業 】  

登 録 者 数 ： 4 人  

利 用 者 数 ： 53 人  

学 習 ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 数 ： 1 人  

子 ど も 家 庭 課 

ひ と り 親 家 庭

通 信 制 高 校 卒

業 支 援 給 付 金

支給事業  

子 ど も の 安 定 し た 社 会 生 活 の 実

現 に 向 け た 取 組 を 支 援 す る た め ，

経 済 的 に 支 援 を 必 要 と す る ひ と り

親 家 庭 の 子 ど も が 通 信 制 高 校 及 び

サ ポ ー ト 校 に 在 籍 す る 場 合 に 給 付

金 を 支 給 し 学 費 等 の 負 担 を 軽 減 す

る こ と で 高 校 卒 業 を 支 援 し ま す 。  

利 用 者 ： 0 人  

給 付 額 ： 0 円  

子 ど も 家 庭 課 

母 子 ・ 父 子 福

祉 資 金 の 貸 付

（ 技 能 習 得 資

金 ・ 就 職 支 度

資金等）  

ひ と り 親 家 庭 の 就 労 と 自 立 に 向

け た 取 組 を 支 援 す る た め ， ひ と り

親 家 庭 の 親 に 起 業 や 就 職 ， 知 識 技

能 を 習 得 す る た め に 必 要 な 資 金 を

貸 し 付 け ま す 。  

【 母 子 福 祉 資 金 貸 付 状 況 】  

就 学 支 度 資 金 ： 10 件 ， 3 ,710 ,000 円  

修 学 資 金 ： 27 件 ， 14 ,089 ,920 円  

転 宅 資 金 ： 0 件 ， 0 円  

技 能 習 得 資 金 ： 1 件 ， 816 ,000 円  

他 貸 付 ０ 件  

【 父 子 福 祉 資 金 貸 付 状 況 】  

就 学 支 度 資 金 ： 2 件 ， 791 ,500 円  

修 学 資 金 ： 4 件 ， 1 ,914 ,600 円  

他 貸 付 ０ 件  

子 ど も 家 庭 課 

女 性 福 祉 資 金

の 貸 付 （ 技 能

習 得 資 金 ・ 就

職 支 度 資 金

等）  

配 偶 者 が い な い 女 性 の 就 労 と 自

立 に 向 け た 取 組 を 支 援 す る た め ，

親 や 子 ， 兄 弟 姉 妹 を 扶 養 し て い る

方 や 寡 婦 等 を 対 象 に ， 起 業 や 就

職 ， 知 識 技 能 を 習 得 す る た め に 必

要 な 資 金 を 貸 し 付 け ま す 。  

転 宅 資 金 ： 1 件 ， 223 ,000 円  

修 学 資 金 ： 0 件 ， 0 円  

他 貸 付 0 件  

子 ど も 家 庭 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

生 活 保 護 受 給

者等  

就 労 自 立 促 進

事業  

福 祉 と 就 労 の 一 体 化 事 業 の 一 環

と し て ， 調 布 市 庁 舎 内 に ハ ロ ー ワ

ー ク 窓 口 を 常 設 し ， 生 活 保 護 受 給

者 を は じ め ， 生 活 困 窮 者 ， 児 童 扶

養 手 当 受 給 者 等 に 対 す る 就 労 支 援

を 行 い ま す 。  

庁 内 ハ ロ ー ワ ー ク 等 に よ る 就 労 支 援

者 数 等  

支 援 対 象 者 数 ： 87 人  

就 職 者 数 ： 49 人  生 活 福 祉 課 

調 布 市 就 職 サ

ポート事業  

就 労 意 欲 が 低 く ， 就 労 が 困 難 な

生 活 保 護 受 給 者 及 び 生 活 困 窮 者 に

対 す る 就 労 意 欲 喚 起 ， 支 援 対 象 者

の 能 力 等 に あ わ せ た 求 人 先 の 開

拓 ， 求 人 情 報 の 提 供 や 面 接 支 援 ，

面 接 同 行 ， 職 場 定 着 サ ポ ー ト 等 の

就 労 支 援 を 行 い ま す 。  

【 民 間 職 業 紹 介 事 業 者 に よ る 意 欲 喚

起 事 業 ・ 求 人 開 拓 等 】  

支 援 対 象 者 数 ： 63 人  

就 職 者 数 ： 39 人  

 

生 活 福 祉 課 

女 性 に 向 け た

就労  

支援事業  

・「 女 性 の た め の 仕 事 ＆ 生 活 サ ポ

ー ト 相 談 」 な ど の 面 接 相 談 ， さ ら

に 女 性 の キ ャ リ ア 形 成 を テ ー マ と

し た グ ル ー プ 相 談 な ど ， 女 性 の 就

労 に 関 す る 相 談 を 実 施 し ま す 。  

・ 女 性 の 多 種 多 様 な 相 談 に 対 応

し ， 婦 人 相 談 員 ， 母 子 ・ 父 子 就 労

支 援 専 門 員 が 各 関 係 機 関 と 連 携 を

図 り な が ら 自 立 に 向 け た 就 労 支 援

を 行 い ま す 。  

【 女 性 の た め の 仕 事 ＆ 生 活 サ ポ ー ト

相 談 】  

相 談 枠 設 定 件 数 ： 50 件  

相 談 件 数 ： 38 件  

利 用 率 ： 76 .0％  

【 キ ャ リ ア 形 成 に 関 す る グ ル ー プ 相

談 】  

実 施 回 数 ： 2 回  

参 加 人 数 ： 5 人  

【 母 子 相 談 】  

相 談 件 数 ： 853 件 （ 実 人 数 は 139

人 ）  

自 立 支 援 計 画 書 作 成 ： 30 件  

就 職 件 数 ： 37 件  

【 女 性 相 談 】  

相 談 件 数 ： 7 件 （ 実 人 数 は 5 人 ）  

※ 母 子 ・ 父 子 就 労 支 援 専 門 員 に よ る

就 労 支 援 と 同 内 容  

男 女 共 同 参 画 

推 進 課 

子 ど も 家 庭 課 

ひ と り 親 家 庭 高

等 職 業 訓 練 促 進

資 金 貸 付 事 業  

高 等 職 業 訓 練 促 進 給 付 金 を 活 用

し て 養 成 機 関 に 在 学 し ， 就 職 に 有

利 な 資 格 の 取 得 を 目 指 す ひ と り 親

家 庭 の 親 に 対 し ， 入 学 準 備 金 ・ 就

職 準 備 金 を 貸 し 付 け ま す 。  

就 職 に 関 す る 一 定 の 条 件 を 満 た

し た 場 合 は 返 済 が 免 除 に な り ま

す 。  

新 規 相 談 ： 5 件  

申 請 ： 2 件  

貸 付 決 定 ： 4 件  

調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 
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（４）経済的支援  

子育て家庭等の生活基盤の安定に資するよう，各種手当，助成や貸付等に関する諸

制度について，活用促進のための制度周知や相談支援を推進し，経済的支援を必要と

する人たちに適切な支援を行います。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

ひ と り 親 家 庭

等 医 療 費 助 成

（再掲）  

ひ と り 親 家 庭 等 の 要 件 に 該 当 す

る 母 ， 父 ま た は 養 育 者 及 び 18 歳

に 達 す る 日 以 降 最 初 の ３ 月 31 日

ま で （ 中 程 度 以 上 の 障 害 が あ る 場

合 は ， 20 歳 未 満 ま で ） の 児 童

に ， 医 療 費 の 自 己 負 担 分 （ 課 税 世

帯 は ， 自 己 負 担 分 の 一 部 ） を 助 成

し ま す 。（ 生 活 保 護 受 給 者 ， 健 康

保 険 未 加 入 者 は ， 対 象 外 ） 所 得 制

限 が あ り ま す 。  

世 帯 数 ： 1 ,062 世 帯  

（ 非 課 税 の 母 子 家 庭 445， 父 子 家 庭

15， 養 育 家 庭 1）  

（ そ の 他 の 母 子 家 庭 553， 父 子 家 庭

40， 養 育 家 庭 8），  

対 象 者 ： 1 ,945 人  

（ 非 課 税 の 母 子 家 庭 1 ,024， 父 子 家

庭 35， 養 育 家 庭 1）  

（ そ の 他 の 母 子 家 庭 815， 父 子 家 庭

56， 養 育 家 庭 14），  

医 療 費 助 成 額 ： 65 ,527 ,72 6 円  

子 ど も 家 庭 課 

乳 幼 児 及 び 義 務

教 育  

就 学 児 医 療 費 助

成 事 業  

乳 幼 児 と 非 課 税 世 帯 の 義 務 教 育

就 学 児 の 医 療 費 の 全 部 ， 小 学 生 及

び 収 入 が 基 準 以 下 で あ る 世 帯 の 中

学 生 の 医 療 費 の 一 部 （ 通 院 時 自 己

負 担 額 を 除 い た 額 ） を 助 成 し て い

ま す 。  

【 乳 幼 児 医 療 費 助 成 】  

・ 所 得 制 限 内  

対 象 者 数 ： 11 ,368 人  

延 べ 助 成 件 数 ： 177 ,356 件  

医 療 費 助 成 額 ： 315 ,951 ,67 8 円  

・ 所 得 制 限 超 過  

対 象 者 数 ： 2 ,369 人  

延 べ 助 成 件 数 ： 32 ,696 件  

医 療 費 助 成 額 ： 57 ,990 ,51 7 円  

【 義 務 教 育 就 学 児 医 療 費 助 成 】  

・ 所 得 制 限 内  

対 象 者 数 ： 11 ,615 人  

延 べ 助 成 件 数 ： 128 ,565 件  

医 療 費 助 成 額 ： 291 ,036 ,17 1 円  

・ 所 得 制 限 超 過  

対 象 者 数 ： 3 ,345 人  

延 べ 助 成 件 数 ： 36 ,981 件  

医 療 費 助 成 額 ： 79 ,679 ,00 6 円  

 

子 ど も 家 庭 課 

児童手当  

子 育 て 家 庭 （ 中 学 校 修 了 前 （ 15

歳 到 達 後 の 最 初 の 年 度 末 ） ま で の

児 童 を 養 育 す る 家 庭 ） に 対 し て 手

当 を 支 給 し て い ま す 。  

【 児 童 手 当 】  

・ 15 ,000 円  

支 給 対 象 延 べ 児 童 数 ： 67 ,952 人  

支 給 額 ： 1 ,019 ,280 ,000 円  

・ 10 ,000 円  

支 給 対 象 延 べ 児 童 数 ： 191 ,666 人  

支 給 額 ： 1 ,916 ,660 ,000 円  

【 特 例 給 付 】  

支 給 対 象 延 べ 児 童 数 ： 82 ,958 人  

支 給 額 ： 414 ,790 ,000 円  

 

子 ど も 家 庭 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

児 童 扶 養 手 当

（再掲）  

ひ と り 親 家 庭 等 の 状 態 に あ っ

て ， 18 歳 に 達 し た 年 度 の ３ 月 末

日 ま で （ 中 程 度 以 上 の 障 害 が あ る

場 合 は 20 歳 未 満 ま で ） の 児 童 を

養 育 し て い る 方 に 手 当 を 支 給 し ま

す 。 所 得 制 限 が あ り ま す 。  

受 給 資 格 者 ： 998 人  

支 給 額 ： 489 ,519 ,160 円  

 

子 ど も 家 庭 課 

児童育成手当  

（ 障 害 手 当 ）

（再掲）  

身 体 障 害 者 手 帳 1 級 ・ 2 級 程

度 ， 愛 の 手 帳 1～ 3 度 程 度 ， 脳 性

麻 痺 ま た は 進 行 性 筋 萎 縮 症 の 障 害

を 持 つ 20 歳 未 満 の 児 童 を 養 育 し

て い る 方 に 手 当 を 支 給 し ま す 。 所

得 制 限 が あ り ま す 。  

対 象 児 童 ： 118 人  

支 給 額 ： 22 ,211 ,500 円  

子 ど も 家 庭 課 

児童育成手当  

（ 育 成 手 当 ）

（再掲）  

ひ と り 親 家 庭 等 の 状 態 に あ っ

て ， 18 歳 に 達 し た 年 度 の ３ 月 末

日 ま で の 児 童 を 養 育 し て い る 方 に

手 当 を 支 給 し ま す 。 所 得 制 限 が あ

り ま す 。  

対 象 児 童 ： 1 ,976 人  

支 給 額 ： 341 ,212 ,500 円  

子 ど も 家 庭 課 

母 子 ・ 父 子 福

祉 資 金 の 貸 付

（ 生 活 資 金 ・

転宅資金等）  

ひ と り 親 家 庭 の 生 活 の 自 立 を 支

援 す る た め ， 20 歳 未 満 の 子 を 養

育 し て い る ひ と り 親 家 庭 に 一 定 期

間 の 生 活 を 維 持 す る た め に 必 要 な

資 金 や 転 宅 に 必 要 な 資 金 等 を 貸 し

付 け ま す 。  

【 母 子 福 祉 資 金 貸 付 状 況 】  

就 学 支 度 資 金 ： 10 件 ， 3 ,710 ,000 円  

修 学 資 金 ： 27 件 ， 14 ,089 ,920 円  

転 宅 資 金 ： 0 件 ， 0 円  

技 能 習 得 資 金 ： 1 件 ， 816 ,000 円  

他 貸 付 ０ 件  

【 父 子 福 祉 資 金 貸 付 状 況 】  

就 学 支 度 資 金 ： 2 件 ， 791 ,500 円  

修 学 資 金 ： 4 件 ， 1 ,914 ,600 円  

他 貸 付 ０ 件  

※ 母 子 ・ 父 子 福 祉 資 金 の 貸 付 （ 技 能

習 得 資 金 ・ 就 職 支 度 資 金 等 ） と 同 内

容  

子 ど も 家 庭 課 

女 性 福 祉 資 金

の 貸 付 （ 生 活

資 金 ・ 転 宅 資

金等）  

配 偶 者 が い な い 女 性 の 生 活 の 自

立 を 支 援 す る た め ， 親 や 子 ， 兄 弟

姉 妹 を 扶 養 し て い る 方 や 寡 婦 等 を

対 象 に ， 一 定 期 間 の 生 活 を 維 持 す

る た め に 必 要 な 資 金 や 転 宅 に 必 要

な 資 金 等 を 貸 し 付 け ま す 。  

転 宅 資 金 ： 1 件 ， 223 ,000 円  

修 学 資 金 ： 0 件 ， 0 円  

他 貸 付 0 件  

※ 女 性 福 祉 資 金 の 貸 付 （ 技 能 習 得 資

金 ・ 就 職 支 度 資 金 等 ） と 同 内 容  

子 ど も 家 庭 課 

 

 

多胎児家庭に

おける育児用

品等購入費助

成事業  

 

 

 

 

子 ど も ・ 若 者 基 金 を 活 用 し て ，

多 胎 児 世 帯 に お け る 育 児 用 品 等 の

購 入 支 援 を 行 い ま す 。  

対 象 の 育 児 用 品 等  

多 胎 児 用 ベ ビ ー カ ー 又 は チ ャ イ

ル ド シ ー ト ， ラ ン ド セ ル ， 中 学 校

及 び 高 等 学 校 の 制 服  

件 数 及 び 金 額  

４ 件 ， 198 ,500 円  

子 ど も 政 策 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

緊 急 援 護 資 金

貸付  

低 所 得 世 帯 の 市 民 に 対 し ， 緊 急

を 要 す る 場 合 の 生 活 費 を 貸 し 付 け

ま す 。  

貸 付 件 数 ： 224 件  

貸 付 金 額 ： 10 ,927 ,000 円  生 活 福 祉 課 

住 居 確 保 給 付 金

の 支 給  

離 職 等 に よ り 経 済 的 に 困 窮 し ，

住 居 を 喪 失 し た 方 や 住 居 を 喪 失 す

る お そ れ の あ る 方 に 対 し ， 家 賃 相

当 額 （ 上 限 あ り ） を 求 職 活 動 中 有

期 で 支 給 し ま す （ 生 活 保 護 受 給 者

除 く ）。  

支 給 人 数 ： 415 人  

 

 

 

 

 

 

生 活 福 祉 課 

生 活 保 護 （ 生

活 費 等 の 法 内

援護）  

生 活 困 窮 者 で あ っ て ， 世 帯 の 収

入 が 国 で 定 め た 最 低 基 準 に 満 た な

い 場 合 ， 国 の 基 準 に 対 し 収 入 の 不

足 分 を 給 付 し ま す ( 現 物 給 付 含

む )。  

扶 助 費 ： 6 ,187 ,092 ,707 円  

 

 

 

 

生 活 福 祉 課 

母 子 栄 養 強

化 乳 製 品 支

給 扶 助 （ 再

掲）  

経 済 的 理 由 で 適 切 な 栄 養 の 摂 取

が 困 難 な 母 子 に 対 し ， 粉 ミ ル ク を

支 給 し ま す 。  

妊 産 婦 ： 0 件  

乳 幼 児 ： 12 件  
健 康 推 進 課 

妊 産 婦 ・ 乳

幼 児 保 健 指

導 票 交 付

（再掲）  

経 済 的 理 由 の あ る 妊 産 婦 ， 乳 幼

児 に 対 し 保 健 指 導 に 要 す る 費 用 を

公 費 で 負 担 し ま す 。  

妊 婦  

交 付 件 数 ： 0 件  

利 用 件 数 ： 0 件  

産 婦  

交 付 件 数 ： 0 件  

利 用 件 数 ： 0 件  

乳 幼 児  

交 付 件 数 ： 0 件  

利 用 件 数 ： 0 件  

健 康 推 進 課 

住 ま い ぬ く

も り 支 援 制

度  

・ 民 間 賃 貸 住 宅 仲 介 支 援 支 援 事 業  

市 内 の 民 間 賃 貸 住 宅 へ 転 居 す る 際

に ， 協 力 不 動 産 事 業 者 等 の 仲 介 を 利

用 し た 場 合 に ， そ の 仲 介 手 数 料 を 一

部 助 成 し ま す 。（ 限 度 額 6 万 ４ 千 円 ）  

・ 民 間 賃 貸 住 宅 家 賃 等 債 務 保 証 支 援

事 業  

保 証 人 と な る 方 が い な い こ と に よ

り 転 居 先 の 確 保 が 困 難 と な っ て い る

方 に 対 し ， 協 力 不 動 産 事 業 者 等 を 通

じ ， 民 間 保 証 会 社 を 利 用 し た 際 の 保

証 料 を 一 部 助 成 し ま す 。（ 限 度 額 ３ 万

２ 千 円 ）  

【 民 間 賃 貸 住 宅 仲 介 支 援 支 援 事

業 】  

交 付 件 数 ： 4 件  

交 付 金 額 ： 195 ,100 円  

 

【 民 間 賃 貸 住 宅 家 賃 等 債 務 保 証 支

援 事 業 】  

交 付 件 数 ： 3 件  

交 付 金 額 ： 62 ,200 円  

 

 

住 宅 課 

総 合 支 援 資 失 業 や 収 入 の 減 少 に よ り 日 常 生 相 談 件 数 ： 1 ,274 件  調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

金 の 貸 付

（ 生 活 支 援

費 ・ 一 時 生

活 再 建 費 ・

住 宅 入 居

費）  

活 全 般 に 困 難 を 抱 え た 低 所 得 世 帯

の 生 活 の 立 て 直 し の た め ， 一 時 的

な 資 金 を 無 利 子 で 貸 し 付 け ま す 。  

貸 付 件 数 ： 1 ,402 件  

※ コ ロ ナ ウ イ ル ス 特 例 貸 付 も 含

む 。  

生 活 福 祉 資

金の貸付  

日 常 生 活 を 送 る 上 で ， ま た は 自

立 し た 生 活 を 送 る た め に ， 一 時 的

に 必 要 で あ る と 見 込 ま れ る 資 金 を

無 利 子 で 貸 し 付 け ま す 。  

福 祉 費 ・ 教 育 支 援 資 金 相 談 件 数 ：

511 件  

福 祉 費 貸 付 件 数 ： 0 件  

調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 
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４  子ども・子育て支援事業計画  

事業実績一覧  

（令和 2 年度から令和 6 年度）  
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（１）保育園等待機児童対策  

保育部分の確保方策（新設の開所年度を基準としたもの）  

 
令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  令 和 ６ 年 度  

教 育 ・ 保 育 施 設  

（ 認 可 保 育 園 ，  

認 定 こ ど も 園 ）  

1 箇 所  3 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  ★  

事 業 実 績  1 箇 所      

★令和６年度の確保方策は，待機児童の状況を踏まえて検討します。  

※確保数は，開設予定年度の数値を記載しています。  

※調布市基本計画（令和元年から４年度）の計画期間中における施設整備数を確保する計

画としています。  

※教育・保育施設は 1 箇所あたり 90 人定員を想定しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  子ども・子育て支援事業計画  
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（２）幼児期の学校教育・保育の量の見込み，提供体制の確保達成状況  

令和２年度  

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計 施設数

691人 6,103人

676人 6,428人 91箇所

教育・保育施設 524人 5,768人 66箇所

地域型保育事業 7人 23人 2箇所

認可外保育施設 99人 446人 16箇所

その他 46人 191人 7箇所

-15人 325人

6人 145人 2箇所

教育・保育施設 8人 121人 2箇所

地域型保育事業 -6人 -18人 -1箇所

認可外保育施設 0人 0人 0箇所

その他 4人 42人 1箇所

682人 6,573人 93箇所

-9人 470人

12人 145人 2箇所

教育･保育施設 8人 121人 2箇所

地域型保育事業 -6人 -18人 -1箇所

認可外保育施設 0人 0人 0箇所

その他 10人 42人 1箇所

654人 6,521人 95箇所

632人 6,238人

613人 6,089人

19人 149人

2,847人

3,488人 15箇所

641人 15箇所

幼

稚

園

（

実

績

）

2,648人 14箇所

令和２年度

Ｆ－Ｅ 641人

72人

-12人 0人

0人 0人

32人 0人

3,571人

Ｄ－Ａ -24人 503人

431人

72人

内

訳

41人 72人

-12人 0人

0人

新規確保量実績 61人 72人

内

訳

41人

申込児童数（参考） 2,352人 3,254人

保

育

園

等

(

実

績

)

確保実績 2,312人 3,555人

幼

稚

園

（

計

画

）

量の見込み Ｅ 2,847人

確保方策 Ｆ 3,488人

利用児童数等（参考） 2,222人 3,254人

待機児童数数（参考） 130人 0人

確保実績 2,648人

0人

38人 0人

3,068人

令和元年度末確保量 Ｂ 2,253人 3,499人

内

訳

1,874人 3,370人

16人 0人

275人 72人

88人 57人

学齢

保

育

園

等

(

計

画

)

量の見込み Ａ 2,344人

新規確保量 Ｃ 67人

確保方策 Ｄ=Ｂ+Ｃ 2,320人

Ｂ－Ａ -91人

 

※小規模保育施設の認可化１箇所含む  

保育園等（計画）については，第２期調布っ子すこやかプラン（子ども・子育て支援事

業計画）の計画値となっているため，前年度確保実績とは乖離が生じます。また，保育園

等（実績）の確保実績は令和 2 年 4 月 1 日時点の保育園等の定員数と新規確保量の合計

に，毎年度の保育園等の定員変更により変動要因が含まれます。  

令和元年度に整備を行った教育・保育施設について，令和２年４月までに新規開設した

認可保育園が１園（既存園の分園化を含む。），小規模保育施設（地域型保育事業）から

の認可化移行が１園，全体として１０３人の定員拡大を図りました。また，その他の確保

実績として保育園の空きスペースや保育士人材を活用し，待機児童の１・２歳児を当該年

度限定で預かる年度限定型保育事業を 7 園（１・２歳児１２人利用）で実施，企業主導

型保育園 1 園の開設（０～２歳児各１０人）により４２人の定員増となりました。  
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（３）地域子ども・子育て支援事業  

■事業の概要■  

事業名称  概要  

①利用者支援事業  

多 様 な 教 育 ・ 保 育 や 事 業 が 用 意 さ れ ， 待 機 児 童 の 解 消 等 の た め に そ れ ら を 個 々 の

ニ ー ズ に 応 じ て 確 実 に 提 供 す る べ く ， 子 ど も や 保 護 者 が そ れ ら の 中 か ら 自 分 の 家

庭 に 一 番 ふ さ わ し い メ ニ ュ ー を ， 確 実 か つ 円 滑 に 利 用 で き る よ う な コ ー デ ィ ネ ー

ト 機 能 を 担 う 事 業 で す 。  

②時間外保育事業  

（延長保育事業）  

認 可 保 育 園 や 認 定 こ ど も 園 等 の 定 期 的 な 教 育 ・ 保 育 の 事 業 の 通 常 保 育 の 時 間 を 原

則 11 時 間 と し て い ま す が ， 保 護 者 の 労 働 時 間 や 通 勤 時 間 等 の 状 況 を 考 慮 し て ，

通 常 保 育 の 前 後 の 時 間 に ， 延 長 し て 保 育 を 行 い ま す 。  

③放課後児童健全育成事業 

（学童クラブ）  

保 護 者 が 就 労 等 に よ り 昼 間 家 庭 に い な い 小 学 校 １ 年 生 か ら ６ 年 生 ま で の 児 童 に 対

し て ， 放 課 後 等 の 適 切 な 遊 び や 生 活 の 場 を 提 供 し ， そ の 健 全 育 成 を 図 る 事 業 で

す 。  

④ 子 育 て 短 期 支 援 事 業 

（ショートステイ）  

保 護 者 が 疾 病 等 に よ り 子 ど も の 養 育 が 困 難 に な っ た 場 合 ， 緊 急 一 時 的 に 預 か り ま

す （ 宿 泊 も 可 ） 。 市 内 で は 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー す こ や か ， 調 布 学 園 の ２ 施 設

で 実 施 し て い ま す （ 利 用 受 付 は 子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー す こ や か で 実 施 ） 。  

⑤乳児家庭全戸訪問事業 

（こんにちは赤ちゃん訪問 ） 

助 産 師 等 が 生 後 4 か 月 ま で の 乳 児 の い る 家 庭 を 訪 問 し ， 助 言 を 行 い な が ら 各 家 庭

の 状 況 に 合 っ た 育 児 支 援 を 行 い ， 不 安 の 解 消 を 図 り ま す 。  

⑥養育支援訪問事業及

び要保護児童対策地域

協議会  

養 育 支 援 訪 問 事 業 で は ， 養 育 支 援 が 特 に 必 要 な 家 庭 を 訪 問 し て ， 児 童 虐 待 の 発 生

を 予 防 す る と と も に ， 家 庭 に お け る 安 定 し た 児 童 の 養 育 が 可 能 と な る よ う 保 護 者

の 育 児 ， 家 事 等 の 養 育 能 力 を 向 上 さ せ る た め の 支 援 （ 相 談 支 援 ， 育 児 ・ 家 事 援 助

等 ） を 行 い ま す 。  

要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 で は ， 要 保 護 児 童 等 へ の 適 切 な 支 援 を 図 る た め ， 情 報

の 交 換 や 支 援 に 関 す る 協 議 を 行 い ま す 。 構 成 機 関 代 表 者 に よ る 会 議 ， 実 務 者 に よ

る 会 議 の ほ か ， 個 別 ケ ー ス に 対 応 す る た め の 関 係 者 会 議 を 随 時 開 催 す る ほ か ， 当

該 協 議 会 の 枠 組 み を 通 じ ， 関 係 者 間 で 積 極 的 な 情 報 共 有 を 行 い ま す 。  

⑦地域子育て支援拠点事業 

（子育てひろば）  

地 域 の 身 近 な 場 所 で ， 子 育 て 中 の 親 子 の 交 流 や 仲 間 づ く り ， 育 児 相 談 等 を 行 う 事

業 で す 。  

⑧ 一 時 預 か り 保 育 ， 

子育て短期支援事業  

（トワイライトステイ）， 

子育て援助活動支援事業  

（ファミリー・サポート・センター） 

保 護 者 が 冠 婚 葬 祭 や 育 児 疲 れ 等 の 理 由 に よ り ， 家 庭 で の 保 育 が 一 時 的 に 困 難 と な

っ た 子 ど も に つ い て ， 主 と し て 昼 間 ， 保 育 園 そ の 他 の 場 所 に お い て ， 一 時 的 に 預

か る 事 業 で す 。  

⑨幼稚園の預かり保育 
幼 稚 園 教 育 時 間 の 前 後 ， 保 育 を 希 望 す る 保 護 者 の ニ ー ズ に 応 え る た め ， 在 園 児 を

幼 稚 園 に お い て 預 か り ， 保 育 を 実 施 し ま す 。  

⑩病児保育事業  

（ 病 児 ・ 病 後 児 保 育 ） 

病 気 の 急 性 期 ま た は 回 復 期 に あ っ て 集 団 保 育 を 受 け る こ と が 困 難 な 期 間 に あ り ，

児 童 が 保 護 者 の 勤 務 都 合 や 傷 病 等 で 育 児 が 困 難 な 場 合 に 児 童 を 一 時 的 に 病 児 ・ 病

後 児 保 育 室 で 預 か る 事 業 で す 。  

⑪妊婦に対して健康診

査を実施する事業（妊

婦健康診査）  

健 康 診 査 に よ り ， 健 康 管 理 及 び 保 健 指 導 を 行 う こ と で 妊 産 婦 及 び 乳 児 の 死 亡 率 の

低 下 を 図 り 母 子 の 健 康 と 健 全 な 養 育 環 境 を 確 保 し ま す 。  

⑫ 実 費 徴 収 に 係 る 補 足 

給付を行う事業  

保 護 者 の 世 帯 所 得 等 の 状 況 そ の 他 の 事 情 を 勘 案 し て ， 保 育 所 等 に 保 護 者 が 支 払 う

べ き 日 用 品 や 文 房 具 等 の 物 品 購 入 費 や 行 事 へ の 参 加 等 を 助 成 す る 事 業 で す 。  

⑬多様な事業者の参入

促進・ 能 力 活 用 事 業 

教 育 ・ 保 育 施 設 等 へ の 民 間 事 業 者 の 参 入 の 促 進 に 関 す る 調 査 研 究 ， そ の 他 多 様 な

事 業 者 の 技 術 ・ 知 識 等 を 活 用 し た 教 育 ・ 保 育 施 設 等 の 設 置 ま た は 運 営 を 促 進 す る

た め の 事 業 で す 。  
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■地域子ども・子育て支援事業達成状況  （事業別）■  

➀  利用者支援事業                           

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

1  
利 用 者 支 援 に 関

す る 事 業  

量 の 見 込 み  

利 用 者 支 援 事 業  
4 箇 所  4 箇 所  4 箇 所  4 箇 所  4 箇 所  

事 業 実 績            

確 保 方 策  

保 育 課 窓 口  
1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  

確 保 方 策  

子 ど も 家 庭 支 援  

セ ン タ ー す こ や か  

1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  

確 保 方 策  

保 健 セ ン タ ー  

（ 健 康 推 進 課 ）  

1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  

確 保 方 策  

市 内 児 童 館 １ １ 館  
11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  

確 保 量  

保 育 課 窓 口  
1 箇 所          

確 保 量  

子 ど も 家 庭 支 援  

セ ン タ ー す こ や か  

1 箇 所          

確 保 量  

保 健 セ ン タ ー  

（ 健 康 推 進 課 ）  

1 箇 所          

確 保 量  

市 内 児 童 館 １ １ 館  
11 箇 所          

確 保 量  

利 用 定 員 計  
3 ,495 人          

量の見込みに対する事業実績は，箇所数を満たしているため記載していません。  

保育課窓口では，保育に関する相談体制の拡充を図るとともに，様々な保育サービスの

提供を行えるように保育課窓口に保育コンシェルジュを配置ています。  

子ども家庭支援センターすこやかと保健センター（健康推進課）では，調布市子育て世

代包括支援センターとして，妊娠期から子育て期の切れ目のない包括的な相談支援等を行

っています。保健センター（健康推進課）では，新型コロナウイルス感染拡大防止対策と

して，令和３年３月よりオンラインによる母子健康手帳の交付や子育てに関する相談を始
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めました。  

 児童館では，全１１館において，子育てひろば事業を実施しています。また，令和８年

度までに順次，民間活力を活用し，公設公営４館を基幹型児童館，公設民営７館を地域型

児童館とします。基幹型児童館を拠点とし，引き続き調布市らしい児童館運営を継続しま

す。  

（新型コロナウイルス感染症対策のため，日曜日を臨時休館としている）  

 

②  時間外保育事業（延長保育事業）                    

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

2  

時 間 外 保 育 事 業

（ 延 長 保 育 事

業 ）  

量 の 見 込 み  

時 間 外 保 育 事 業

利 用 希 望 者  

5 ,635 人  5 ,681 人  5 ,650 人  5 ,639 人  5 ,630 人  

事 業 実 績  13,394 人         

確 保 方 策  

時 間 外 保 育 事 業

利 用 定 員 数  

認 可 保 育 園 の 定 員 数 拡 大 に 伴 う  

確 保 量            

ニーズ調査結果をもとに算出した量の見込みであるため，他の事業と比べて，実績と乖

離があります。令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により大幅に利用者は減

少しています。  

事業実績は公私立認可保育園の年間延べ利用者数であり，今後は，新設園開園による利

用児童数の増加から，事業実績も増える見込みです。  
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③  放課後児童健全育成事業（学童クラブ）・放課後子供教室事業（ユーフォー）  

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

3  

放 課 後 児 童 健 全

育 成 事 業  

（ 学 童 ク ラ ブ ）  

放 課 後 子 供 教 室

事 業  

（ ユ ー フ ォ ー ）  

 

 

★ 令 和 ６ 年 度 の

確 保 方 策 は ， 放

課 後 子 供 教 室 事

業 （ ユ ー フ ォ

ー ） と の 連 携 に

よ る 利 用 状 況 を

踏 ま え て 検 討  

 

量 の 見 込 み  

利 用 希 望 者  

（ 小 学 生 合 計 )  

2 ,477 人  2 ,542 人  2 ,590 人  2 ,644 人  2 ,704 人  

量 の 見 込 み  

利用希望者（１年生) 
840 人  879 人  863 人  894 人  909 人  

量 の 見 込 み  

利用希望者（２年生) 
745 人  772 人  802 人  796 人  825 人  

量 の 見 込 み  

利用希望者（３年生) 
582 人  576 人  606 人  633 人  629 人  

量 の 見 込 み  

利用希望者（４年生) 
251 人  260 人  262 人  266 人  283 人  

量 の 見 込 み  

利用希望者（５年生) 
50 人  47 人  50 人  49 人  51 人  

量 の 見 込 み  

利用希望者（６年生) 
9 人  8 人  7 人  6 人  7 人  

事 業 実 績  

（ 小 学 生 合 計 )  
2 ,547 人          

事業実績(１年生) 879 人          

事業実績(２年生) 762 人          

事業実績(３年生) 589 人          

事業実績(４年生) 255 人          

事業実績(５年生) 53 人          

事業実績(６年生) 9 人          

確保方策（箇所） 1 箇 所  0 箇 所  2 箇 所  1 箇 所  ★  

確保量（箇所） 1 箇 所          

確保方策（定員数） 40 人  0 人  80 人  40 人  ★  

確保量（定員数） 40 人          
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児童福祉法の改正に伴い，学童クラブの対象学年を全学年に拡大するとともに，小学校

内及び隣接する学童クラブとユーフォーについて，それぞれの機能を活かし，同一事業者

に運営を委託することにより，一体的な運営 1 1を行いました。なお，ユーフォーについて

は，開設日数・開設時間を拡大するとともに，三季休業中における弁当持参を可能としま

した。  

また，令和２年４月に「ゆずのき学童クラブ」開設しました。  

令和 2 年度は大規模マンション等の建設増加，共働き家庭の増加により利用希望者が

増加しました。今後，ハード面では施設整備，ソフト面では学童クラブの入会要件（保護

者の就労等）の変更と放課後子供教室の開設時間の延長を検討しています。  

小学校の余裕教室等の活用に関する具体的な方策としては，引き続き，余裕教室や学校

敷地内の余裕スペース等の活用を検討していきます。  

 

※福祉部局と教育委員会の具体的な連携に関する方策としては，平成２７年度から，教育

委員会教育部で所管していたユーフォーを子ども生活部に移管し，学童クラブ・ユーフォ

ーともに，同一部署で運営する体制を整えました。これにより，両事業の一体的な運営が

図りやすくなりました。また，教育委員会からの移管後も，適宜各小学校との連携を図り

ながら運営を行っています。  

 

 

 

 

 

                                                      
1 1国 が 策 定 し た 「 放 課 後 子 ど も 総 合 プ ラ ン 」 の 考 え 方 に 基 づ き ， 学 童 ク ラ ブ と ユ ー フ ォ ー 各 々 の 特 性 を 生 か し な が ら ， 放 課 後 に お い

て 全 て の 児 童 が 安 全 ・ 安 心 に 過 ご し ， 多 様 な 体 験 や 活 動 を 行 う こ と が で き る よ う ， 両 事 業 の 連 携 を 推 進 し て い ま す 。  

施 設 形 態  共 通 行 事 例  

一 体 型  
ス ポ ー ツ 行 事 （ ド ッ ヂ ビ ー ， キ ッ ク ベ ー ス ， 体 操 等 ） ， 工 作

会 ， 映 画 会 ， ゲ ー ム 大 会 等  

連 携 型  ド ッ ヂ ビ ー ， ゲ ー ム 大 会 ， 校 庭 ・ 体 育 館 で の 自 由 遊 び 等  
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④  子育て短期支援事業（子どもショートステイ）                     

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

4  

子 育 て 短 期  

支 援 事 業  

（ショートステイ） 

量 の 見 込 み  

利 用 希 望 者  
1 ,644 人  1 ,653 人  1 ,662 人  1 ,666 人  1 ,672 人  

事 業 実 績  

（ 年 間 延 べ 人 日 ）  
1 ,655 人          

確 保 方 策 定 員 数  

（ 人 /日 ）  
5 人 /日  5 人 /日  5 人 /日  5 人 /日  5 人 /日  

確 保 方 策  

年 間 開 所 日 数  

（ ２ 施 設 計 ）  

699 日  699 日  699 日  699 日  699 日  

確 保 方 策  

利 用 定 員 計  
3 ,495 人  3 ,495 人  3 ,495 人  3 ,495 人  3 ,495 人  

確 保 量  

定 員 数 （ 人 /日 ）  
5 人 /日          

確 保 量  

年 間 開 所 日 数  

（ ２ 施 設 計 ）  

699 日          

事業実績数に大きな乖離はありません。  

 

⑤  乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん訪問）                    

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

5  

乳 児 家 庭  

全 戸 訪 問 事 業  

（ こ ん に ち は 赤 ち

ゃ ん 訪 問 ）  

訪 問 件 数 の  

量 の 見 込 み  
2 ,048 件  2 ,073 件  2 ,022 件  2 ,022 件  1 ,984 件  

事 業 実 績  1 ,495 件          

確 保 方 策  

助 産 師 ， 保 健 師 ， 看 護 師 が 家 庭 訪 問 し て お り ， 現 在 の

実 施 体 制 で 全 戸 訪 問 を 想 定 し て い る た め ， 今 後 も 継 続

し て 実 施  

確 保 量            

出生数の減少，コロナ禍で訪問による第三者との接触を控える，里帰り先での滞在期間

の延長等の傾向がありました。延べ件数は 1,773 件，新型コロナウイルスの影響に伴い，

利用期間の延長，電話での体調確認等を実施しました。  
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⑥  養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による要保護児童等に

対する支援に資する事業                                

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

6  

養 育 支 援

訪 問 事 業

及 び  

要 保 護 児

童 対 策 地

域 協 議 会  

養 育 支 援 訪 問 件 数  

の 量 の 見 込 み  
132 件  133 件  134 件  135 件  136 件  

要保護児童対策協議会 

ケ ー ス 会 議 ・ 実 務 者

会 議 の 量 の 見 込 み  

215 回  217 回  218 回  219 回  220 回  

事 業 実 績  

（養育支援訪問件数） 
1 ,067 件          

事 業 実 績  

（要保護児童対策協議会 

ケース会議・実務者会議） 

149 回          

確 保 方 策  過 去 の 実 績 を 参 照 し つ つ ， 現 在 の 取 組 を 継 続 し て 実 施  

確 保 量            

※  養育支援訪問事業については，平成３０年７月から，国のガイドラインに沿った事業

として開始。  

 過去の実績を基に，将来児童人口の増減率を加味して量の見込みを算出しているため，

事業実績と乖離があります。  
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⑦  地域子育て支援拠点事業（子育てひろば）                    

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

7  

地 域 子 育 て

支 援 拠 点 事

業 （ 子 育 て

ひ ろ ば ）  

量 の 見 込 み  

年 間 利 用 希 望 者 数  
125,982 人 126,987 人 126,320 人 126,084 人 125,869 人 

事 業 実 績  76,805 人         

確 保 方 策  

児 童 館 （ 子 育 て ひ ろ

ば ）  

11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  

確 保 方 策  

保 育 園 （ 子 育 て ひ ろ

ば ）  

11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  11 箇 所  

確 保 方 策  

子 ど も 家 庭 支 援 セ ン

タ ー す こ や か  

1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  

確 保 方 策  

プ レ イ セ ン タ ー ち ょ

う ふ （ 子 育 て ひ ろ

ば ）  

1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  1 箇 所  

確 保 量  

児 童 館 （ 子 育 て ひ ろ

ば ）  

11 箇 所          

確 保 量  

保 育 園 （ 子 育 て ひ ろ

ば ）  

2 箇 所          

確 保 量  

子 ど も 家 庭 支 援 セ ン

タ ー す こ や か （ 開 放

事 業 ）  

1 箇 所          

確 保 量  

プ レ イ セ ン タ ー ち ょ

う ふ 「 子 育 て ひ ろ

ば 」  

1 箇 所          

新型コロナウイルス感染防止対策により一部で中止した事業もありました。  
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⑧  一時預かり事業，子育て短期支援事業（トワイライトステイ），子育て援助活動支

援事業（ファミリー・サポート・センター）                    

 

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

8  

一 時 預 か り 事

業 ， 子 育 て 短

期 支 援 事 業

（ ト ワ イ ラ イ

ト ス テ イ ） ，

子 育 て 援 助 活

動 支 援 事 業

（ フ ァ ミ リ

ー ・ サ ポ ー

ト ・ セ ン タ

ー ）  

量 の 見 込 み  

３事業年間利用希望者数 

（ 就 学 前 児 童 ）  

31 ,568 人  31 ,731 人  31 ,894 人  31 ,964 人  32 ,083 人  

事 業 実 績  

（年間延べ利用者数） 
11 ,463 人          

確 保 方 策  

一 時 預 か り 事 業  

（ 年 間 定 員 数 ）  

21,730 人日 21,730 人日 21,730 人日 21,730 人日 21,730 人日 

確 保 方 策  

子育て短期支援事業 

（トワイライトステイ） 

（ 年 間 定 員 数 ）

（ 人 日 ）  

3,888 人日 3,888 人日 3,888 人日 3,888 人日 3,888 人日 

確 保 方 策  

子育て援助活動支援事業 

（ファミリー・サポート・センター）

（ 年 間 定 員 数 ）

（ 人 日 ）  

6,745 人日 6,745 人日 6,745 人日 6,745 人日 6,745 人日 

確 保 方 策  

３ 事 業 計  
32,363 人日 32,363 人日 32,363 人日 32,363 人日 32,363 人日 

確 保 量  

一 時 預 か り 事 業

（ 年 間 定 員 数 ）  

18,397 人日         

確 保 量  

子育て短期支援事業 

（トワイライトステイ）

（ 年 間 定 員 数 ）

（ 人 日 ）  

3,872 人日         

確 保 量  

子育て援助活動支援事業 

（ファミリー・サポート・センター）

（ 年 間 定 員 数 ）

（ 人 日 ）  

3,540 人日         

確 保 量  

３ 事 業 計  
25,809 人日         
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【一時預かり保育】  

プレイセンターちょうふ：年間延べ利用者数 1,919 人   

定員５人  開所日 335 日  年間定員数 1,675 人日    

すこやか保育：年間延べ利用者数 953 人  

定員 6 人  開所日 334 日  年間定員数 2,004 人日  

認可保育園：年間延べ利用者数 4,192 人  

定員 66 人  開所日 223 日  年間定員数 14,718 人日  

【子育て短期支援事業（トワイライトステイ）】  

年間延べ利用者数 859 人   

定員 16 人  開所日 242 日  年間定員数 3,872 人日  

【子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター）】  

 活動件数 3,540 件（延べ利用件数： 3,443 件  事前打合せ： 97 件）   

登録会員数内訳  

依頼会員：1,049 人  協力会員：294 人  両方会員：71 人  

※新型コロナウイルス感染症の影響により例年より，減少していると思われます。    

 

⑨  幼稚園の預かり保育                          

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 

9  
幼 稚 園 の  

預 か り 保 育  

量 の 見 込 み  

幼稚園預かり 

保育利用者数 

75 ,596 人  76 ,199 人  75 ,799 人  75 ,657 人  75 ,528 人  

事 業 実 績  

（延べ利用者数） 

※無償化対象者 

729 人          

確 保 方 策  
市 内 の 各 幼 稚 園 と 今 後 の 預 か り 保 育 の 実 施 に つ い て 現 状 の 取

組 を 維 持 で き る よ う ， 協 議 を 進 め る  

無償化対象者の延べ利用者数を事業実績としているため，量の見込みと実績に乖離があ

ります。  
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⑩  病児保育事業（病児・病後児保育）                    

 

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

10  
病 児 保 育 事 業

（病児・病後児保育） 

量 の 見 込 み  

年 間 利 用 希 望 者 数  
895 人  900 人  905 人  907 人  910 人  

事 業 実 績  191 人          

確 保 方 策  

各 施 設  

（エンゼルケアルーム・ 

ポピンズルーム調布） 

の 定 員 数 （ 人 /日 ） 

4 人 /日  4 人 /日  4 人 /日  4 人 /日  4 人 /日  

確 保 方 策  

年間開所日数（日） 

（ ２ 施 設 計 ）  

479 日  479 日  479 日  479 日  479 日  

確 保 方 策  

年間定員計（人日） 
1,916 人日 1,916 人日 1,916 人日 1,916 人日 1,916 人日 

確 保 量  

各 施 設  

（エンゼルケアルーム・ 

ポピンズルーム調布） 

の 定 員 数 （ 人 /日 ） 

4 人 /日          

確 保 量  

年間開所日数（日） 

（ ２ 施 設 計 ）  

490 日           

確 保 量  

（ 年 間 定 員 計 ）

（ 人 日 ）  

3 ,920 人 日           

その年のインフルエンザやノロウイルス等の感染症の流行によって事業の稼働率が大き

く変動します。令和 2 年度の利用者は新型コロナウイルス感染症の影響により感染症対

策を実施していたこともあり，量の見込みに対して利用実績は大幅に少なくなりました。  

市内開設園（エンゼルケアルーム・ポピンズルーム調布）２園の各定員が 4 人（合計

8 人）のため，確保方策と確保量の年間定員計に乖離があります。  
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⑪  妊娠に対して健康診査を実施する事業（妊婦健診）                    

 

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

11  

妊 娠 に 対 し て  

健 康 診 査 を 実 施

す る 事 業  

（妊婦健康診査） 

量 の 見 込 み  

受 診 件 数  
2 ,048 件  2 ,073 件  2 ,022 件  2 ,022 件  1 ,984 件  

事 業 実 績  1 ,688 件          

確 保 方 策  
現 在 の 実 施 体 制 で 全 妊 産 婦 を 対 象 と 想 定 し て い る た め ，

今 後 も 継 続 し て 実 施  
確 保 量  

 妊娠届出数の減少により事業実績は量の見込みを下回っています。  

 

⑫  実費徴収に係る補足給付を行う事業                    

 

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

12  

実 費 徴 収 に 係

る 補 足 給 付 を

行 う 事 業  

量 の 見 込 み  
ニ ー ズ 調 査 に 基 づ き ， 量 を 見 込 む も の で は な い た

め ， 対 象 者 を 適 切 に 把 握 し ， 着 実 に 事 業 を 実 施  

事 業 実 績  

利 用 児 童 数  
57 人          

確 保 方 策  

令 和 元 年 10 月 か ら 開 始 し た 幼 児 教 育 ・ 保 育 の 無

償 化 に 伴 い ， 世 帯 の 所 得 状 況 そ の 他 の 事 情 を 勘 案

し て ， 特 定 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 施 設 で あ る 幼 稚 園

等 に 保 護 者 が 支 払 う べ き 食 事 の 提 供 （ 副 食 の 提 供

に 限 る ） に か か る 実 費 徴 収 額 に 対 し て 一 部 を 補 助

し ， 円 滑 な 特 定 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 等 の 利 用 を 図

る  

確 保 量            

今後も国や都の動向や市の実情を踏まえ，対応を検討します。  
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⑬  多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業                    

 

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 事 業 実 績 ・ 確 保 状 況 等  

事 業 名    令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

13  

多 様 な 事 業 者

の 参 入 促 進 ・

能 力 活 用 事 業  

量 の 見 込 み  
ニ ー ズ 調 査 に 基 づ き ， 量 を 見 込 む も の で は な い た

め ， 国 や 都 の 動 向 や 調 布 市 の 実 情 を 踏 ま え 検 討  

事 業 実 績            

確 保 方 策  

本 事 業 に つ い て は ， 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画

を 踏 ま え て ， 新 規 認 可 保 育 園 の 運 営 主 体 と し て 株

式 会 社 等 の 多 様 な 主 体 の 参 入 を 推 進 し た  

今 後 も 引 き 続 き 認 可 保 育 園 の 新 設 に あ わ せ て ， 事

業 実 施 に つ い て 検 討  

確 保 量            

教育・保育施設である，認可保育園の整備を中心に進めている中，事業者から積極的な

運営提案もあります。今後も国や都の動向や市の実情を踏まえ，対応を検討します。  
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５  子ども・若者計画  

事業実績一覧  

（令和 2 年度から令和 6 年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

84 

 

 

 

（１）すべての子ども・若者の健やかな育成  

すべての子ども・若者が，社会的に自立し，いきいきと活躍していくためには，安

心・安全に暮らすことができる環境の中で，心と身体の健康を育み，一人ひとりの子

ども・若者が，様々な体験や学習等を通して，豊かな人間性を身につけていくことが

必要です。  

また，子ども・若者が生きづらさを一人で抱え込むことのないよう，相談先の充実

や周知を図るとともに，就労支援の充実等，生きる力を身につけ，社会的に自立する

ための力が育まれる環境づくりを進めます。  

①自己形成のための支援，社会形成への参画支援  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

体 験 活 動 の 充

実  

児 童 館 や 各 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 を 通 じ て ， 芸 術 表 現 活 動 ， 宿 泊 活

動 ， 自 然 体 験 活 動 な ど ， 他 者 と 関 わ

り ， 協 調 ・ 協 働 し な が ら 課 題 に 取 り

組 む 中 で ， 児 童 ・ 生 徒 の 思 考 力 ・ 判

断 力 ・ 表 現 力 の 向 上 や ， コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 能 力 ， 自 己 肯 定 感 ， 社 会

性 ， 責 任 感 等 の 育 成 を 図 り ま す 。  

 

 

【 全 児 童 館 事 業 ウ ル ト ラ キ ャ ン

プ 】  

飯 盒 炊 飯 等 の 食 事 作 り ， キ ャ ン

プ フ ァ イ ヤ ー ， 野 外 活 動 を と お

し ， 参 加 者 相 互 の 協 調 性 を 育

む 。 ま た ， こ の 経 験 が 今 後 の 児

童 館 活 動 へ つ な が る こ と を 目 的

と す る 。  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対

策 の た め 中 止  

 

 

児 童 青 少 年 課 

児 童 館 （ 再

掲）  

遊 び 等 を 通 じ て 児 童 の 健 康 を 増 進

し ， 情 操 を 豊 か に す る た め に 様 々 な

活 動 に 取 り 組 む と と も に ， 乳 幼 児 か

ら 中 ・ 高 校 生 世 代 ま で の 居 場 所 づ く

り を 支 援 し ま す 。  

 

一 般 利 用 ： 52 ,179 人  

各 館 事 業 ： 12 ,951 事 業  

中 ・ 高 生 事 業 ： 5 ,525 人  

全 館 事 業 ： 0 人  

子 育 て ひ ろ ば ： 50 ,879 人  

 

児 童 青 少 年 課 

青少年ステー

ション CAPS

の運営  

（再掲）  

中 ・ 高 校 生 世 代 を 対 象 に ， 健 全 な

居 場 所 を 提 供 し ， 専 門 知 識 を 有 す る

ス タ ッ フ が 様 々 な 分 野 （ 音 楽 ， ス ポ

ー ツ ， ダ ン ス ， パ ソ コ ン 等 ） の 活 動

を 支 援 し ま す 。 ま た ， 多 感 な 年 代 の

様 々 な 悩 み ・ 相 談 に 対 応 す る 相 談 事

業 を 行 い ま す 。  

 

小 学 生 利 用 者 ： 31 人  

中 学 生 利 用 者 ： 6 ,434 人  

高 校 生 利 用 者 ： 4 ,234 人  

そ の 他 ： 204 人  

 

 

 

 

児 童 青 少 年 課 

５  子ども・若者計画  
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

学 童 ク ラ ブ ・

ユーフォー  

地 域 社 会 の 中 で ， 子 ど も た ち が 放

課 後 等 に 安 全 で 健 や か に 過 ご す こ と

が で き る 居 場 所 づ く り を 推 進 し ま

す 。  

ユ ー フ ォ ー を 全 小 学 校 区 で 実 施

し ， 地 域 の 人 々 の 参 画 を 得 て ， 勉 強

や ス ポ ー ツ ・ 文 化 活 動 ， 地 域 住 民 と

の 交 流 活 動 等 を 実 施 し ま す 。  

「 新 ・ 放 課 後 子 ど も 総 合 プ ラ ン 」

に 基 づ き ， す べ て の 児 童 ・ 生 徒 が 放

課 後 等 を 安 全 ・ 安 心 に 過 ご し ， 多 様

な 体 験 ・ 活 動 を 行 う こ と が で き る よ

う ， 学 童 ク ラ ブ の 施 設 整 備 を 計 画 的

に 進 め る と も に ， 学 童 ク ラ ブ と ユ ー

フ ォ ー の 両 事 業 の 連 携 を 推 進 し ま

す 。   

 

 

【 学 童 ク ラ ブ 】  

定 員 数 ： 2 ,370 人  

在 籍 児 童 数 ： 2 ,279 人  

入 会 保 留 者 数 ： 159 人  

学 童 ク ラ ブ 施 設 数 ： 41 

 

【 放 課 後 子 供 教 室 （ ユ ー フ ォ

ー ）】  

登 録 児 童 数 ： 5 ,671 人  

延 べ 参 加 児 童 数 ： 96 ,004 人  

児 童 青 少 年 課 

幼 ・ 保 ・ 小 及

び小・中連携  

学 校 に お け る ス タ ー ト カ リ キ ュ ラ

ム の 取 組 ， 幼 ・ 保 ・ 小 及 び 小 ・ 中 連

携 の 推 進 を 図 り ま す 。  

 

 

幼 保 小 連 携 推 進 会 議 ： 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た

め 中 止  保 育 課 

指 導 室 

命 の 教 育 （ 再

掲）  

自 他 の 生 命 （ い の ち ） を 大 切 に す

る こ と や 他 者 と の 違 い を 理 解 し ， 互

い に 認 め 合 う こ と が で き る 心 豊 か な

教 育 活 動 を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 

【 普 通 救 命 講 習 】  

受 講 児 童 ： 1 ,193 人  

受 講 生 徒 ： 160 人  

【 上 級 救 命 講 習 】  

新 規 講 習 ： 14 人  

再 講 習 ： 127 人  

【 応 急 手 当 普 及 員 講 習 】  

新 規 講 習 ： 0 人  

再 講 習 ： 24 人  

 

指 導 室 

ボ ラ ン テ ィ ア

活動の充実  

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 通 し て ， 社 会

の 一 員 で あ る こ と を 実 感 し て ， 規 範

意 識 や 公 共 心 を 身 に つ け ま す 。  

 

 

 

 

【 市 登 録 型 】  

学 生 ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 者 数 ： 1 人 

派 遣 先 学 校 数 ： 0 人  

【 学 校 独 自 採 用 型 】  

地 域 学 校 協 働 本 部 事 業 の 中 で 約

500 人 が ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 従

事  

 

指 導 室 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

青 少 年 交 流 館

の 運 営 （ 再

掲）  

青 少 年 が 相 互 に 交 流 し ， 社 会 性 や

協 調 性 を 育 む こ と を 目 的 と し た 青 少

年 交 流 館 を 運 営 し ま す 。  

利 用 団 体 数 ： 192 件  

利 用 人 数 ： 3 ,703 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 次 の 通 り 臨 時 休 館 及 び 一 部

使 用 を 中 止  

・ 臨 時 休 館 期 間 ：  

令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 ～ 同 年 ５ 月 ３

１ 日  

・ 貸 館 休 止 及 び 使 用 時 間 変 更 期

間 ： 令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 ～ 同 年 同

月 ３ ０ 日  

・ 開 館 時 間 及 び 使 用 時 間 変 更 期

間 ： 令 和 ３ 年 １ 月 ８ 日 ～ 同 年 ３

月 ２ １ 日  

 

社 会 教 育 課 

ジ ュ ニ ア リ ー

ダ ー 及 び シ ニ

ア リ ー ダ ー 養

成 講 習 会 の 実

施  

（再掲）  

青 少 年 の 健 全 育 成 を 図 る と と も

に ， 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 の 養 成 を

図 る た め ， 中 学 生 を 対 象 と し た ジ ュ

ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 ， 高 校 生 を 対 象

と し た シ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 を 実 施

し ま す 。  

 

 

 

 

 

【 ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 】  

登 録 者 ： 0 人  

実 施 回 数 ： 0 回  

【 シ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 】  

登 録 者 ： 0 人  

実 施 回 数 ： 0 回  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 全 13 回 の 講 習 会 を 中 止  

 

 

 

 

 

社 会 教 育 課 

ジ ュ ニ ア サ ブ

リ ー ダ ー 養 成

講 習 会 の 支 援

（再掲）  

青 少 年 の 健 全 育 成 を 図 る と と も

に ， 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 の 養 成 を

図 る た め ， 小 学 生 を 対 象 と し た ジ ュ

ニ ア サ ブ リ ー ダ ー 講 習 会 の 支 援 を 行

い ま す 。  

 

 

 

講 習 会 活 動 補 助 金 申 請 団 体 数 ： 5

団 体  

 

 

 

 

 

 

 

 

社 会 教 育 課 

「 調 布 っ 子

“ 夢 ” 発 表 会 」

の 実 施 （ 再

掲）  

自 由 で 夢 の あ る 意 見 発 表 の 機 会 を

提 供 す る と と も に ， 活 動 を 通 じ て ，

ま ち づ く り へ の 参 加 意 識 を 高 め ま

す 。  

 

実 施 日 ： 令 和 2 年 11 月 29 日  

会 場 ： 文 化 会 館 た づ く り 大 会 議 場 

参 加 者 ： 市 内 小 学 校 在 学 の 5 年

生 12 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い 中 止  

 

社 会 教 育 課 

八 ケ 岳 少 年 自 青 少 年 が 自 然 に 親 し む 中 で 集 団 で 使 用 件 数 ： 655 件  社 会 教 育 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

然 の 家 の 運 営

（再掲）  

の 宿 泊 生 活 を 通 じ て ， 情 操 や 社 会 性

を 育 む た め ， 八 ケ 岳 少 年 自 然 の 家 を

運 営 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

使 用 者 数  

小 ・ 中 学 生 （ 学 校 団 体 ）： 0 人  

大 人 ： 1 ,383 人  

小 ・ 中 学 生 ： 417 人  

幼 児 ： 122 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 次 の 期 間 を 臨 時 休 館 と し

た 。  

・ 臨 時 休 館 期 間 ：  

令 和 2 年 4 月 1 日 ～ 同 年 6 月 21

日 ， 令 和 3 年 1 月 8 日 ～ 同 年 3

月 21 日  

 

読 書 習 慣 の 形

成 支 援 （ 再

掲）  

「 第 ３ 次 調 布 市 子 ど も 読 書 活 動 推

進 計 画 」 に 基 づ き ， 子 ど も の 発 達 段

階 に 応 じ た 読 書 環 境 を 整 備 し ， 読 書

を 楽 し む き っ か け が 得 ら れ る よ う な

事 業 を 実 施 し ま す 。 ま た ， 誰 も が 読

書 や 調 査 が で き る よ う ， 音 訳 ， 点

訳 ， 対 面 朗 読 ， 宅 配 な ど を 行 い ま

す 。  

児 童 サ ー ビ ス 事 業 と し て ブ ッ

ク ス タ ー ト ， 幼 児 か ら 小 学 生 の

お は な し 会 ， 0・ 1・ 2 歳 児 の お

は な し 会 ， 保 育 園 児 ・ 幼 稚 園 児

へ の お は な し 会 ， 子 ど も 発 達 セ

ン タ ー で の お は な し 会 ， 出 張 お

は な し 会 ， 適 応 指 導 教 室 「 太 陽

の 子 」 と の 協 力 事 業 ， 小 学 生 読

書 会 ， 子 ど も の 本 に 親 し む 会 ，

絵 本 の 読 み 聞 か せ 講 座 ， 小 ・ 中

学 生 と の 協 力 事 業 ， 中 学 生 通 信

の 発 行 ， 高 校 生 通 信 の 発 行 ， 出

張 講 座 等 を 実 施 し た 。 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た

め ， 読 み 聞 か せ 交 流 会 は 中 止 し

た 。  

図 書 館 で 作 成 し た リ ス ト 掲 載

の 児 童 書 を 音 訳 し た 。 障 害 の あ

る 子 ど も や 関 連 団 体 へ 布 の 絵

本 ・ 遊 具 の 貸 出 し を 行 っ た 。 産

前 産 後 の 方 へ の 宅 配 を 行 っ た 。  

図 書 館 
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②子ども・若者の健康と安心安全の確保  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

子 ど も ・ 若 者

総 合 相 談 セ ン

ター  

子 ど も ・ 若 者 総 合 支 援 事 業 （ こ こ

あ ） で 行 っ て い る 相 談 事 業 を 子 ど

も ・ 若 者 相 談 セ ン タ ー と し て 位 置 づ

け ， 困 難 を 抱 え る 子 ど も ・ 若 者 ， そ

の 家 族 か ら の 様 々 な 相 談 に 応 じ ， 関

係 機 関 の 紹 介 や 必 要 な 情 報 の 提 供 ，

助 言 を 行 い ま す 。  

【 相 談 事 業 】  

お お む ね 中 学 生 以 上 の 子 ど  

も ・ 若 者 及 び そ の 家 族 を 対 象 に

実 施  

利 用 人 数 ： 378 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 4 ,787 回  

【 居 場 所 事 業 】  

不 登 校 の 中 学 生 ， 高 校 中 退 者 ，

無 業 者 等 の 状 態 に あ る 生 活 に 困

難 や 課 題 を 抱 え る お お む ね １ ５

歳 以 上 の 子 ど も ・ 若 者 を 対 象 に

実 施  

登 録 者 数 ： 20 人 延 べ 利 用 人 数 ：

466 人  

児 童 青 少 年 課 

子 育 て 世 代 包

括 支 援 セ ン タ

ー（再掲）  

保 健 セ ン タ ー （ 健 康 推 進 課 ） と 子

ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー す こ や か が 連

携 し な が ら ， 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 に

わ た る 切 れ 目 な い 包 括 的 な 相 談 支 援

等 と 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り

ま す 。 連 携 強 化 の た め 月 １ 回 の 会 議

も 行 い ま す 。  

会 議 ： 毎 月 1 回  

 

健 康 推 進 課 

子 ど も 政 策 課 

ゆりかご調布

事業（再掲）  

妊 娠 届 出 を し た す べ て の 妊 婦 に 専

門 職 に よ る 面 接 相 談 を 実 施 し ま す 。

妊 娠 へ の 思 い や 体 調 を 確 認 し な が ら ,

飲 酒 ・ 喫 煙 に よ る 母 子 へ の 影 響 に つ

い て の 話 , サ ポ ー ト 状 況 等 に つ い て 相

談 支 援 を 実 施 し な が ら ， 不 安 を 軽 減

し 母 子 保 健 や 子 育 て 支 援 に 関 す る 情

報 提 供 を 行 う こ と で 安 心 し て 出 産 ・

育 児 を 迎 え ら れ る よ う 支 援 し ま す 。  

【 面 接 実 施 状 況 】  

保 健 セ ン タ ー ： 1 ,735 件  

オ ン ラ イ ン 面 接 (再 掲 )： 3 件  

※ 令 和 3 年 3 月 か ら 実 施  

子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー す こ や

か ： 195 件  

※ 新 型 コ ロ ナ 感 染 防 止 の 観 点 か

ら ， 衛 生 用 品 の 購 入 や 健 診 時 等

の タ ク シ ー 移 動 に 利 用 で き る 育

児 パ ッ ケ ー ジ (交 通 系 IC カ ー ド )

を 出 産 予 定 日 が 令 和 2 年 4 月 1

日 以 降 の ゆ り か ご 調 布 面 接 を 受

け た 妊 婦 に 配 布 ： 2 ,916 人  

健 康 推 進 課 

母親（両親）

学級（再掲）  

子 育 て の 仲 間 づ く り の 手 助 け や 両

親 が 協 力 し て 出 産 ， 育 児 に 取 り 組 め

る 動 機 づ け を し ま す 。 妊 娠 中 の 栄 養

や 口 腔 の 健 康 に つ い て の 集 団 教 育

や ， 産 後 の 赤 ち ゃ ん と の 生 活 ， 沐 浴

な ど の 実 技 を 行 い 不 安 の 解 消 を 図 り

ま す 。  

【 母 親 学 級 】  

開 催 回 数 ： 9 回  

受 講 者 数 ： 138 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に

伴 い ， 2 回 コ ー ス で の 実 施  

【 両 親 学 級 】  

開 催 回 数 ： 14 回  

受 講 者 数 ： 477 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 緊 急 事 態 宣 言 期 間 中 は 中 止  

健 康 推 進 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

わくわく育児

教室（再掲）  

乳 幼 児 期 の 様 々 な 成 長 過 程 の 課 題

を 理 解 し ， 育 て 方 の 工 夫 や 子 育 て に

関 す る 考 え 方 ， 知 識 を 学 ぶ 機 会 を 提

供 し ま す 。 ６ ～ ８ か 月 を 対 象 に し た

ク ラ ス で は ， 口 腔 の 発 達 を 視 点 と し

た 離 乳 食 の 与 え 方 や 生 活 リ ズ ム に つ

い て 集 団 教 育 を 実 施 し ま す 。 １ 歳 ～

１ 歳 ２ か 月 を 対 象 と し た ク ラ ス で

は ， 子 ど も の 成 長 ， 発 達 に あ わ せ た

食 事 や ， 虫 歯 予 防 の 基 礎 知 識 を 中 心

に 実 技 を 交 え て 実 施 し ま す 。  

 

【 こ あ ら ク ラ ス 】  

開 催 回 数 ： 8 回  

受 講 者 数 ： 137 組  

【 ら い お ん ク ラ ス 】  

開 催 回 数 ： 8 回  

受 講 者 数 ： 92 組  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に

伴 い ， 緊 急 事 態 宣 言 期 間 中 は 中

止  

健 康 推 進 課 

地 域 健 康 相

談 ・ 健 康 教 育

（再掲）  

児 童 館 や 学 童 ク ラ ブ ， 保 育 園 ， 幼

稚 園 な ど に 出 向 き ， 命 の 大 切 さ や 喫

煙 に つ い て の 健 康 教 育 を し な が ら ，

親 子 の 健 康 相 談 の 場 を 持 ち ， 地 域 の

仲 間 づ く り の き っ か け の 場 を 提 供 し

ま す 。  

 

 

開 催 回 数 ： 5 回  

相 談 者 数 ： 168 人  

健 康 推 進 課 

学 校 と 医 師 会

等 と の 連 携

（再掲）  

教 育 ・ 医 療 連 携 会 議 を 実 施 し ， 学

校 で 対 応 に 苦 慮 し て い る 事 案 等 に つ

い て 相 談 し ， 助 言 を 求 め ま す 。  

調 布 市 食 物 ア レ ル ギ ー 医 療 ・ 教

育 連 携 会 議 を 書 面 に て 開 催  

現 在 の 症 状 等 の 再 確 認 や ， よ り

適 切 な 対 応 に 関 す る 相 談 ・ 指 導

の た め ， セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン と

し て ， 医 師 会 指 定 医 療 機 関 の 受

診 を 勧 め る 取 組 を 継 続  

 

 

学 務 課 

ス ク ー ル カ ウ

ン セ ラ ー の 活

用  

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に よ る 小 学

５ 年 及 び 中 学 １ 年 の 全 児 童 ･ 生 徒 に

対 す る 面 接 実 施 し ま す 。  

【 小 学 校 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー

相 談 者 数 】  

児 童 ： 4 ,843 人  

保 護 者 ： 2 ,083 人  

教 職 員 ： 4 ,817 人  

他 機 関 等 ： 194 人  

【 中 学 校 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー

相 談 者 数 】  

生 徒 ： 1 ,507 人  

保 護 者 ： 763 人  

教 職 員 ： 1 ,879 人  

他 機 関 等 ： 203 人  

※ い じ め ・ 虐 待 の 防 止 と 対 応 と

同 内 容  

 

 

指 導 室 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

ス ク ー ル ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ

ーの活用  

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー に よ

る 支 援 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 配

置 人 数 ： 会 計 年 度 任 用 職 員 3 人  指 導 室 

い じ め ・ 虐 待

の 防 止 と 対 応

（再掲）  

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に よ る 小 学

校 ５ 年 及 び 中 学 校 １ 年 の 全 児 童 ・ 生

徒 に 対 す る 面 接 等 を 実 施 し ， 子 ど も

を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク と の 連 携 等

を 通 じ ， 未 然 防 止 ， 早 期 発 見 ， 早 期

対 応 に 努 め ま す 。  

【 小 学 校 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー

相 談 者 数 】  

児 童 ： 4 ,843 人  

保 護 者 ： 2 ,083 人  

教 職 員 ： 4 ,817 人  

他 機 関 等 ： 194 人  

【 中 学 校 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー

相 談 者 数 】  

生 徒 ： 1 ,507 人  

保 護 者 ： 763 人  

教 職 員 ： 1 ,879 人  

他 機 関 等 ： 203 人  

※ い じ め ・ 虐 待 の 防 止 と 対 応 と

同 内 容  

指 導 室 

安 全 教 育 の 推

進  

（再掲）  

「 調 布 市 防 災 教 育 の 日 」 や 「 セ ー

フ テ ィ 教 室 」 を 実 施 し ， 避 難 訓 練 等

を 通 じ て 安 全 教 育 ・ 指 導 を 推 進 し ま

す 。  

【 調 布 市 防 災 教 育 の 日 】  

令 和 ２ 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 の 影 響 で 中 止  

【 セ ー フ テ ィ 教 室 】  

実 施 日 ： 令 和 2 年 6 月 以 降 各 校

実 施  

対 象 学 年 ： 各 校 で 設 定  

教 育 総 務 課 

指 導 室 

女 性 の た め の

ヘ ル ス ケ ア 相

談  

思 春 期 か ら 更 年 期 ま で の 女 性 の か

ら だ や 性 ， こ こ ろ の 悩 み な ど の 相 談

に 医 学 的 知 識 を 踏 ま え て 助 産 師 が 対

応 し ま す 。  

【 相 談 内 容 】  

体 の 不 調 ： 6 件  

性 ・ 妊 娠 ・ 出 産 ： 0 件  

不 妊 ： 0 件  

心 に 関 し て ： 12 件  

暴 力 ： 5 件  

そ の 他 ： 2 件  

男 女 共 同 参 画 

推 進 課 

 

③若者の職業的自立，就労等支援  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

調 布 市 就 職 サ

ポ ー ト 事 業

（再掲）  

就 労 意 欲 が 低 く ， 就 労 が 困 難 な 生

活 保 護 受 給 者 及 び 生 活 困 窮 者 に 対 す

る 就 労 意 欲 喚 起 ， 支 援 対 象 者 の 能 力

等 に あ わ せ た 求 人 先 の 開 拓 ， 求 人 情

報 の 提 供 や 面 接 支 援 ， 面 接 同 行 ， 職

場 定 着 サ ポ ー ト 等 の 就 労 支 援 を 行 い

ま す 。  

 

 

 

【 民 間 職 業 紹 介 事 業 者 に よ る 意

欲 喚 起 事 業 ・ 求 人 開 拓 等 】  

支 援 対 象 者 数 ： 63 人  

就 職 者 数 ： 39 人  

 

 

 

 

 

生 活 福 祉 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

中 学 校 の 職 場

体 験 ・ 宿 泊 体

験 （ 移 動 教 室

等）（再掲）  

集 団 行 動 や 社 会 と の 接 点 と な る 体

験 を 通 じ て ， 規 律 性 ， 社 会 性 ， 協 調

性 の 育 成 ， 達 成 感 や 成 功 体 験 の 機 会

を 充 実 し ま す 。  

【 職 場 体 験 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 小 学 校 移 動 教 室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 宿 泊 に よ る 移 動 教 室 を 中 止  

小 学 校 6 年 の 日 光 移 動 教 室 の 代

替 と し て ， 日 帰 り 移 動 教 室 （ 栃

木 県 ・ 山 梨 県 ・ 神 奈 川 県 ・ 群 馬

県 の 中 か ら １ 箇 所 を 学 校 が 選

択 ） を 実 施  

【 小 学 校 特 別 支 援 学 級 移 動 教

室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 中 学 校 移 動 教 室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 学 校 特 別 支 援 学 級 移 動 教 室 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止  

【 修 学 旅 行 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 中 止 。 中 止 に 伴 う キ ャ ン セ

ル 料 は 市 が 補 助  

 

 

 

指 導 室 

イ ン タ ー ン シ

ップ  

学 生 に 対 し 調 布 市 役 所 で の 就 業 体

験 の 機 会 を 与 え る こ と に よ り ， 学 生

の 就 業 意 識 の 向 上 や 市 政 に 対 す る 理

解 を 深 め ま す 。  

イ ン タ ー ン シ ッ プ 受 入 数 ： ０ 人  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に

伴 い 中 止  

 

人 事 課 

ち ょ う ふ 若 者

サ ポ ー ト ス テ

ーション  

高 校 中 退 者 や 大 卒 の 進 路 未 決 定

者 ， 未 就 職 の 方 や 仕 事 が 長 続 き し な

い 方 等 ， 働 く こ と に 悩 み を 抱 え て い

る 15 歳 か ら 49 歳 ま で の 若 者 ， そ の

保 護 者 か ら の 相 談 に 応 じ ， 就 労 や 自

立 に 向 け た 支 援 を 行 い ま す 。 ま た ，

就 労 に 向 け た セ ミ ナ ー な ど を 行 い ま

す 。  

来 所 者 数 ： 513 人  

相 談 件 数 ： 1 ,046 件  

新 規 登 録 者 数 ： 108 人 （ 内 市 内

在 住 者 55 人 ）  

進 路 決 定 者 数 ： 52 人 （ 内 市 内 在

住 者 ： 17 人 ）  

職 場 体 験 人 数 ： 6 人 （ 対 象 者 15

～ 49 歳 ）  

職 場 体 験 受 入 事 業 所 等 ： 計 3 箇

所  

セ ミ ナ ー 「 ５ 年 間 ひ き こ も っ て

い た 僕 が 働 く ま で 」： 令 和 2 年

10 月 24 日  

参 加 人 数 ： 34 人 （ ラ イ ブ 参 加

13 人 を 含 む ）  

産 業 振 興 課 
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（２）困難を抱える子ども・若者やその家族への支援  

ひきこもりや不登校，若年無業者をはじめ，様々な困難を抱える子ども・若者の支

援に関する課題について，子ども・若者支援に関する専門性を持った機関・団体等で

構成される調布市子ども・若者支援地域ネットワークで共有し，関係機関等が連携し

ながら知恵を出し合うことで，様々な困難を抱える子ども・若者とその家族を適切に

サポートしていきます。  

①子ども・若者の抱える課題の複合性・複雑性を踏まえた重層的な支援の充実  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

子 ど も ・ 若 者

支 援 地 域 ネ ッ

トワーク  

ひ き こ も り や 不 登 校 な ど ， 様 々 な

不 安 や 悩 み を 抱 え て い る 子 ど も ・ 若

者 と そ の 家 族 か ら の 相 談 を 受 け 付

け ， 教 育 や 福 祉 ， 保 健 ， 医 療 ， 矯

正 ， 更 生 保 護 ， 雇 用 な ど の 様 々 な 分

野 の 関 係 機 関 等 が 有 機 的 に 連 携 し ，

そ れ ぞ れ の 専 門 性 や 特 長 を 生 か し た

適 切 な サ ポ ー ト を 行 い ま す 。  

ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 ：  

第 1 回 ：  

令 和 2 年 9 月 4 日  

第 2 回 ：  

令 和 2 年 1 0 月 2 3 日  

第 3 回 ：  

令 和 3 年 3 月 1 7 日  

児 童 青 少 年 課 

 

②困難な状況ごとの取組  

ア）不登校，若年無業者，ひきこもりの子ども・若者への支援  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

子 ど も ・ 若 者

総 合 支 援 事 業

（ここあ）  

不 登 校 や 無 業 ， ひ き こ も り 等 社

会 生 活 を 営 む 上 で 困 難 を 抱 え る 子

ど も ・ 若 者 を 対 象 に ， 自 立 に 向 け

た 計 画 的 な 支 援 を 行 う と と も に ，

生 活 困 窮 世 帯 や ひ と り 親 家 庭 等 の

抱 え る 固 有 の 事 由 に よ り 教 育 の 機

会 に 恵 ま れ ず ， 進 学 や 就 職 を あ き

ら め て し ま う こ と が な い よ う 学 習

支 援 等 を 行 い ， 貧 困 の 連 鎖 を 断 ち

切 る た め ，「 相 談 」・「 居 場 所 」・「 学

習 支 援 」 の ３ つ の 事 業 を 実 施 し ま

す 。  

【 相 談 事 業 】  

お お む ね 中 学 生 以 上 の 子 ど も ・

若 者 及 び  

そ の 家 族 を 対 象 に 実 施  

利 用 人 数 ： 378 人  

延 べ 利 用 回 数 ： 4 ,787 回  

【 居 場 所 事 業 】  

不 登 校 の 中 学 生 ， 高 校 中 退 者 ，

無 業 者 等 の 状 態 に あ る 生 活 に 困

難 や 課 題 を 抱 え る お お む ね １ ５

歳 以 上 の 子 ど も ・ 若 者 を 対 象 に

実 施  

登 録 者 数 ： 20 人  

延 べ 利 用 人 数 ： 466 人  

【 学 習 支 援 事 業 】   

登 録 者 数 ： 92 人  

利 用 者 数 ： 2 ,348 人  

学 習 ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 数 ： 125 人  

 

 

児 童 青 少 年 課 

子 ど も 家 庭 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

子 ど も ・ 若 者

支 援 地 域 ネ ッ

ト ワ ー ク （ 再

掲）  

ひ き こ も り や 不 登 校 な ど ， 様 々

な 不 安 や 悩 み を 抱 え て い る 子 ど

も ・ 若 者 と そ の 家 族 か ら の 相 談 を

受 け 付 け ， 教 育 や 福 祉 ， 保 健 ， 医

療 ， 矯 正 ， 更 生 保 護 ， 雇 用 な ど の

様 々 な 分 野 の 関 係 機 関 等 が 有 機 的

に 連 携 し ， そ れ ぞ れ の 専 門 性 や 特

長 を 生 か し た 適 切 な サ ポ ー ト を 行

い ま す 。  

ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 ：  

第 1 回 ：  

令 和 2 年 9 月 4 日  

第 2 回 ：  

令 和 2 年 1 0 月 2 3 日  

第 3 回 ：  

令 和 3 年 3 月 1 7 日  

児 童 青 少 年 課 

子 ど も ・ 若 者

居場所事業  

市 内 に お い て 社 会 生 活 を 円 滑 に

営 む 上 で 困 難 を 抱 え る 子 ど も ・ 若

者 へ の 居 場 所 提 供 事 業 に 要 す る 経

費 の 一 部 を 補 助 す る こ と に よ り ，

困 難 を 抱 え る 子 ど も ・ 若 者 の 自 立

し た 社 会 生 活 を 促 進 し ま す 。  

交 付 団 体 数 ： 1 団 体  

交 付 金 額 ： 180 万 円  

児 童 青 少 年 課 

自 立 相 談 支 援

事業（再掲）  

調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 に 委 託 し

て い る ワ ン ス ト ッ プ 型 相 談 窓 口

「 調 布 ラ イ フ サ ポ ー ト 」 に お い

て ， 様 々 な 相 談 支 援 や 関 係 機 関 と

の 連 絡 調 整 等 を 行 い ， 生 活 困 窮 者

の 自 立 を 支 援 し ま す 。  

新 規 相 談 受 付 件 数 ： 3 ,774 件  

支 援 プ ラ ン 作 成 件 数 ： 177 件  

就 労 支 援 対 象 者 数 ： 176 人  

就 職 者 数 ： 153 人  

就 労 準 備 支 援 対 象 者 数 ： 46 人  

 

生 活 福 祉 課 

ス ク ー ル カ ウ

ン セ ラ ー の 活

用（再掲）  

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に よ る 小

学 ５ 年 及 び 中 学 １ 年 の 全 児 童 ･ 生 徒

に 対 す る 面 接 実 施 し ま す 。  

【小学校スクールカウンセラー相談者数】 

児 童 ： 4 ,843 人  

保 護 者 ： 2 ,083 人  

教 職 員 ： 4 ,817 人  

他 機 関 等 ： 194 人  

【中学校スクールカウンセラー相談者数】 

生 徒 ： 1 ,507 人  

保 護 者 ： 763 人  

教 職 員 ： 1 ,879 人  

他 機 関 等 ： 203 人  

※ い じ め ・ 虐 待 の 防 止 と 対 応 と

同 内 容  

指 導 室 

ス ク ー ル ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ

ーの活用  

（再掲）  

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー に

よ る 支 援 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 配

置 人 数 ： 会 計 年 度 任 用 職 員 3 人  
指 導 室 

不 登 校 児 童 ・

生 徒 に 対 す る

支 援 体 制 の 整

備  

不 登 校 児 童 ・ 生 徒 に 対 し て ， 適

応 指 導 教 室 や 分 教 室 型 の 不 登 校 特

例 校 の 体 制 整 備 を 推 進 し ま す 。  

【 適 応 指 導 教 室 「 太 陽 の 子 」】  

通 室 実 児 童 数 ： 13 人  

通 室 延 べ 児 童 数 ： 777 人  

開 設 日 数 ： 179 日  

【 第 七 中 学 校 不 登 校 特 例 校 分 教

室 「 は し う ち 教 室 」 】  

在 籍 実 生 徒 数 ： 21 人  

 

 

指 導 室 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

不 登 校 児 童 ・

生 徒 に 対 す る

取組  

不 登 校 児 童 ・ 生 徒 に 対 し て ， 不

登 校 プ ロ ジ ェ ク ト (SWITCH) ， メ ン

タ ル フ レ ン ド ， テ ラ コ ヤ ス イ ッ チ

等 の 取 組 を 進 め ま す 。  

不 登 校 の 生 徒 に 対 し ， 相 談 体 制

や 居 場 所 機 能 を 確 保 す る た め ，

年 齢 の 近 い 大 学 生 と の 交 流 事 業

を 実 施  

【 メ ン タ ル フ レ ン ド 】  

派 遣 し た 大 学 生 等 の 回 数 ： 162 回

  

対 象 児 童 ・ 生 徒 数 ： 13 人  

【 テ ラ コ ヤ ス イ ッ チ 】  

実 施 回 数 ： 22 回  

参 加 生 徒 数 ： 3 人  

指 導 室 

不 登 校 児 童 ・

生 徒 の 家 庭 へ

の支援  

学 校 に 行 き づ ら い 児 童 ・ 生 徒 の

保 護 者 が 孤 立 す る こ と の な い よ

う ， 各 種 相 談 や ， 学 校 に 行 き づ ら

い 子 ど も の 保 護 者 の 集 い を 実 施 し

ま す 。  

学 校 ・ 第 七 中 学 校 不 登 校 特 例 校

分 教 室 「 は し う ち 教 室 」・ 適 応 指

導 教 室 「 太 陽 の 子 」 等 と 連 携

し ， 保 護 者 を 対 象 と し た 集 い を

各 学 期 に １ 回 及 び 土 曜 日 １ 回 の

計 ３ 回 開 催 （ 1 回 開 催 中 止 ）  

指 導 室 

（教育相談所） 

ち ょ う ふ 若 者

サ ポ ー ト ス テ

ーション  

（再掲）  

高 校 中 退 者 や 大 卒 の 進 路 未 決 定

者 ， 未 就 職 の 方 や 仕 事 が 長 続 き し

な い 方 等 ， 働 く こ と に 悩 み を 抱 え

て い る 15 歳 か ら 49 歳 ま で の 若

者 ， そ の 保 護 者 か ら の 相 談 に 応

じ ， 就 労 や 自 立 に 向 け た 支 援 を 行

い ま す 。 ま た ， 就 労 に 向 け た セ ミ

ナ ー な ど を 行 い ま す 。  

来 所 者 数 ： 513 人  

相 談 件 数 ： 1 ,046 件  

新 規 登 録 者 数 ： 108 人 （ 内 市 内 在

住 者 55 人 ）  

進 路 決 定 者 数 ： 52 人 （ 内 市 内 在

住 者 ： 17 人 ）  

職 場 体 験 人 数 ： 6 人 （ 対 象 者 15

～ 49 歳 ）  

職 場 体 験 受 入 事 業 所 等 ： 計 3 箇

所  

セ ミ ナ ー 「 ５ 年 間 ひ き こ も っ て

い た 僕 が 働 く ま で 」： 令 和 2 年 10

月 24 日  

参 加 人 数 ： 34 人 （ ラ イ ブ 参 加 者

13 人 を 含 む ）  

産 業 振 興 課 

 

イ）障害等のある子ども・若者の支援  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

障 害 者 就 労 支

援事業  

障 害 者 の 一 般 就 労 の 機 会 を 広 げ る

と と も に ， 障 害 者 が 安 心 し て 働 き 続

け ら れ る よ う ， 身 近 な 地 域 に お い て

就 労 面 と 生 活 面 の 支 援 を 一 体 的 に 提

供 し ま す 。  

○  障 害 者 地 域 生 活 ・ 就 労 支 援 セ ン タ ー

ち ょ う ふ だ ぞ う （ 主 に 知 的 障 害 者 ， 身

体 障 害 者 ）  

○  こ こ ろ の 健 康 支 援 セ ン タ ー 就 労

支 援 室 ラ イ ズ （ 主 に 精 神 障 害 者 ， 発

達 障 害 者 ）  

調 布 市 障 害 者 地 域 生 活 ・ 就 労 支

援 セ ン タ ー ち ょ う ふ だ ぞ う  

利 用 登 録 者 数 ： 298 人  

延 べ 支 援 件 数 ： 14 ,420 件  

調 布 市 こ こ ろ の 健 康  

支 援 セ ン タ ー 就 労 支 援 室 ラ イ ズ  

利 用 登 録 者 数 ： 183 人  

延 べ 支 援 件 数 ： 5 ,257 件  

障 害 福 祉 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

作 業 所 等 経 営

ネ ッ ト ワ ー ク

支援事業  

作 業 所 等 の 利 用 者 の 工 賃 ア ッ プ や

就 労 意 欲 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と

し て ， 市 内 の 作 業 所 等 が 共 同 し て 受

注 先 の 開 拓 や 共 同 受 注 ， 共 同 商 品 開

発 ， 製 品 の 販 路 拡 大 等 の 活 動 に 取 り

組 む ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 や そ の 活 動 に

対 す る 補 助 を 行 い ま す 。  

通 年 の 活 動 ： 市 内 6 か 所 の 常 設

店 舗 等 で 自 主 製 品 を 販 売 4 事 業

所 に よ る 統 一 レ シ ピ ク ッ キ ー

「 チ ャ ン ス の た ね 」 販 売  

 

共 同 受 注  

清 掃 （ 公 園 ， 駐 輪 場 ， ク リ ー ン

セ ン タ ー ）， ご み リ サ イ ク ル カ レ

ン ダ ー 配 布 ， 地 域 活 動 情 報 誌 じ

ょ い な す 配 布 ， メ ー ル 交 換 便 ，

ふ く し の 窓 配 布 ， 水 道 メ ー タ ー

分 解 作 業 （ 府 中 市 現 業 事 務 所 ）  

 

【 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡

大 防 止 の た め 中 止 と な っ た 活

動 】  

・ 調 布 ・ 多 摩 ・ 府 中 3 市 の 福 祉

作 業 所 に よ る 自 主 製 品 合 同 販 売

会 「 調 布 ・ 多 摩 ・ 府 中 ほ っ と ハ

ー ト 」  

・ 調 布 市 役 所 市 民 ロ ビ ー に お い

て ， 自 主 製 品 の 展 示 会  

・ 各 イ ベ ン ト で の 展 示 販 売 （ パ

ル コ 前 販 売 ， 共 生 ス ポ ー ツ 祭

り ， 商 工 ま つ り ， 慈 恵 医 科 大 学

フ ァ ブ ー ル 祭 ， 福 祉 ま つ り 等 ）  

 

 

 

 

 

障 害 福 祉 課 

日 中 活 動 の 場

（ 通 所 施 設

等 ） の 整 備 ・

運営の支援  

特 別 支 援 学 校 の 卒 業 生 等 の 利 用 希

望 に 応 え ， 多 様 な 日 中 活 動 の 場 （ 通

所 施 設 等 ） を 確 保 す る た め ， 障 害 者

総 合 支 援 法 及 び 児 童 福 祉 法 に 基 づ く

通 所 施 設 等 を 開 設 ・ 運 営 す る 事 業 者

を 支 援 し ま す 。  

○  障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 開 設

費 補 助  

○  障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 運 営

費 補 助  

○  重 度 知 的 障 害 者 通 所 施 設 へ の 運

営 費 補 助  

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 開 設 費

補 助 ： 1 施 設  

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 運 営 費

補 助 ： 45 施 設  

 

重 度 知 的 障 害 者 通 所 施 設 へ の 運

営 費 補 助 ： 1 施 設  

利 用 者 数 ： 19 人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障 害 福 祉 課 



 

96 

 

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

余 暇 活 動 の 支

援  

学 校 や 就 労 ， 通 所 施 設 等 の 日 中 活

動 以 外 の 場 所 や 時 間 に お け る ， レ ク

リ エ ー シ ョ ン ， ス ポ ー ツ な ど の 余 暇

活 動 を 支 援 し ま す 。  

○  障 害 者 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー

事 業  

○  障 害 者 余 暇 活 動 支 援 事 業 「 ほ り

で ー ぷ ら ん 」  

○  障 害 児 （ 者 ） フ ッ ト サ ル 事 業

補 助  

○  日 中 一 時 支 援 事 業  

【 障 害 者 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー

事 業 】  

登 録 者 数 ： 1 ,074 人 人 （ う ち 児

童 数 不 明 ）  

利 用 者 数 （ 延 べ ）： 11 ,309 人

（ う ち 児 童 数 不 明 ）  

市 民 ボ ラ ン テ ィ ア 数  

（ 延 べ ）： 1 ,128 人  

開 所 日 数 ： 839 日  

※ 社 会 福 祉 協 議 会 ド ル チ ェ ， 社

会 福 祉 事 業 団 ち ょ う ふ だ ぞ う ，

新 樹 会 希 望 ケ 丘 の 合 計  

【 障 害 者 余 暇 活 動 支 援 事 業 「 ほ り

で ー ぷ ら ん 」】  

開 催 回 数 ： 3 回  

延 べ 参 加 者 数 ： 17 人 （ う ち 児 童

数 不 明 ）  

※  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響

に 伴 い ， 開 催 回 数 を 減 少 し ， 実

施 規 模 及 び 参 加 人 数 を 縮 小 し て

実 施 し た 。  

【 障 害 児 （ 者 ） フ ッ ト サ ル 事 業  

補 助 】  

開 催 回 数 ： 12 回  

延 べ 参 加 者 数 ： 344 人 （ う ち 児

童 数 不 明 ）  

【 日 中 一 時 支 援 事 業 】  

利 用 者 数 ： 142 人 （ う ち 児 童 数

不 明 ）  

延 べ 日 数 ： 2 ,989 日  

※ １  令 和 ２ 年 ３ 月 か ら 同 年 ５

月 ま で の 期 間 は ， 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に 伴 う 特 別

支 援 学 校 等 の 臨 時 休 校 に 対 応

し ， 事 業 者 登 録 及 び 対 象 利 用 者

に 係 る 要 件 を 緩 和 し て 実 施 し

た 。  

※ ２  令 和 ２ 年 度 に つ い て は ，

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 に

伴 い ， サ ー ビ ス 提 供 に あ た り 感

染 拡 大 防 止 対 策 の 徹 底 が 求 め ら

れ る 日 中 一 時 支 援 事 業 者 に お い

て 必 要 な か か り 増 し 経 費 を 踏 ま

え た 支 援 費 の 上 乗 せ を 実 施 し

た 。  

 

障 害 福 祉 課 

 



 

97 

 

ウ）非行・犯罪に陥った子ども・若者の支援  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

調 布 市 青 少 年

補導連絡会  

保 護 司 ， 民 生 児 童 委 員 ， 少 年 補 導

員 ， 警 察 関 係 者 ， 生 活 指 導 主 任 ， 健

全 育 成 推 進 地 区 委 員 等 に よ り 構 成 さ

れ る 調 布 市 青 少 年 補 導 連 絡 会 に お い

て ， 青 少 年 の 非 行 防 止 を 目 的 に ， 青

少 年 を 取 り 巻 く 問 題 の あ る 環 境 等 に

つ い て ， 研 究 ， 連 絡 ， 協 議 を 行 い ま

す 。  

連 絡 会 ：  

第 1 回  

令 和 2 年 5 月 上 旬 （ 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 中 止 ）  

第 2 回  

令 和 3 年 3 月 19 日 （ 書 面 開 催 ）  

児 童 青 少 年 課 

青 少 年 非 行 防

止 街 頭 パ ト ロ

ール  

調 布 市 青 少 年 補 導 連 絡 会 の 活 動 の

一 環 と し て ， 青 少 年 の 非 行 防 止 を 目

的 に パ ト ロ ー ル 活 動 を 実 施 し ， 主

に ， ゲ ー ム セ ン タ ー ， カ ラ オ ケ ボ ッ

ク ス ， イ ン タ ー ネ ッ ト カ フ ェ 等 を 巡

回 す る 中 で ， 社 会 環 境 の 浄 化 に 向 け

た 協 力 要 請 を 行 い ま す 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ

り 中 止  

児 童 青 少 年 課 

“ 社 会 を 明 る

くする  

運動 ”の推進  

法 務 省 東 京 保 護 観 察 所 と の 連 携 に

よ り ， 犯 罪 や 非 行 を 防 止 す る と と も

に ， 罪 を 犯 し た 人 た ち の 立 ち 直 り を

地 域 の チ カ ラ で 支 援 し ， 犯 罪 の な い

地 域 社 会 を 築 く こ と を 目 的 と す る 全

国 的 な 運 動 を 推 進 し ま す 。  

【 駅 頭 広 報 活 動 】  

※ 新型コロナウイルスの影響により中止 

【 中 学 生 サ ッ カ ー 教 室 】  

※ 新型コロナウイルスの影響により中止 

【 学 生 意 見 発 表 会 】  

※ 新型コロナウイルスの影響により中止 

【 中 学 生 作 文 コ ン テ ス ト （ 東 京

都 推 進 委 員 会 主 催 ）】  

応 募 総 数 ： 332 作 品  

東 京 都 推 進 委 員 会 へ の 推 薦 ： 10

作 品  

審 査 結 果  

・ 東 京 都 中 学 校 長 会 会 長 賞 ： 1 作

品  

・ 佳  作 ： 1 作 品  

・ 奨 励 賞 ： 第 三 中 学 校 ， 第 七 中

学 校  

福 祉 総 務 課 

薬 物 乱 用 防 止

の啓発  

薬 物 乱 用 防 止 の 普 及 啓 発 を 兼 ね ，

市 内 各 中 学 校 を 訪 問 し ， 東 京 都 薬 物

乱 用 防 止 ポ ス タ ー 募 集 へ の 応 募 を 呼

び か け ， 入 賞 作 品 の 展 示 を 行 い ま

す 。  

各 学 校 で 実 施 す る セ ー フ テ ィ 教 室

等 に お け る 薬 物 乱 用 防 止 講 習 会 等 を

実 施 し ま す 。  

東 京 都 薬 物 乱 用 防 止 推 進 調 布 地

区 協 議 会  

総 会 ： 令 和 ２ 年 5 月  

書 面 開 催  

ポ ス タ ー ・ 標 語 選 考 会 ： 令 和 ２

年 10 月 2 日  

研 修 会 ： 令 和 ３ 年 ３ 月 26 日  

役 員 会 ： 令 和 3 年 3 月 26 日  

薬 物 乱 用 防 止 ポ ス タ ー ・ 標 語 の

募 集 ： 令 和 ２ 年 6 月 ～ 9 月  

薬 物 乱 用 防 止 ポ ス タ ー ・ 標 語

展 ： 令 和 ２ 年 12 月 1 日 ～ 18 日  

健 康 推 進 課 

指 導 室 

 



 

98 

 

エ）特に配慮が必要な子ども・若者の支援  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

こ こ ろ と い の

ち の ネ ッ ト ワ

ーク会議  

自 殺 の 背 景 に は 様 々 な 問 題 が 複 雑

に 絡 み 合 っ て い る た め ， 自 殺 の 危 機

的 要 因 の 解 消 や 複 雑 化 の 防 止 に 向 け

て 各 関 係 機 関 の 取 組 を 共 有 し ， 連 携

の 仕 方 を 検 討 す る 会 議 を 開 催 し ま

す 。  

こ こ ろ と い の ち の ネ ッ ト ワ ー  

ク 会 議 ：  

令 和 ３ 年 ３ 月 ２ ６ 日  

参 加 人 数 ： １ ６ 人  健 康 推 進 課 

自 殺 予 防 の た

め の 人 材 育 成

（ ゲ ー ト キ ー

パー養成）  

自 殺 の 危 険 性 の 高 い 人 の 早 期 発 見

と 適 切 な 対 応 を 図 る た め ， 職 場 や 地

域 な ど で 悩 ん で い る 人 に 気 づ き ， 声

を か け ， 話 を 聴 い て ， 支 援 に つ な げ

る 役 割 を 担 い ， 自 殺 対 策 を 支 え る 人

材 を 養 成 し ま す 。  

ゲ ー ト キ ー パ ー に 関 す る 講 話 ： 6

回 実 施  

※ 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 影 響 で 対

面 で の 健 康 教 育 の 回 数 が 減 少  健 康 推 進 課 

日 本 語 指 導 教

室  

（再掲）  

外 国 に ル ー ツ が あ る ， ま た は 帰 国

子 女 等 に あ た る 児 童 ・ 生 徒 に 対 し ，

日 本 語 指 導 等 を 行 い ， 学 校 生 活 へ の

早 期 適 応 を 図 り ま す 。  

在 籍 人 数 ： 56 人  

実 施 回 数 ： 65 回  

指 導 室 

性 同 一 性 障 害

者 等 に 対 す る

理解促進  

性 同 一 性 障 害 者 や 性 的 指 向 を 理 由

と し て 困 難 な 状 況 に 置 か れ て い る 者

等 ， 特 に 配 慮 が 必 要 な 子 ど も ・ 若 者

に 対 す る 偏 見 ・ 差 別 を な く し ， 理 解

を 深 め る た め ， 子 ど も ・ 若 者 に 関 わ

る 従 事 者 等 へ の 情 報 提 供 を 行 い ま

す 。  

年 2 回 の ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ

ー 連 絡 会 等 を 通 じ て ， 児 童 ・ 生

徒 及 び 保 護 者 の 悩 み や 不 安 に 対

す る 適 切 な 対 応 に つ  い て ， 小 ・

中 学 校 全 校 で 共 有 し た 。  

児 童 館 や 学 童 ク ラ ブ 等 に 従 事

す る 職 員 に 対 し 定 期 的 に 実 施 す

る 職 場 研 修 の 中 で ， 障 害 児 な ど

の 配 慮 が 必 要 な 児 童 に 対 す る 適

切 な 対 応 に 関 す る 研 修 を 行 っ

た 。  

指 導 室 

児 童 青 少 年 課 



 

99 

 

③子ども・若者の被害防止・保護  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

青 少 年 の 非

行 ・ 被 害 防 止

全 国 強 調 月 間

に よ る 広 報 啓

発  

内 閣 府 が 定 め る 「 青 少 年 の 非 行 ・

被 害 防 止 全 国 強 調 月 間 」 に あ わ せ ，

青 少 年 の 規 範 意 識 を 高 め ， 児 童 買 春

や 児 童 ポ ル ノ と い っ た 青 少 年 の 福 祉

を 害 す る 犯 罪 の 被 害 を 防 止 す る た

め ， 啓 発 活 動 等 を 行 っ て い ま す 。  

市 ホ ー ム ペ ー ジ に て ， イ ン タ

ー ネ ッ ト の 利 用 方 法 ， 薬 物 乱 用

防 止 ， 非 行 ・ い じ め の 相 談 窓 口

に 関 す る 各 種 啓 発 を 実 施 。  

駅 頭 広 報 活 動 に つ い て は ， 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り

中 止 。  

 

児 童 青 少 年 課 

要 保 護 児 童 対

策 地 域 協 議 会

（再掲）  

要 保 護 児 童 等 へ の 適 切 な 支 援 を 図

る た め ， 情 報 の 交 換 や 支 援 に 関 す る

協 議 を 行 い ま す 。 構 成 機 関 代 表 者 に

よ る 会 議 ， 実 務 者 に よ る 会 議 の ほ

か ， 個 別 ケ ー ス に 対 応 す る た め の 関

係 者 会 議 を 随 時 開 催 す る ほ か ， 当 該

協 議 会 の 枠 組 み を 通 じ ， 関 係 者 間 で

積 極 的 な 情 報 共 有 を 行 い ま す 。  

【 代 表 者 会 議 】  

第 1 回 ： 令 和 2 年 7 月 27 日  

第 2 回 ： 令 和 3 年 3 月 10 日

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に

伴 い 書 面 開 催 ）  

【 実 務 者 会 議 】  

第 1 回 ： 令 和 2 年 7 月 21 日  

第 2 回 ： 令 和 2 年 10 月 29 日  

第 3回 ： 令 和 3年 3月 10日 （ 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴 い 書

面 開 催 ）  

【 ケ ー ス 会 議 】  

116ケ ー ス ， 144回 の  

会 議 を 開 催  

子 ど も 政 策 課 

オ レ ン ジ リ ボ

ン キ ャ ン ペ ー

ン（再掲）  

児 童 虐 待 防 止 の メ ッ セ ー ジ を 込 め

た オ レ ン ジ リ ボ ン を シ ン ボ ル マ ー ク

に ， 児 童 虐 待 防 止 に 係 る 啓 発 活 動 を

行 う も の で す 。 児 童 虐 待 防 止 推 進 月

間 で あ る 11 月 に そ の 取 組 を 強 化 し

て い ま す が ， 児 童 虐 待 防 止 に 係 る 普

及 啓 発 活 動 は 通 年 で 実 施 し ま す 。  

・ 11 月 に オ レ ン ジ リ ボ ン ・ パ

ー プ ル リ ボ ン キ ャ ン ペ ー ン の 実

施  

・「 Ｄ Ｖ 根 絶 ・ 児 童 虐 待 防 止

「 パ ー プ ル ＆ オ レ ン ジ ア マ ビ エ

展 」 に よ る パ ネ ル 展 示 の 実 施  

・ 調 布 駅 前 広 場 の 樹 木 の ラ イ ト

ア ッ プ の 実 施  

・ 市 内 の 小 学 生 に 各 小 学 校 を 通

し て 「 み ん な  な か よ し ！ 」 を

テ ー マ に 絵 の 募 集 を 行 い ， 集 ま

っ た 絵 を シ ー ル 加 工 し ，「 い じ

め や 虐 待 の な い ま ち 宣 言  ― 調

布 市 ―  」 と い う 文 字 と と も

に ， 市 内 を 走 る ご み 収 集 車 に 貼

り ， い じ め や 虐 待 の な い ま ち 宣

言 Ｐ Ｒ 事 業 を 実 施  

 

子 ど も 政 策 課 

児 童 養 護 施 設 退

所 者 等 支 援 事 業

（ ス テ ッ プ ア ッ

プ ホ ー ム 事 業 ）  

（ 再 掲 ）  

市 内 で 児 童 養 護 施 設 が 住 居 を 借 り

上 げ ， 養 護 施 設 退 所 者 等 に 一 定 期 間

提 供 す る と と も に ， 就 労 ， 学 業 ， 日

常 生 活 等 の 支 援 及 び 相 談 等 の 援 助 を

行 う 事 業 に 要 す る 費 用 の 一 部 を 市 が

助 成 し ま す 。  

助 成 施 設 数 ： 3 箇 所  

事 業 利 用 者 数 ： 13 人  

助 成 額 ： 7 ,771 ,342 円  

 子 ど も 政 策 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

調布市大学等

在学者に対す

る生活支援給

付金支給事業  

（再掲）  

経 済 的 に 支 援 を 必 要 と す る 大 学 等

在 学 者 に 対 し て 給 付 金 を 支 給 す る こ

と で ， 当 該 大 学 等 在 学 者 の 生 活 の 安

定 を 図 り ま す 。  

【 生 活 費 用 支 援 給 付 金 】  

事 業 利 用 者 数 ： 11 人  

支 給 総 額 ： 6 ,250 ,000 円  

【 生 活 支 援 給 付 一 時 金 】  

事 業 利 用 者 数 ： 1 人  

支 給 総 額 ： 300 ,000 円  

子 ど も 政 策 課 

子ども家庭支

援センターす

こやか  

子 ど も に 関 す る 相 談 や ， 親 子 の 交

流 事 業 ， 子 育 て に 関 す る 学 習 講 座 ，

各 種 一 時 預 か り 事 業 の サ ー ビ ス 提 供

や 調 整 を 実 施 し ま す 。 ま た ， 児 童 虐

待 防 止 セ ン タ ー を 併 設 し ， 虐 待 の 未

然 防 止 や 早 期 発 見 ・ 対 応 に 取 り 組 み

ま す 。  

 

子 ど も 政 策 課 

養育支援訪問

事業（再掲）  

養 育 支 援 が 特 に 必 要 な 家 庭 を 訪 問

し て ， 児 童 虐 待 の 発 生 を 予 防 す る と

と も に ， 家 庭 に お け る 安 定 し た 児 童

の 養 育 が 可 能 と な る よ う 保 護 者 の 育

児 ， 家 事 等 の 養 育 能 力 を 向 上 さ せ る

た め の 支 援 （ 相 談 支 援 ， 育 児 ・ 家 事

援 助 等 ） を 行 い ま す 。  

※ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画

で 記 載  

 

 
子 ど も 政 策 課 
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（３）子ども・若者の成長のための社会環境の整備  

すべての児童・生徒が放課後等を安心して過ごせるよう，安全に配慮したまちづく

りを推進するとともに，地域住民の参画による体験・交流活動拠点を充実します。  

また，子どもや若者が，地域における多様な対人関係の中で社会性や豊かな人間性

を育むことができる交流活動の機会を充実します。  

さらに，急速に普及・浸透しているインターネット利用について，サービス提供者

をはじめ，利用に携わるすべての人，組織が協力・補完しながら，安全・安心な環境

の整備に取り組みます。  

①  家庭，学校及び地域の相互の関係の再構築  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

学童クラブ・

ユーフォー  

（再掲）  

地 域 社 会 の 中 で ， 子 ど も た ち が

放 課 後 等 に 安 全 で 健 や か に 過 ご す

こ と が で き る 居 場 所 づ く り を 推 進

し ま す 。  

ユ ー フ ォ ー を 全 小 学 校 区 で 実 施

し ， 地 域 の 人 々 の 参 画 を 得 て ， 勉

強 や ス ポ ー ツ ・ 文 化 活 動 ， 地 域 住

民 と の 交 流 活 動 等 を 実 施 し ま す 。  

「 新 ・ 放 課 後 子 ど も 総 合 プ ラ

ン 」 に 基 づ き ， す べ て の 児 童 ・ 生

徒 が 放 課 後 等 を 安 全 ・ 安 心 に 過 ご

し ， 多 様 な 体 験 ・ 活 動 を 行 う こ と

が で き る よ う ， 学 童 ク ラ ブ の 施 設

整 備 を 計 画 的 に 進 め る と も に ， 学

童 ク ラ ブ と ユ ー フ ォ ー の 両 事 業 の

連 携 を 推 進 し ま す 。   

【 学 童 ク ラ ブ 】  

定 員 数 ： 2 ,370 人  

在 籍 児 童 数 ： 2 ,279 人  

入 会 保 留 者 数 ： 159 人  

学 童 ク ラ ブ 施 設 数 ： 41 

【 課 後 子 供 教 室 （ ユ ー フ ォ ー ） 】 

登 録 児 童 数 ： 5 ,671 人  

延 べ 参 加 児 童 数 ： 96 ,004 人  

児 童 青 少 年 課 

中 高 生 の 放 課

後 等 の 活 動 支

援  

市 内 の 全 児 童 館 に お い て ，「 中 高

生 タ イ ム 」 を 設 け ， 中 ・ 高 校 生 世

代 専 用 の 居 場 所 を 提 供 し ま す 。  

中 ・ 高 校 生 世 代 を 対 象 と し た 児

童 館 と し て 「 青 少 年 ス テ ー シ ョ ン

CAPS 」 を 運 営 し ， 健 全 な 居 場 所 を

提 供 す る と と も に ， 専 門 知 識 を 有

す る ス タ ッ フ が 様 々 な 分 野 （ 音

楽 ， ス ポ ー ツ ， ダ ン ス ， パ ソ コ ン

等 ） の 活 動 を 支 援 し ま す 。 ま た ，

多 感 な 年 代 の 様 々 な 悩 み ・ 相 談 に

対 応 し ま す 。  

つ つ じ ケ 丘 児 童 館 ホ ー ル を 活 用

【 児 童 館 利 用 状 況 】  

開 放 日 数 ： 2 ,227 日 中 学 生 ：

4 ,144 人  

高 校 生 ： 1 ,364 人  

そ の 他 ： 17 人  

【 青 少 年 ス テ ー シ ョ ン CAPS 利

用 状 況 】  

中 学 生 ： 6 ,434 人  

高 校 生 ： 4 ,234 人  

そ の 他 ： 204 人  

【 つ つ じ ケ 丘 児 童 館 ホ ー ル 利 用

状 況 】  

実 施 回 数 ： 23 回 （ 原 則 週 １ 回 実

施 ）  

参 加 者 ： 延 べ 11 人  

児 童 青 少 年 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

し た 中 ・ 高 校 生 世 代 の フ リ ー ス ペ

ー ス 事 業 を 実 施 し ， 東 部 地 域 に お

け る 中 ・ 高 校 生 世 代 の 放 課 後 等 の

健 全 な 居 場 所 づ く り を 図 り ま す 。

ま た ， 利 用 者 の ニ ー ズ を 踏 ま え な

が ら ， 東 部 地 域 の 児 童 館 に お け る

フ リ ー ス ペ ー ス 事 業 を 展 開 し ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

子 ど も 家 庭 支

援 セ ン タ ー す

こやか  

（再掲）  

子 ど も に 関 す る 相 談 や ， 親 子 の

交 流 事 業 ， 子 育 て に 関 す る 学 習 講

座 ， 各 種 一 時 預 か り 事 業 の サ ー ビ

ス 提 供 や 調 整 を 実 施 し ま す 。 ま

た ， 児 童 虐 待 セ ン タ ー を 併 設 し ，

虐 待 の 未 然 防 止 や 早 期 発 見 ・ 対 応

に 取 り 組 み ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

子 ど も 政 策 課 

「 学 校 110

番」  

緊 急 か つ 重 大 な 事 態 の 発 生 に 備

え ， 小 ・ 中 学 校 ， 児 童 館 等 に ， 各

施 設 と 警 視 庁 を ボ タ ン １ つ で 結 ぶ

「 学 校 110 番 」 を 設 置 し ， 非 常 通

報 体 制 を 整 え ま す 。  

小 ・ 中 学 校 設 置 ： 28 箇 所  

児 童 館 設 置 ： 11 箇 所  

学 童 ク ラ ブ 設 置 ： 21 箇 所  

 

 

 

 

教 育 総 務 課 

児 童 青 少 年 課 

通 学 路 の 安

全 ・ 安 心 の 確

保（再掲）  

通 学 路 を 撮 影 す る 防 犯 カ メ ラ を

設 置 す る と と も に ， 学 校 ・ 教 育 委

員 会 ・ 警 察 ・ 道 路 管 理 者 等 が 市 立

小 学 校 の 通 学 路 の 安 全 点 検 を 実 施

し ， 可 能 な 安 全 対 策 を 行 い ま す 。  

通 学 路 を 撮 影 す る 防 犯 カ メ ラ ：

20 台 （ 各 校 1 台 ） 設 置  

【 合 同 点 検 の 実 施 】  

実 施 校 数 ： 7 校  

実 施 箇 所 数 ： 26 箇 所  

 

 

学 務 課 

地 域 学 校 協 働

本部  

学 習 支 援 員 や 運 動 部 活 動 に お け

る 外 部 指 導 員 等 ， 地 域 人 材 等 の 更

な る 活 用 を 推 進 し ま す 。  

実 施 校 数 ： 24 校  

・ 地 域 学 校 協 働 本 部 を 活 用 し た

地 域 人 材 等 に よ る 放 課 後 学 習 教

室 や 授 業 補 助 を 実 施  

・ 地 域 学 校 協 働 本 部 の 事 業 を 活

用 し ， 部 活 動 外 部 指 導 員 を 中 学

校 全 校 で 延 べ 26 種 目 の 部 活 動 で

活 用  

 

 

指 導 室 

家 庭 教 育 へ の

支援  

家 庭 教 育 に 関 す る 知 識 や 意 識 の

向 上 を 図 る た め ， 市 立 小 ・ 中 学 校

PTA が 企 画 ， 実 施 す る 家 庭 教 育 セ

ミ ナ ー に 対 し て ， 助 言 や 助 成 等 の

支 援 を 行 い ま す 。  

実 施 校 ： 0 校  

参 加 者 数 ： 0 人  

小 学 校 2 校 の Ｐ Ｔ Ａ が 開 催 を 予

定 し て い た が ， 緊 急 事 態 宣 言 の

発 出 に よ り ， 小 ・ 中 学 校 全 校 Ｐ

Ｔ Ａ に お い て 中 止  

 

社 会 教 育 課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

「 こ ど も の

家 」 の 普 及 啓

発 の 推 進 （ 再

掲）  

子 ど も た ち が 不 審 者 か ら 声 か け

な ど を さ れ た 際 の 駆 け 込 み 場 所 と

し て い る 「 こ ど も の 家 」 の 普 及 啓

発 を 行 い ま す 。  

協 力 者 件 数 ： 2 ,733 件  

 

 

 

 

社 会 教 育 課 

青 少 年 交 流 館

の 運 営 （ 再

掲）  

青 少 年 が 相 互 に 交 流 し ， 社 会 性

や 協 調 性 を 育 む こ と を 目 的 と し た

青 少 年 交 流 館 を 運 営 し ま す 。  

利 用 団 体 数 ： 192 件  

利 用 人 数 ： 3 ,703 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 次 の 通 り 臨 時 休 館 及 び 一 部

使 用 を 中 止  

・ 臨 時 休 館 期 間 ：  

令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 ～ 同 年 ５ 月 ３

１ 日  

・ 貸 館 休 止 及 び 使 用 時 間 変 更 期

間 ：  

令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日 ～ 同 年 同 月 ３

０ 日  

・ 開 館 時 間 及 び 使 用 時 間 変 更 期

間 ：  

令 和 ３ 年 １ 月 ８ 日 ～ 同 年 ３ 月 ２

１ 日  

 

社 会 教 育 課 

児童の防犯意

識に  

関する啓発  

学 童 ク ラ ブ を 中 心 に ， 児 童 が 通

学 路 を 含 む 近 隣 地 域 を 実 際 に 歩 い

て 点 検 し ， 誰 も が 「 入 り や す く 」

誰 か ら も 「 見 え に く い 場 所 （ 犯 罪

が 起 こ り や す い 場 所 ） や ， 危 険 と

思 わ れ る 場 所 を 洗 い 出 し て 地 図 上

に 表 す 安 全 ・ 安 心 マ ッ プ 作 成 作 業

を 通 じ て ， 児 童 へ の 注 意 喚 起 を 図

り ま す 。  

大 判 の イ ラ ス ト を 用 い て ， 児 童

が 自 ら 犯 罪 被 害 や 事 故 を 予 測 し

て ， 安 全 な 行 動 ， 危 険 な 行 動 を 学

習 で き る 安 全 行 動 イ メ ー ジ ト レ ー

ニ ン グ を 通 じ て ， 子 ど も 自 身 の 犯

罪 被 害 防 止 能 力 の 向 上 を 図 り ま

す 。  

【 安 心 ・ 安 全 マ ッ プ 】  

実 施 回 数 ： ０ 回  

【 安 全 行 動 イ メ ー ジ ト レ ー ニ ン

グ 】  

実 施 回 数 ： １ 回  

※ い ず れ も 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の

影 響 で 回 数 が 減 少  

 
総合防災安全課 

児 童 青 少 年 課 

調布子ども安

全・  

安心パトロー

ル  

（再掲）  

下 校 時 の 児 童 ・ 生 徒 の 安 全 を 守

る た め ， 調 布 市 内 を ４ つ の ブ ロ ッ

ク に 分 け ， 学 校 周 辺 の 通 学 路 を 中

心 に ， 青 色 回 転 灯 を 装 着 し た 車 両

に よ り ， 下 校 が 始 ま る 時 間 帯 か ら

パ ト ロ ー ル を 実 施 し ま す 。 ま た 長

期 休 暇 期 間 に お い て は 日 中 の 時 間

帯 に パ ト ロ ー ル を 実 施 し ま す 。  

・ 青 色 回 転 灯 を 装 着 し た 車 両 ４

台 ， 警 備 員 ８ 人 に よ り ， 下 校 が

始 ま る 時 間 帯 か ら 午 後 ９ 時 ３ ０

分 ま で パ ト ロ ー ル を 実 施  

・ 夏 休 み 期 間 の 日 中 に お い て

は ， 車 両 ２ 台 ， 警 備 員 ４ 人 に よ

り パ ト ロ ー ル を 実 施  

総合防災安全課 
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具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

地 域 福 祉 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー

（ CSW）  

生 活 上 の 悩 み や 困 り ご と を 抱 え

る 方 な ど に 対 し ， 様 々 な 機 関 ・ 団

体 と 連 携 し な が ら ， 課 題 の 解 決 を

図 る と と も に ， 居 場 所 づ く り な ど

の 住 民 主 体 の 活 動 の 推 進 や ， 地 域

で の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 に 取 り 組 み

ま す 。  

実 相 談 件 数 ： 700 件  

【 延 べ 活 動 件 数 】  

訪 問 ： 2 ,656 件  

来 所 ： 1 ,188 件  

電 話 ： 3 ,754 件  

メ ー ル ： 1 ,310 件  

そ の 他 ： 2 ,371 件  

調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 

 

②子ども・若者を取り巻く有害環境等への対応  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

調 布 市 青 少 年

補 導 連 絡 会

（再掲）  

保 護 司 ， 民 生 児 童 委 員 ， 少 年 補 導

員 ， 警 察 関 係 者 ， 生 活 指 導 主 任 ， 健

全 育 成 推 進 地 区 委 員 等 に よ り 構 成 さ

れ る 調 布 市 青 少 年 補 導 連 絡 会 に お い

て ， 青 少 年 の 非 行 防 止 を 目 的 に ， 青

少 年 を 取 り 巻 く 問 題 の あ る 環 境 等 に

つ い て ， 研 究 ， 連 絡 ， 協 議 を 行 い ま

す 。  

連 絡 会 ：  

第 1 回  

令 和 2 年 5 月 上 旬 （ 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 中 止 ）  

第 2 回  

令 和 3 年 3 月 19 日 （ 書 面 開

催 ）  

児 童 青 少 年 課 

青 少 年 非 行 防

止 街 頭 パ ト ロ

ール（再掲）  

調 布 市 青 少 年 補 導 連 絡 会 の 活 動 の

一 環 と し て ， 青 少 年 の 非 行 防 止 を 目

的 に パ ト ロ ー ル 活 動 を 実 施 し ， 主

に ， ゲ ー ム セ ン タ ー ， カ ラ オ ケ ボ ッ

ク ス ， イ ン タ ー ネ ッ ト カ フ ェ 等 を 巡

回 す る 中 で ， 社 会 環 境 の 浄 化 に 向 け

た 協 力 要 請 を 行 い ま す 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ

り 中 止  

 

児 童 青 少 年 課 

有害環境調査  

健 全 育 成 推 進 地 区 委 員 会 の 活 動 の

一 環 と し て ， 青 少 年 を 取 り 巻 く 有 害

環 境 の 浄 化 を 目 的 に ， 主 に ， ゲ ー ム

セ ン タ ー ， カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス ， イ ン

タ ー ネ ッ ト カ フ ェ ， 書 店 等 を 巡 回

し ， 青 少 年 に と っ て の 有 害 環 境 の 有

無 に つ い て 実 態 調 査 を 行 い ま す 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ

り 中 止  

児 童 青 少 年 課 

青 少 年 の イ ン タ

ー ネ ッ ト 利 用 に

関 す る 啓 発  

青 少 年 が 適 切 に イ ン タ ー ネ ッ ト の

利 用 が で き る よ う ， 補 導 連 絡 員 に 対

す る 研 修 や 市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で

啓 発 を 行 い ま す 。  

児 童 ・ 生 徒 へ 都 か ら 配 付 さ れ て い

る 冊 子 や セ キ ュ リ テ ィ 教 室 等 で ， 携

帯 電 話 ， ス マ ー ト フ ォ ン や イ ン タ ー

ネ ッ ト な ど に よ る ， い じ め や 人 権 問

題 に 対 す る 意 識 の 啓 発 を 図 る こ と

で ， 情 報 社 会 に お け る 正 し い 判 断 や

望 ま し い 態 度 を 育 成 し ま す 。  

・ 市 ホ ー ム ペ ー ジ に て ， 子 ど も

の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 に 関 す る

内 容 を 掲 載 し 啓 発 を 行 っ た 。  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に

よ り ， 補 導 連 絡 会 で の 研 修 に つ

い て は 未 実 施 。  

 

・ 携 帯 電 話 ， ス マ ー ト フ ォ ン や

イ ン タ ー ネ ッ ト な ど に よ る ， い

じ め や 人 権 問 題 に 対 す る 意 識 の

啓 発 を 図 っ た 。  

児 童 青 少 年 課 

指 導 室 
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（４）子ども・若者の成長を支える担い手の養成  

子ども・若者の健やかな成長を支えるため，地域における子育て経験者や様々な知

識・経験を有する高齢者など，多様な担い手を確保し，子ども・若者育成支援に係る

活動への参加を促進します。  

また，子ども・若者の相談・支援を充実させるため，同世代または年齢が近く価値

観を共有しやすい学生等によるボランティアの活動を促進します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

児 童 館 支 援 ス

タ ッ フ ・ ユ ー

フ ォ ー ボ ラ ン

テ ィ ア ス タ ッ

フ  

児 童 館 や ユ ー フ ォ ー に お い て ， 地

域 の 人 材 を ボ ラ ン テ ィ ア と し て 活 用

し ， 子 ど も た ち に 様 々 な 体 験 ・ 活 動

等 を 提 供 し ま す 。  

児 童 館 の ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 数 ：

86 人  

ユ ー フ ォ ー の ボ ラ ン テ ィ ア 登 録

数 ： 72 人  

 

 

児 童 青 少 年 課 

学 習 支 援 ・ 居

場所  

ボランティア  

子 ど も ・ 若 者 総 合 支 援 事 業 （ こ こ

あ ） に お け る 学 習 支 援 事 業 に お い

て ， 学 生 の ボ ラ ン テ ィ ア を 活 用 し ，

子 ど も 一 人 ひ と り と 向 き 合 え る よ

う ， 基 本 的 に マ ン ツ ー マ ン に よ る 学

習 支 援 を 行 い ま す 。 ま た ， 居 場 所 事

業 の ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て も 地 域 人

材 の 活 用 を 促 進 し ま す 。  

学 習 支 援 事 業 の ボ ラ ン テ ィ ア 登

録 数 ： 125 人  

居 場 所 事 業 の ボ ラ ン テ ィ ア 登 録

数 ： 11  人  

 

子 ど も 家 庭 課 

児 童 青 少 年 課 

民 間 協 力 者 の

確保  

保 護 司 や 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 等 の

担 い 手 と し て ， 幅 広 い 世 代 ・ 分 野 か

ら の 人 材 の 確 保 を 図 り ま す 。  

都 と 連 携 し ， 地 域 型 保 育 や ， 地 域

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 等 の 担 い 手

を 養 成 す る た め ， 子 育 て 支 援 員 研 修

を 行 い ， 研 修 受 講 希 望 者 の 見 学 実 習

先 の 調 整 を 実 施 し ま す 。  

【 民 間 協 力 者 】  

保 護 司 ： 53 人  

民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 ： 154 人  

令 和 ２ 年 度 東 京 都 子 育 て 支 援 員

研 修 に つ い て 市 報 に 掲 載 し 周 知

し ， 市 立 保 育 園 で の 見 学 実 習 先

の 調 整 を 実 施 し た 。  

 

 

福 祉 総 務 課 

子 ど も 政 策 課 

ジュニアリー

ダー  

及 び シ ニ ア リ

ー ダ ー 養 成 講

習会の実施  

（再掲）  

青 少 年 の 健 全 育 成 を 図 る と と も

に ， 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 の 養 成 を

図 る た め ， 中 学 生 を 対 象 と し た ジ ュ

ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 ， 高 校 生 を 対 象

と し た シ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 を 実 施

し ま す 。  

【 ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 】  

登 録 者 ： 0 人  

実 施 回 数 ： 0 回  

【 シ ニ ア リ ー ダ ー 講 習 会 】  

登 録 者 ： 0 人  

実 施 回 数 ： 0 回  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 全 13 回 の 講 習 会 を 中 止  

社 会 教 育 課 

ジ ュ ニ ア サ ブ

リ ー ダ ー 養 成

講 習 会 の 支 援

（再掲）   

青 少 年 の 健 全 育 成 を 図 る と と も

に ， 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 の 養 成 を

図 る た め ， 小 学 生 を 対 象 と し た ジ ュ

ニ ア サ ブ リ ー ダ ー 講 習 会 の 支 援 を 行

い ま す 。  

講 習 会 活 動 補 助 金 申 請 団 体 数 ：

5 団 体  

 社 会 教 育 課 
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（５）創造的な未来を切り拓く子ども・若者の応援  

グローバル化する社会の中で，言語や文化が異なる人々と主体的に協働していくこ

とができるよう，我が国の伝統・文化に関する深い理解，異文化に対する理解等を育

みます。さらに，オリンピック・パラリンピック教育を推進することにより，スポー

ツの価値や効果の再認識を通じて自己や社会のあり方を向上させ，国際的な視野を持

って活躍できる人材を育成します。  

具体的取組  取組概要  事業実績  所 管 部 署 

グ ロ ー バ ル な

人材の育成  

英 語 及 び 外 国 語 活 動 の 充 実 に よ

り ， 国 際 感 覚 や 豊 か な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能 力 を 育 成 す る と と も に ， 国

際 社 会 で 主 体 的 に 行 動 で き る グ ロ ー

バ ル な 人 材 を 育 成 し ま す 。  

外 国 人 英 語 指 導 教 師 （ Ａ Ｅ Ｔ ）

を 活 用 し た 授 業 を 小 ・ 中 学 校 全

校 で 実 施  指 導 室 

オ リ ン ピ ッ

ク ・ パ ラ リ ン

ピ ッ ク 教 育 の

推進  

オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク の

歴 史 ， 理 念 ， 参 加 国 の 文 化 等 の 学 習

を 通 じ ， 異 文 化 や 障 害 者 に 対 す る 理

解 を 深 め る と と も に ， 自 他 を 認 め ，

尊 重 し 合 う 心 を 育 成 し ま す 。 ま た ，

調 布 市 が オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ

ッ ク の 競 技 会 場 で あ る こ と を 生 か す

と と も に ， オ リ ン ピ ア ン ・ パ ラ リ ン

ピ ア ン と の 交 流 を 通 し て ， 運 動 や ス

ポ ー ツ へ の 関 心 を 高 め ， 夢 に 向 か う

努 力 や 困 難 を 克 服 す る 意 欲 の 向 上 ，

共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 意 識 の 醸 成

等 を 図 り ま す 。  

令 和 2 年 度 は ， 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス の 影 響 に 伴 い ， 一 部 の 学

校 に お い て オ リ パ ラ 教 育 の 取 組

を 実 施 し た 。  

調 布 市 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム に お い

て ， コ ロ ナ 禍 に お け る 新 し い 生

活 様 式 の 中 ， 児 童 ・ 生 徒 の 体 力

向 上 に つ な が る 教 育 に つ い て ア

ス リ ー ト に よ る パ ネ ル デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン を 実 施 し ， 学 校 や 地

域 ， 保 護 者 ， 市 民 へ の 共 有 を 図

っ た 。  

指 導 室 

自 国 の 伝 統 ・

文 化 へ の 理 解

促進等  

相 互 友 好 協 力 協 定 を 締 結 し て い る

東 京 外 国 語 大 学 の 留 学 生 の イ ン タ ー

ン シ ッ プ を 児 童 館 で 受 け 入 れ ， 留 学

生 と の 交 流 を 通 じ て ， 子 ど も た ち の

日 本 文 化 や 異 文 化 に 対 す る 理 解 等 を

育 み ま す 。  

イ ン タ ー ン シ ッ プ 受 入 数 ： 0 人  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に 伴

い ， 大 学 か ら の イ ン タ ー ン シ ッ

プ 受 け 入 れ の 依 頼 な し 。  

文化生涯学習課 

児 童 青 少 年 課 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ いじめや虐待防止の取組一覧

（参考資料）
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具体的取組 取組概要
いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
所管部署

子ども・若者総合

支 援 事 業 （ こ こ

あ）（再掲）

不登校や無業，ひきこもり等社会生活を営む上で困難を抱

える子ども・若者を対象に，自立に向けた計画的な支援を

行うとともに，生活困窮世帯やひとり親家庭等の抱える固

有の事由により教育の機会に恵まれず，進学や就職をあき

らめてしまうことがないよう学習支援等を行い，貧困の連

鎖を断ち切るため，「相談」・「居場所」・「学習支援」

の３つの事業を実施します。

いじめに対する取組
子ども家庭課

児童青少年課

青少年ステーショ

ンCAPSの運営（再

掲）

中・高校生世代を対象に，健全な居場所を提供し，専門知

識を有するスタッフが様々な分野（音楽，スポーツ，ダン

ス，パソコン等）の活動を支援します。また，多感な年代

の様々な悩み・相談に対応する相談事業を行います。

いじめに対する取組 児童青少年課

中高生の放課後等

の 活 動 支 援 （ 再

掲）

市内の全児童館において，「中高生タイム」を設け，中・

高校生世代専用の居場所を提供します。

中・高校生世代を対象とした児童館として「青少年ステー

ションCAPS」を運営し，健全な居場所を提供するととも

に，専門知識を有するスタッフが様々な分野（音楽，ス

ポーツ，ダンス，パソコン等）の活動を支援します。ま

た，多感な年代の様々な悩み・相談に対応します。

つつじケ丘児童館ホールを活用した中・高校生世代のフ

リースペース事業を実施し，東部地域における中・高校生

世代の放課後等の健全な居場所づくりを図ります。また，

利用者のニーズを踏まえながら，東部地域の児童館におけ

るフリースペース事業を展開します。

いじめに対する取組 児童青少年課

子ども・若者居場

所事業（再掲）

市内において社会生活を円滑に営む上で困難を抱える子ど

も・若者への居場所提供事業に要する経費の一部を補助す

ることにより，困難を抱える子ども・若者の自立した社会

生活を促進します。

いじめに対する取組 児童青少年課

子ども・若者総合

相談センター（再

掲）

子ども・若者総合支援事業（ここあ）で行っている相談事

業を子ども・若者相談センターとして位置づけ，困難を抱

える子ども・若者，その家族からの様々な相談に応じ，関

係機関の紹介や必要な情報の提供，助言を行います。

いじめに対する取組 児童青少年課

「子ども　夢　すこやか　まちづくり」いじめや虐待のないまち宣言

　平成１９年５月５日，家庭，学校等，地域，事業主と協働し，関係機関とも力を合わせ，いじめや虐

待をなくし，子どもたちがあたたかい人間関係を育み，夢を持って健やかに育つことができるまちづく

りをより一層進めていくことを宣言し，第2期調布っ子すこやかプラン「子ども・子育て支援事業計

画」の中でも，いじめや虐待防止の取組を行っています。
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具体的取組 取組概要
いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
所管部署

子ども・若者支援

地 域 協 議 会 （ 再

掲）

ひきこもりや不登校など，様々な不安や悩みを抱えている

子ども・若者とその家族からの相談を受け付け，教育や福

祉，保健，医療，矯正，更生保護，雇用などの様々な分野

の関係機関等が有機的に連携し，それぞれの専門性や特長

を生かした適切なサポートを行います。

いじめに対する取組 児童青少年課

青少年のインター

ネット利用に関す

る啓発（再掲）

青少年が適切にインターネットの利用ができるよう，補導

連絡員に対する研修や市公式ホームページ等で啓発を行い

ます。

児童・生徒へ都から配付されている冊子やセキュリティ教

室等で，携帯電話，スマートフォンやインターネットなど

による，いじめや人権問題に対する意識の啓発を図ること

で，情報社会における正しい判断や望ましい態度を育成し

ます。

いじめに対する取組
児童青少年課

指導室

性同一性障害者等

に対する理解促進

（再掲）

性同一性障害者や性的指向を理由として困難な状況に置か

れている者等，特に配慮が必要な子ども・若者に対する偏

見・差別をなくし，理解を深めるため，子ども・若者に関

わる従事者等への情報提供を行います。

いじめに対する取組
児童青少年課

指導室

“社会を明るくする

運 動 ” の 推 進 （ 再

掲）

法務省東京保護観察所との連携により，犯罪や非行を防止

するとともに，罪を犯した人たちの立ち直りを地域のチカ

ラで支援し，犯罪のない地域社会を築くことを目的とする

全国的な運動を推進します。

いじめに対する取組 福祉総務課

日 本 語 指 導 教 室

（再掲）

外国にルーツがある，または帰国子女等にあたる児童・生

徒に対し，日本語指導等を行い，学校生活への早期適応を

図ります。

いじめに対する取組 指導室

不登校児童・生徒

に対する取組（再

掲）

不登校児童・生徒に対して，不登校プロジェクト

(SWITCH)，メンタルフレンド，テラコヤスイッチ等の取

組を進めます。

いじめに対する取組 指導室

不登校児童・生徒

に対する支援体制

の整備（再掲）

不登校児童・生徒に対して，適応指導教室や分教室型の不

登校特例校の体制整備を推進します。
いじめに対する取組 指導室

不登校児童・生徒

の 家 庭 へ の 支 援

（再掲）

学校に行きづらい児童・生徒の保護者が孤立することのな

いよう，各種相談や，学校に行きづらい子どもの保護者の

集いを実施します。

いじめに対する取組
指導室

（教育相談所）

子ども家庭支援セ

ンターすこやか

（再掲）

子どもに関する相談や，親子の交流事業，子育てに関する

学習講座，各種一時預かり事業のサービス提供や調整を実

施します。また，児童虐待防止センターを併設し，虐待の

未然防止や早期発見・対応に取り組みます。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
子ども政策課
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具体的取組 取組概要
いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
所管部署

民間協力者の確保

（再掲）

保護司や民生委員・児童委員等の担い手として，幅広い世

代・分野からの人材の確保を図ります。

都と連携し，地域型保育や，地域子ども・子育て支援事業

等の担い手を養成するため，子育て支援員研修を行い，研

修受講希望者の見学実習先の調整を実施します。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組

子ども政策課

福祉総務課

子育て支援サービ

ス相談員による相

談支援（再掲）

転入や出生をはじめ，各種手続きのため来所した子育て家

庭に対し，市内の子育て支援情報等を提供するほか，必要

と思われるサービスの丁寧な説明を行い，支援を必要とす

る家庭に対し，母子・父子自立支援員や母子・父子就労支

援専門員等，各関係機関につなぎます。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
子ども家庭課

調布市青少年補導

連絡会（再掲）

保護司，民生児童委員，少年補導員，警察関係者，生活指

導主任，健全育成推進地区委員等により構成される調布市

青少年補導連絡会において，青少年の非行防止を目的に，

青少年を取り巻く問題のある環境等について，研究，連

絡，協議を行います。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
児童青少年課

青少年の非行・被

害防止全国強調月

間による広報啓発

（再掲）

内閣府が定める「青少年の非行・被害防止全国強調月間」

にあわせ，青少年の規範意識を高め，児童買春や児童ポル

ノといった青少年の福祉を害する犯罪の被害を防止するた

め，啓発活動等を行っています。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
児童青少年課

青少年非行防止街

頭パトロール（再

掲）

調布市青少年補導連絡会の活動の一環として，青少年の非

行防止を目的にパトロール活動を実施し，主に，ゲームセ

ンター，カラオケボックス，インターネットカフェ等を巡

回する中で，社会環境の浄化に向けた協力要請を行いま

す。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
児童青少年課

子ども・若者支援

地域ネットワーク

（再掲）

ひきこもりや不登校など，様々な不安や悩みを抱えている

子ども・若者とその家族からの相談を受け付け，教育や福

祉，保健，医療，矯正，更生保護，雇用などの様々な分野

の関係機関等が有機的に連携し，それぞれの専門性や特長

を生かした適切なサポートを行います。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
児童青少年課

地域福祉コーディ

ネーター（CSW）

（再掲）

生活上の悩みや困りごとを抱える方などに対し，様々な機

関・団体と連携しながら，課題の解決を図るとともに，居

場所づくりなどの住民主体の活動の推進や，地域でのネッ

トワーク構築に取り組みます。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組

調布市社会福祉

協議会

こころといのちの

ネットワーク会議

（再掲）

自殺の背景には様々な問題が複雑に絡み合っているため，

自殺の危機的要因の解消や複雑化の防止に向けて各関係機

関の取組を共有し，連携の仕方を検討する会議を開催しま

す。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
健康推進課
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具体的取組 取組概要
いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
所管部署

自殺予防のための

人材育成（ゲート

キ ー パ ー 養 成 ）

（再掲）

自殺の危険性の高い人の早期発見と適切な対応を図るた

め，職場や地域などで悩んでいる人に気づき，声をかけ，

話を聴いて，支援につなげる役割を担い，自殺対策を支え

る人材を養成します。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
健康推進課

命の教育（再掲）

自他の生命（いのち）を大切にすることや他者との違いを

理解し，互いに認め合うことができる心豊かな教育活動を

推進します。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
指導室

いじめ・虐待の防

止と対応（再掲）

スクールカウンセラーによる小学校５年及び中学校１年の

全児童・生徒に対する面接を実施し，子どもを守る地域

ネットワークとの連携等を通じ，未然防止，早期発見，早

期対応に努めます。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
指導室

スクールカウンセ

ラ ー の 活 用 （ 再

掲）

スクールカウンセラーによる小学５年及び中学１年の全児

童･生徒に対する面接実施します。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
指導室

スクールソーシャ

ルワーカーの活用

（再掲）

スクールソーシャルワーカーによる支援体制の充実を図り

ます。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
指導室

個に応じたきめ細

かな教育相談の充

実（再掲）

悩みや不安を抱える子どもや保護者一人ひとりの心に寄り

添い，関係機関と連携を図りながら教育支援コーディネー

ター，スクールソーシャルワーカー，教育相談所にて教育

相談を実施し，きめ細かな対応に努めます。

いじめに対する取組

虐待防止に対する取組

指導室

（教育相談所）

女性のためのヘル

ス ケ ア 相 談 （ 再

掲）

思春期から更年期までの女性のからだや性，こころの悩み

などの相談に医学的知識を踏まえて助産師が対応します。
虐待防止に対する取組 男女共同参画推進課

女性の生きかた相

談（再掲）

DV等女性が抱える様々な悩みについて，相談者自身が問

題解決の糸口を見出せるよう，面接・電話による相談を受

け付けています。必要な情報を提供する等，関係機関と連

携を図りながら支援します。

虐待防止に対する取組 男女共同参画推進課

DVについての講演

会・講座等（再

掲）

11月25日「女性に対する暴力撤廃国際日」（国連），11

月12日～25日「女性に対する暴力をなくす運動」（内閣府

男女共同参画推進本部）期間にあわせて，DVについての

講演会・講座等を開催します。

虐待防止に対する取組 男女共同参画推進課

児童虐待防止セン

ター（再掲）

子ども自身や保護者，地域の方から児童虐待に関する相談

や通告を受け付ける窓口です。ケースワーカーのほか，臨

床心理士・精神保健福祉士等の専門スタッフが電話・来所

等での相談を受け，関係機関と連携しながら迅速かつ的確

に支援します。

虐待防止に対する取組 子ども政策課

111



具体的取組 取組概要
いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
所管部署

オレンジリボン

キャンペーン（再

掲）

児童虐待防止のメッセージを込めたオレンジリボンをシン

ボルマークに，児童虐待防止に係る啓発活動を行うもので

す。児童虐待防止推進月間である11月にその取組を強化し

ていますが，児童虐待防止に係る普及啓発活動は通年で実

施します。

虐待防止に対する取組 子ども政策課

要保護児童対策地

域協議会（再掲）

要保護児童等への適切な支援を図るため，情報の交換や支

援に関する協議を行います。構成機関代表者による会議，

実務者による会議のほか，個別ケースに対応するための関

係者会議を随時開催するほか，当該協議会の枠組みを通

じ，関係者間で積極的な情報共有を行います。

虐待防止に対する取組 子ども政策課

児童養護施設退所

者等支援事業（ス

テップアップホー

ム事業）（再掲）

市内で児童養護施設が住居を借り上げ，養護施設退所者等

に一定期間提供するとともに，就労，学業，日常生活等の

支援及び相談等の援助を行う事業に要する費用の一部を市

が助成します。

虐待防止に対する取組 子ども政策課

調布市大学等在学

者に対する生活支

援給付金支給事業

（再掲）

経済的に支援を必要とする大学等在学者に対して給付金を

支給することで，当該大学等在学者の生活の安定を図りま

す。

虐待防止に対する取組 子ども政策課

養育支援訪問事業

（再掲）

養育支援が特に必要な家庭を訪問して，児童虐待の発生を

予防するとともに，家庭における安定した児童の養育が可

能となるよう保護者の育児，家事等の養育能力を向上させ

るための支援（相談支援，育児・家事援助等）を行いま

す。

虐待防止に対する取組 子ども政策課

養育家庭体験発表

会（再掲）

様々な事情から家庭で暮らすことのできない子どもと，養

子縁組を目的とせず一定期間養育する里親制度の普及のた

め，里親体験による発表会を都と合同で開催します。

虐待防止に対する取組 子ども政策課

利 用 者 支 援 事 業

（再掲）

多様な教育・保育や事業が用意され，待機児童の解消等の

ためにそれらを個々のニーズに応じて確実に提供するべ

く，子どもや保護者がそれらの中から自分の家庭に一番ふ

さわしいメニューを，確実かつ円滑に利用できるような

コーディネート機能を担う事業です。子どもや保護者の身

近な場所で支援を行います。

虐待防止に対する取組

子ども政策課

保育課

健康推進課

子育て世代包括支

援 セ ン タ ー （ 再

掲）

保健センター（健康推進課）と子ども家庭支援センターす

こやかが連携しながら，妊娠期から子育て期にわたる切れ

目ない包括的な相談支援等と地域ネットワークの強化を図

ります。連携強化のため月１回の会議も行います。

虐待防止に対する取組
子ども政策課

健康推進課

母子・女性緊急一

時保護（再掲）

緊急に保護を要する母子または女性に対し，必要な保護と

相談・援助等を行い，自立への手段を講ずるまでの応急的

な支援を行います。

虐待防止に対する取組 子ども家庭課
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具体的取組 取組概要
いじめに対する取組

虐待防止に対する取組
所管部署

母子生活支援施設

（再掲）

母子家庭等の母が，生活上の様々な問題のため，子どもの

養育が十分できない場合に，母子ともに保護し，入所でき

る施設です。自立に向けて，その生活を支援します。

虐待防止に対する取組 子ども家庭課

親子のメンタルケ

ア相談（再掲）

育児不安や育児困難を訴えている母親を対象とし，育児の

大変さを共有し合うことで，育児の負担感を軽減するため

にグループワークを実施します。

虐待防止に対する取組 健康推進課

訪問・来所・電話

等による相談（再

掲）

保健師等の専門職が，育児や子どもの成長発達，保護者の

体調などの相談にのりながら，子育てサービスを案内した

り，関係機関と連携しながら支援を行います。

虐待防止に対する取組 健康推進課

こ ど も の 相 談 室

（再掲）

言語の発達や心理面・運動機能面で経過観察が必要な乳幼

児及び，育児の悩みや不安を持つ保護者に対し，具体的に

育児の上での問題や遊び方への指導と助言を行います。

虐待防止に対する取組 健康推進課

乳児家庭全戸訪問

事業（こんにちは

赤ちゃん訪問）

（再掲）

助産師等が生後4か月までの乳児のいる家庭を訪問し，助

言を行いながら各家庭の状況に合った育児支援を行い，不

安の解消を図ります。

虐待防止に対する取組 健康推進課
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